
清く豊かに川は流れる

2003年度活動報告

桂川・相模川流域協議会
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明に覚えています。
流域 という視点は地球の重力による水の動きや、その他の物質の循環などに代表 され

る根源的で 自然的なかけがえのない領域を考えてい くことであ り、 自然環境やそこに住
まう生物や人か らみても大変重要なものであ ります。

私はこの視点の中でも大学院で地域環境学・農村計画学を学んでいる関係上、その流
域での人の暮 らしや繋が りか ら流域と接 してまい りま した。最近では、桂川・相模川の
支流である篠原川が流れ る水源地域である神奈川県藤野町篠原地区での地縁関係に基づ
く住民活動に参加 させていただ く機会を得て、住民の方と活動をともに してまい りまし
た。 このような、生活 している地域に根ざ した住民活動 というものは、流域の保全だけ
でなく、その創造 を目指すうえで水量・水質の改善、森つ くりなどと並び最 も根幹をな
す一つであると感 じてお ります。

しか し、 これ らの地域活性化活動は、それを取 り巻 く環境の一つである行政・事業者
・市民 。その他の各種団体等の連携やサポー トが不可欠でもあ ります。

今後 も、人 と自然が共生できる桂川 。相模川流域の新たな環境の創造を目指すべ く、
地域をつなぐ役割を果たす一人 として、個人としてだけでな く、桂川 。相模川流域協議
会の一員 として皆様 と共に活動 していきた く思 ってお ります

市民部会	 開	 正貴

あいさつ

当社は化粧せ っけんでは 110年 以上、洗濯用せ っけんでは80年以上 もせ っけん一
筋に歩んできたせ っけん専業メーカーです。

せっけんは衣類や身体の汚れを落とす時の必需品ですが、実は汚れを落 としているの
は「水」です。洗濯機などない途上国で、水だけでたたき洗いをし、洗浄剤に頼 らなく
ても、驚 くほど真 っ白に仕上げる人々もいます。その証拠にせ っけんをこす りつけても、
水がなければ汚れは落ちません。せ っけんは水の表面張力を小さくして、汚れや繊維に
浸透する水の力を強める「水の改質剤」なので、主役はあくまで水なのです。

また、汚れを落 とすということより、生命を守るというもっと大切な水の働 きを私た
ちは忘れてはな りません。私たちは水がなければ生 きられないのに、 日本人は古来、豊
かな水に恵まれてきたために、その有 り難 さを認識 しないで来たように思います。

環境基本法が制定されて 10年以上がたち、循環型社会についてかな りの社会的一致

憲量FtiZ完 集魯藻基塾1の後鷲翫まう弓
｀
まら

品等 々リサイクル法が相次いで法律化 され
すが、「水 こそ自然によって リサイクルされ

ている一番大切な資源」 という認識を、市民、行政、事業者が もっと深めたいものだと
考えます。

事業者部会	 幹事		 ミヨシ石鹸株式会社	 三木	 晴雄

2003年 度活動報告冒頭挨拶

「朝 日子映ゆる富士ケ峰の、学びの庭に集 う時、
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芋ることは、上流部に住む人間にとってかけ

行政部会	 幹事	 富士吉田市環境政策課	 高根	 保
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「アジェンダ21桂川・相模川」

基本理念

私たちは、桂川 。相模川の将来像を「清 く豊かに川は流れる」とイメージします。

河川の豊かな水は、多 くの生物を育み、生物はまた、水を自然浄化 します。清流は、た

だ清 らかに澄んでいるだけではな く、流れることによって、豊かで多様な生物の共存を可

能にしています。

桂川 。相模川は、これまで、清 く豊かな流れによって森と海を結び、空と地表と地下をつ

なぎ、多様な生物 と人間を共存 させ、地域の風土と文化、経済の中心になってきました。

しかし、20世紀半ば以降、首都圏の周縁をなす流域 とその周辺の人口の増加、社会経済の

急激な発展を背景に、水需要が増大 し、川の水が大量に使用されるとともに、汚濁物質が流

入するなど、桂川 。相模川の水量の減少と水質の悪化は大きな問題になっています。

また、治水事業・利水事業は、私たちの安全で快適な生活の確保に役割を果たしてきました

が、反面では、生物の生息 。生育環境を含めた自然環境に大きな影響を与えています。

私たちは、古 くから桂川・相模川の恩恵を一身に受けてきました。そ して、今 日、桂川 。

相模川は、流域の住民はもとより、その恵みを受けているすべての生物 と人々、あらゆる主

体にとっての共有財産 となっています。

こうした認識のもとに、私たちは、桂川 。相模川を悠久のものとして将来の世代に引き継

ぐため、市民、事業者、行政の合意に基づいて、次のことを基本理念として、「アジェンダ

21桂川 。相模川」を策定 し、実行 していきます。

(1)私 たちは、清 くゆたかに流れる桂川 。相模川の恵みの下で、健康で安全かつ文化

的な生活を営む権利を有するとともに、この川の恵みを将来にわたって子孫 とすべ

ての生物が公正に受けられるよう継承する責務がある。

(2)私 たちは、流域に関わるすべての人々の社会経済活動や生活様式が桂川・相模川

に大きな負荷を与えていることを認識 し、これ らを環境の視点か ら見直 し、豊かで

多様な生命を育むことができる、環境への負荷が少ない持続可能な発展を基調とし

た環境保全型社会を形成するよう行動する。

(3)私 たちは、桂川 。相模川に係わるすべての事業活動において、地域の自然的社会

的条件に応 じて、その計画段階か ら、良好で健全な自然環境の保全 。回復を重視 し、

生活環境及び社会環境についても、総合的に配慮する。

(4)私たちは、上流 と下流、市民と事業者 と行政など、様々な立場の違いを越えて互

いに交流を深めなが ら協働するとともに、自らの責務を自覚 し、各々の役割分担 と

公平な負担のもとに、自主的かつ積極的に行動する。

(5)私たちの行動の前提 として、情報の共有化が必要であり、桂川 。相模川に関する

市民、事業者行政の情報は、公開を原則 とする。

私たちは、桂川 。相模川に係わる政策や事業の立案 と推進にあたって、桂川・相模

川に関心 と利害を持つすべての主体の参加を得て行われるよう努力する。

1999年 9月 14日 策定



2003年度・年報編集に当たって

この年報方式の報告書は、プロジェクト毎にバラバラだった報告をこの一冊の年報で全

部が分かるようにしたいという要望が多数の関係者から発せられて誕生し、4年が経過し

ました。編集と執筆に当たったメンバーは、皆さまのご協力で、そのことを念頭に置きな

がら第 4冊 目をまとめることができました。

樹 ||・ 相模川流域協議会・会員である私たち、市民・事業者・行政は、パートナーシップ

で桂川。相榔 ‖流域の水 。自然環境の保全のために、この 1年間、現場重視で観察、学習、

普及啓発、調査、クリーンアップを含める諸保全活動、政策提言等の活動をしてきました。

したがって、この年報は、清く豊かに流れる「アジェンダ21権り|卜相榔 1日 の理念と目

的にそって活動するものにとっては、この 1年間の諸活動の総まとめの報告書となります。

事業活動のマネージメントの側面、つまりPDCA=Pプラン・Dド ゥー・Cチ ェック・Aアク

ションのサイクルを協働して回すことからすれば、事業活動を総括して、まずはそれぞれ

の立場・役割で自己点検し、また改善・見直しをするための報告書でもあります。

また、情報公開の時代にあっては、読者となる桂川。相樹 ‖流域協議会 。会員は当然のこ

と、更に多くの流域に関係する市民と関係者にとっては、桂川。相榔 ‖流域協議会のパー ト

ナーシップ事業活動が総覧できることに特徴があります。

ローカルアジェンダ21た日|卜 相模川の実現のために、その理念と全体像を予めイメージ

しながら、関係者間でビジョンと目的を共有し、課題分野ごとにそれぞれの立場と役割で

取り組んできました。その事業活動の貴重な足跡が記されています。パー トナーシップ事

業に込められた努力と知恵によって、よリー層清 く豊かに流れる桂川。相模川を願いつ

て)・ 	・	・。

年報担当幹事 牧島 信一



2003年度の活動の概要



2003年度の主な活動

アジェンダ桂川・相模川の行動指針、行動計画の策定、推進

桂川・相模川の流域環境保全の行動計画である「アジェンダ 21桂川口相模川」を推進する
ため、行動指針、行動計画をとりまとめるとともに、アジェンダに基づいた行動を行いました。

2	会議等の開催

アジェンダ 21桂川・相模川の取りまとめや流域協議会の運営等を協議するため、総会1

回、幹事会8回 、主体別部会(市民部会 10回、事業者部会2回、行政部会2回 )専門部会7

回、地域協議会(東部地域協議会、湘南地域協議会において役員会・担当役員会、世話人

会)等を開催しました。(P7)

3	クリーンキャンペーン

桂川・相模川流域25会場において、流域一斉クリーンキャンペーンを開催しました。
(P29)
褥細

4	流域ツアー&ウオッチング

流域の自然環境や文化を知るため、川を訪ね、歩きながら観察口学習するツアー&ウオッ
チングを開催しました。(P36)
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5	流域シンポジウム

流域の住民、事業者、市町村に流域環境保全の共通認識を持つてもらうため、11月 8日 に

横浜市でシンポジウムを開催しました。(P42)

6	上下流交流事業

上下流住民等の交流と意識啓発を計るため、環境保全のための活動を取り入れた交流事

業を開催しました。(P71)

7	ホームページでの紹介

流域協議会の活動と関連する市民、事業者等の会員の活動を積極的に広報し、連携的ロ

協働的な活動を促進しました。(P85)

8	会報誌等の発行

流域協議会の活動状況やアジェンダの進捗状況について、広く会員等に周知するために

会報誌「アジェンダ H3」第 H号及び第 12号を発行しました。また、協議会の各種情報を会

員に提供するため、事務局だよりを4回発行しました。(P86)

9	地域協議会

地域協議会に根ざした環境保全活動や交流会などを開催しました。(P87)

10	その他事業

その他の啓発活動として、洗剤対策事業や上野原森づくり事業等を実施しました。

桂川口東部地域協議会 相模川湘南地域協議会

-4…
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(1)会議等の開催

1	桂川・相模川流域協議会の組織

卜

．・・露

雪

幹事会

市民、事業者、行政の3者間の協議を行うため、幹事会が設けられています。幹事会に参

加する幹事は、3つの主体別部会及び地域協議会から選出され、それぞれの主体別部会や地

域協議会の中で話し合われた内容を協議し、合意の形成を図ります。

専門部会

幹事会には、流域の環境保全に関して専門的な検討を行うため、必要に応じて専門部会を

設置することができます。専門部会には、扱う専門的な課題に関係のある主体が参加し、必

要に応じて専門家の出席・協力を求めることができます。専門部会での検討結果は、幹事会

に報告されます。

監事

会計、事業に関して監査を行うために、各主体から監事を選出します。

主体別部会

桂川 。相模川流域には、市民部会、事業者部会、行政部会の3つの主体別部会が設けられ

ています。流域協議会の会員は、それぞれ該当する部会に参加できます。

地域協議会

流域環境の保全を効果的に行うため、市町村や支川単位、またはいくつかの市町村にまた

がって設置します。地域協議会の運営については、各地域協議会が定めることになっており、

地域の実情にあわせた独自性のある運営が可能です。

-7-



2	 今年度の会議の開催状況

「アジェンダ21桂川 。相模川」の推進、実行のための行動指針・行動計画の検討等を中
心に、総会、幹事会、主体別部会 (市民部会、事業者部会、行政部会)、 専門部会、地域協
議会等を開催しました。

会議の開催状況 (月 別回数)

4 5 6 7 8 9 10 ■
■

，

“ 1
，

″ 3 計

総会 1 1

幹事会 ，

“ 1 1 1 1 1 8

専門部会 1 1 l
，

“ 1 1 1 7

市民部会 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

事業者部会 1 1
，

“

行政部会 1 1
９

“

2003年 5月 24日 (土)	(ソ レイユさがみ 。48名 )

1	 講演
「環境と税について考える」

神奈川大学経営学部教授	 青木宗明氏

2	 議題

● 2002年 度事業報告 (案)及び収支決算 (案)について

● 2002年 度事業監査報告

● 2003年 度事業計画 (案)及び予算 (案 )について

●役員の変更の承認について

2003年 4月 19日 (土)		(ソ レイユさがみ 。21名)

● 2002年 度事業報告 (案)及び収支決算 (案)の検討について

● 2003年 度事業計画 (案)及び予算 (案)の検討について
2003年 5月 13日 (火)	(ク リエイ トホール・ 22名 )

● 2002年 度事業報告 (案)及び収支決算 (案)の検討について

● 2003年 度事業計画 (案)及び予算 (案)の検討について
2003年 5月 24日 (土)	(ソ レイユさがみ 。22名)

● 2003年 度の定期総会に付議すべき事項について
2003年 6月 19日 (木)	(ク リエイ トホール・ 28名 )

● 2003年 度幹事会の執行体制について

● 2003年 度年間スケジュールについて

2003年 10月 16日 (木)	(ク リエイ トホール・ 20名)

● 2003年 度事業の進捗状況について

●今後のスケジュールの確認
2003年 12月 6日 (土)	(桂 北公民館 。18名 )

●前幹事会以後実施された事業等の報告、意見交換

● 2004年 度事業計画 (案 )について

●役員改選について

-8-



2004有11月 23日	(金)		(ク リエイト

●2004年 度事業計画 (案)に ついて

●総会までのスケジュールについて
2003年 3月 18日 (木)		(ク リエイ ト

● 2004年 度事業計画 (案)及び予算

●役員改選について

ホール 。18名 )

ホール 。21名 )

(案 )の検討について

2003年 5月 13日 (火 ) (ク リエイトホール

●専門部会の進め方について

2003年 10月 16日 (木)		(子 安市民センター・

●寒川河口堰下流の調査について
2003年 11月 27日 (木 ) (子安市民センター・

●相模川水系の河川横断構造物の調査について
2004年 3月 8日 (木 ) (ク リエイ トホール・

●講演
「桂川 。相模川流域データベースの構築」について

日本大学生物資源科学部	助教授	 糸長	 浩司	 氏
●桂川 。相模川流域に係る文献について

2003年 4月 19日 (月 )		(ク リエイトホール 。20名 )

●2002年 度での「森づくり専門部会」の取り組みについて
●2003年 度の「森づくり専門部会」の取り組みについて

2003年 10月 27日 (月 )		(ク リエイトホール・20名)

●流域の森林保仝活動状況について報告
●今後、協議会が取り組む森づくり事業について
●森づくり専門部会の体制について

2004年 2月 25日 (水)	(ク リエイトホール・ 14名 )

●来年度、取り組む事業について
●来年度事業の推進体制について

2003年 7月 11日 (金 )

●専門部会の進め方について
2004年 1月 23日 (木 )

●専門部会の進め方について

20名 )

33名 )

25名 )

17名 )

(ク リエイ トホール・ 13名 )

(八 王子市学園都市研究センター 。9名 )

2003年 4月 5日 (土 )

●2003年 度事業計画について
(サ ン・エールさがみはら 。17名 )

●上下流交流事業 (上流)

●カレンダー作成事業
●第8回幹事会報告

2003年 5月 10日 (土)						(相 模湖交流センター 。14名 )

●2003年度事業実施内容・方法について

り

部 人
口
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●2002年 度事業報告 (案)に ついて

●2003年 度事業予算 (案)に ついて

●第 1回森づくり専門部会について

2003年 6月 7日 (土)								(サ ン・エールさがみはら。12名 )

●2003年 度事業について

●「アジェンダ推進のための専門部会」の進め方について

●流域協議会の広報強化について

2003年 7月 19日 (土 )

●ティープレイクゼミ

●第4回幹事会について

2003年 9月 6日 (土 )

●ティーブレイクゼミ

(サ ン・エールさがみはら 。14名 )

「新アジェンダ21か ながわ (仮称)」 出前説明会

●桂川。相模川流域協議会が今やるべきことについて

●第3回 アジェンダ専門部会について

●桂川 。相模川流域環境資源データベース構築に関する提案について

●上下流交流事業 (上流・下流)

●流域シンポジウム第2回打ち合わせについて

2003年 10月 11日 (土 ) (相 模湖交流センター 。17名 )

●第3回 アジェンダ専門部会 (11月 開催予定)の進め方について

●市民部会	次期役員決定システムについて

●桂川・相模川流域協議会として何を行っていくか
2003年 11月 1日 (土 ) (サ ン 。エールさがみは ら 。13名 )

●第3回 アジェンダ専門部会 (11月 開催予定)議題
●桂川。相模川流域協議会として何を行っていくか

●広報について

2003年 12月 6日 (土 ) (桂北公民館 。15名 )

●2004年 度事業計画ついて

●市民部会	次期役員について

●第20回 ツアーアンドウォッチングについて

●神奈川県バイオマスエネルギー活用具体化検討調査について
2004年 2月 7日 (土)						(サ ン・エールさがみはら。14名 )

●2004年 度事業計画ついて
。よこはま地域協議会設立事業
・シンポジウム開催事業

●市民部会	 次期役員について
2004年 3月 6日 (土)										(相 模湖交流センター・ 14名 )

●2004年 度事業計画ついて
。流域シンポジウム (場 所、内容)

・環境調査事業 (マ シジミ及びその他のシジミ類の分布調査)

(相模湖交流センター・ 14名 )

「持続可能な開発に関する世界首脳会議 (ヨ ハネスブルグサミット)に参加して」

●専門部会の進め方について

●桂川。相模川流域協議会が今やるべきことについて

2003年 4月 15日 (火 )

●2002年 度事業報告 (案 )

●2003年 度事業計画 (案)

(東京都八王子労政会館 。16名 )

について

及び予算 (案 )に ついて
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2003年 10月 1日 (火 )

2003年 4月 15日 (火 )

●2002年 度事業報告 (案)

●2003年 度事業計画 (案)

2003年 10月 21日 (火 )

(東京都八王子労政会館 。25名)

●2003年度事業の進捗状況について
●2004年度にむけた事業の取り組みについて

(東京都八王子労政会館
について

及び予算 (案)について
(ク リエイトホール・ 1

・ 18名 )

3名 )

●2003年度事1業 の進捗状況について
●2004年度にむけた事業の取り組みについて
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アジェンダ専門部会NQ	2の記録

・20031三 lo月	16日		13日寺30`か～16日寺15`か

。八王子市子安市民センター会議室にて

桂川 。相模川アジェング21の行動計画「保り||

堰下流の)現状の実態調査をします」に基づいて、

行政担当部局から説明を受け、検討しました。

説明は、以下の資料に基づいて各担当部局から

なされました。

① 寒川堰からの放流量の変遷について

。神奈川県企画部土地水資源対策課

・神奈川県企業庁利水局利水課

② 相模川水系下流における水質調査結果について

。神奈川県環境農政部大気水質課

③ 相模川河川水辺の国勢調査結果について

。国土交通省京浜河川事務所河川環境課

④ 相模川河日干潟や砂州の変化について

。国土交通省京浜測 ‖事務所調査課

⑤ 寒川堰下流に関する議論の経過について

。市民側事務局 :小西―郎

資料①の説明の前に高度利用事業の変遷について

以下の説明がありました。

高度利用事業につきましては、昭和 45年 5月 に

最初の許可をもらっております。この時に、水利権

水量としては 12トン砂 ということでございまして、

堰の下流放流についても条件はないということでご

ざいまして、河川維持用水であります 12トン砂全量

取水可能な水利権ということになっておりました。

それから平成9年 3月 に、相模ダムの基盤施設で

あります河水統制事業の中で遊休化しておりました

畑地灌漑用水を、水道用水 1トン砂 に転用しまして、

高度利用事業 |と名づけております。これに伴ない

まして暫定の高度利用事業の水利権水量は 12トン砂

から 11トン/秒となっております。その際、寒川堰の

下流放流量についての条件が「1トン砂 を下回らない

量にしなさい」ということになりました。

その後平成 11年 4月 、これは宮ヶ瀬ダムの一部

供用開始なんですけれども、これに伴ないまして、

寒川堰の下流放流量についての条件が、「8トン砂 を

下回らない量を放流するようにする」ということに

なりました。8トンノ秒の河川維持用水を確保した上で

この流量を上回る豊水時に取水するという暫定豊水

水利権と呼ばれるものになっております。この時点

で暫定の高度利用事業の水利権としましては、河川

維持用水を取水する水利権ではなくなりました。

更に平成 13年 4月 1日から、宮ヶ瀬ダムの本格

運用開始に伴ないまして暫定の高度利用事業は申請

しておりません。

つづいて資料①②③が、堰下流放流量実績の変遷、

堰下流域の水質について、そして鳥類、魚類、底生

動物、植生について説明がありました。つづく④の

「相模川河口干潟や砂州の変化について」の説明を

若干、議事録から以下に抜粋しておきます。

概要としまして、相InJ‖の砂州や干潟というのは、

最近非常に砂が減少していると、後退しているとい

うことが見られます。これは、上流からの砂の供給

ですとか、漂砂、海岸からの砂の供給が減っている

というのが主な原因であると考えられるのですけれ

ど、これについて過去の資料を見て取りまとめたの

が、この資料です。

主に参考とした資料は、平成 13年 2月 から15年

3月 まで相l■J‖水系土砂管理懇談会が開かれまして、

その中で提言書が取りまとめられましたが、これが

参考資料です。

で相模川河回の変遷ということで、航空写真がつ

いていますが、昭和 29年からでています。左側に

その頃にどういった工作物が出来たのか、といった

話を合わせて載せています。

まず昭和 19年に沼本ダムが完成。昭和22年には

相模ダム、昭和 30年に道志ダムが出来上がりまし

た。ちょうどそのころの河回の状況が昭和 29年の

この航空写真でございます。干潟としましては茅ヶ

崎海岸から平塚海岸に向けて伸びている砂州、その

下に干潟が見られます。
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それから10年後の昭和 39年、ちょうどこの時に

寒川取水堰が完成しています。同時に、大正 5年位

から始められた相模川での大規模な砂利採取が全面

禁止となりました。そして昭和 40年に城山ダムが

完成しております。

次に昭和 44年、下の写真になりますが、相模川

の河回から6.6キロ、神川橋までが 1級河川に指定さ

れまして、国の直轄下に移行されました。

次に昭和 48年、55年と続きますけど、この砂州

が陸側に後退し始めたのはちょうどこの昭和 55年

から 60年ごろとされております。写真を見ていた

だいても、だんだんだんだん川が後退している傾向

が見られると思います。

それから平成 2年になりますと、海岸線も後退し

ていますし、砂州が海岸線より中に入っているのが

分かると思います。それから平成8年、更に平成 13

年になりますと、もう砂州なんかはないという状況

が見られると思います。

この経過において、平成 9年に平塚新港の防波堤

が完成し、平成 10年には相模大堰が完成。平成 12

年には宮ヶ瀬ダムと平塚新港が完成しております。

土砂管理懇談会の中では、相模川の流砂に関する

現象と課題ということで、まず人為的に砂が減少し

た原因というもの、それに伴なう現象、そして想定

される課題と3段階に分けて記載されています。

で今回は河国の話ということで流砂系に働きかけ

た行為として、例えばダムとか堰の設置、それから

可道の砂利採取、あと河口部の浚渫、これらはまだ

想定の域を脱してないんですけど、3つ挙げられて

おります。

で具体的に、その土砂懇談会の提言書のなかでは、

相模川の河道を昭和 30年 くらいに戻したい、戻 し

ましょうという話が出されてるわけですけど、その

ためには当時河口部には年間だいたい7万立方メートル

くらいの砂が運ばれていたでしょうとぃぅことで、

それくらいを撤いてやらないとちょっとうまくいき

ませんね !と いう話があり、具体的な案としては、

砂防ダムとして砂を止めないようにしましょうとか、

ダムにおいては浚渫をしましょうと。その浚渫した

土を下流部に置いて自然に任せて流しましょうとか、

またリト砂 トンネルとか、いくつかの案がでています。

で具体的に今年度からその一つを具体的に進める

ということで、今年度これからなんですけど土砂管

理検討会というものを立ちあげる予定でありまして、

その中で提言書で言われている具体的な案として、

浚渫土の下流への置き砂対応というのを一つ取り上

げ、実際にそれを試行的にやろうと思っております。

更に⑤の説明に続いて討議、検討が行われました。

アジェンダ専門部会NQ3の記録
。2003年 11月 27日	13時 30分～16時 30分

・八王子市子安市民センター会議室にて

桂川 。相l■J‖ アジェンダ21の行動計画「横断工

作物の実態調査を行います」に基づき、今回はまず

桂川 。相模川の神奈川県側の現状について、行政の

担当部局から説明を受け、検討しました。

当日の資料は以下の通りでした。

① 河川横断施設位置図

② 河川横断工作物の概要

③ 河川横断施設現況写真 (取水馴 首1/1止め)

④ 寒川取水堰/ダム関係

⑤ 魚道の種類について

⑥ ダム諸元

⑦ 相l■J‖河口における地盤沈下状況について

③ 横断工作物に関する議論の経過について

対象の横断工作物は、相模川本川では、河口から

城山ダムまでの 12施設、中津川は三川合流点から

宮ヶ瀬ダム直下までの 11施設、道志川は2施設、

そして城山ダム、相模ダム、沼本ダム、道志ダム、

宮ヶ瀬ダムの5ダム施設でした。

以下に、各横断工作物の名称を、説明の順番に記

しておきます。(	)内 は施設管理者名です。記号は、

①の位置図でのもので、Sは相模川本川、Nは中津

川、Dは道志川です。

・S-1寒川取水堰 (神奈川県企業庁)
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。S-2本目模大堰 (県内広域水道企業国)

。S-3社 家床止め (相模川総合整備事務所)

。S-4厚 木床止め (相模川総合整備事務所)

。S-5磯 部床止め (相模川総合整備事務所)

。S-6磯 部サイフォン (県環境農政部)

。S-7磯 部頭首工 (県環境農政部)

。S-8当 麻床止め (相模川総合整備事務所)

・S-9」 沢ヽ頭首工 (県環境農政部)

。S-10清水下頭首工 (県環境農政部)

。S-11業山島頭首工 (城山町)

。S-12諏訪森下頭首工 (相模原市)

。N-10召不□用水下頭首工 (県環境農政部)

。N-2金 田牛久保頭首工 (厚本市)

。N-3三 田床止め (相模川総合整備事務所)

。N-4才 戸床止め (相模川総合整備事務所)

。N-5才 戸頭首工 (厚木市)

。N-6坂 本頭首工 (愛川町)

。N-7仙 台下床止め (相模川総合整備事務所)

。N-8半 原床止め (相模川総合整備事務所)

。N-9宮 沢川床止め (相模川総合整備事務所)

。N-10日向床止め (相模川総合整備事務所)

。N-11日向橋第一堰lC(県厚木土木事務所)

・D-1弁 天橋下頭首工 (相模湖町)

*魚道管理者は津久井町

・D-2胞 子取水堰 (横浜市)

以下に、最初の寒川取水堰に関する説明の一部を

抜粋しておきます。

ますこの「河川横断施設位置図」の 1枚目は全体

の地図で、その後ろに付いているのが、それぞれの

横断施設の平面図です。あと「現況写真」も一緒に

見て下さい。

今回はダムがある相模川本川と、支流の道志川、

中津川について、ダムの下までの横断施設と、あと

はダムの関係を説明させていただきます。横断施設

については、現況、それから魚道がついてますもの

についてはその辺の話をさせていただきます。

S-1寒川取水堰ですよ 相模川総合開発事業の

基幹施設である城山ダムで開発された水を寒り|1地点

で取水するものです。ここで取られた水は県営水道、

横浜水道、横須賀水道にそれぞれ給水しています。

こちらは0召和 39年 3月に完成しまして、当初、

1匡中央部に粗石斜路式という、いちばん最初からの

魚道が 50m幅で付いておりました。この当時の維持

用水が 12トン/秒ということで、毎秒 12トン砂 を流す

ためには 50mの1冨が必要であるということでした。

その後、相模川高度利用事業という事業がござい

まして、この寒川地点で取水をしました。当然川の

水を取水して、下流にそれまで 12トン砂 だつたのが

1～2トン看少程度の放流しか出来ないということから、

50mほどあった魚道の幅を 10.4mに狭めました。

これでしばらく運用していたんですけども、やは

りその 10.4mの幅で1～2トン砂 の放流では、魚道と

してあまり遡上の効果が表れないということで、そ

この 10.4mの所を、漁連さんや何かといろいろ協議

して、平成5年に階段式魚道という形で改修いたし

ました。

その後、宮ヶ瀬ダムの一部運用が、平成 11年度

以降開始されまして、毎秒 8トンノ秒の水が堰下流から

流れるようになりまして、これに伴ない 10.4mの幅

は狭いということで、8トン砂 流していちばん効率的

な形の魚道を設置しようということで、寒川堰魚道

改修検討委員会といつたものを設置いたしまして、

既設の階段式魚道の他に新たな魚道として舟通しデ

ニール式魚道を設置することとなりました。

で、粗石斜路式の部分は、水を流すことによって

そこに魚が集まるような目的で、呼び水水路として

使つております。次の頁に魚道の拡大図があります

が、右端から階段式魚道、真ん中が呼び水水路、左

が舟通しデニール式魚道でございます。

これはどちらかというと、階段式魚道というのが

遊泳力の強い魚をターゲットにしているということ

です。デニール式魚道は、あまり泳ぐ力のないヨシ

ノボリとかエビ、力二とか、そういったものが上り

やすくなるようにということで設置してございます。

以下、資料に基づいて順番に、詳し<説明があり

ました。資料および議事録は、専門部会NQ2のもの

も含めて神奈川県の行政事務局にあります。KJ」 西ヽ)
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第4回専門部会

3月 8日 (木)10:00～

八王子市クリエイトホール

●講演

「桂川 。相模川流域データベースの構築」につい

て

日本大学生物資源科学部	 助教授

糸長	 浩司	 氏

まず、これは去年横浜であったシンポジウムで

ちょっとお話をしましたけれども、流域という話

をどうとらえるかということなんですが、最近の

言葉、我々が使っている言葉でいうと、バイオリ

ージョンという言葉がございまして、それはその

まま訳すると、生命地域とか生物地域とかいった

ような、それと流域ということなのですが、要は

我々が、人間の暮らしを成り立たせているいろん

な人工物、道路や一部整備した河川とか施設とか、

あるいは農業的な土地利用であったり、林業的な

土地利用であったり、都市的な土地利用であった

り、そういう人間の、我々の営み、住むとか働く

とか憩うという、そういう環境は、当然ベースメ

ントとして地盤があり、その下の地下水があり、

あるいはその上に成り立つ植物や動物、そして大

気という、重層関係といいますか、重なった関係
で環境は成り立っている。その上で、我々は環境
に対する保全であったり、利用の活動をしていく
べきだろうということです。

そして、もう1つは時間軸というんですか、時

間的に形成されてきている。そういう意味で、歴

史的につくられてきている人間社会を形成する環

境であるということです。このことは、日本は非

常に特殊というか、あるいは特徴的といってもい

いと思うんですが、縄文の時代から人間は山に手

を入れてきているんですね。植林をしていますし、

最近でいうと、三内丸山遺跡では栗を栽培 してい

た。それを使って日本海貿易をしていたといわれ
てきているんですが、そういう意味でいうと、農

業ということの作物の栽培化という観点、植物の

栽培化という考えは、もうそのころからやってき
ています。

そのように何千年と、山を管理、利用してきま

した。多分、川も同じような感じで形成 してきた

ということで、単なる自然保全というレベルでの

原生自然があるわけではありません。もうずっと
つくってきた自然なんですね。ある意味でいうと

農林業。その結果、ほうっておけばそこから消え

ていく生き物はたくさんいるわけです。それは日

本流の、持っている自然の状況です。ですから、

単なる保護という話ではなくて、保全であったり、

再生であったり。ですから、おじいさんは山へ柴

刈りに、というその世界がだんだん今となると、

どんどんどんどん柴ではなく、ここら辺でいえば

照葉樹林帯に変わっていってしまうということが

起きるわけです。それは違う自然ですね。我々が

どの自然を求めるかといったときに、多分欲張れ

ば両方ですし、一方では長年培ってきたふるさと

景観みたいなものをどうつくるかという、そうい

う意味では歴史的な形成って非常に大きいと思い

ます。

そうした中で、わかりやすい環境単位として、

川というものを軸にして、その集水地といいます

か、水が集まるエリアの中での環境の捉え方をし

ていこうというのがバイオリージョンというとら

え方だったり、有機的なとらえ方だと。桂川 。相

模川流域というのは、そういう意味においていえ

ば、富士山からふもとにずうっときて海に至るエ

リアの、一つのわかりやすいバイオリージョンの

単位としてあるということになります。

そういう運動は、日本でも今、流域でいろいろ

な形で起きてきていますし、一方でアメリカ……・

英語ですからこれアメリカの運動ですが、バイオ

リージョナリズムという言葉は70年代くらいから

あります。イズムとつくと主義主張ということに

なりますから、運動的な話もありますが、一方で
バイオリージョンという概念が出てきております。
そこに5行ほど書きましたけれども、県政的な枠
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を越えて、ですから桂川 。相模り||でいえば県でい

うと山梨県と神奈り|1県、そしてあとはもろもろの

市町村、近年、市町村合併の状況がありますので、

もしかしたら、昔あった一―今、一市何町がくっ

つこうという話もあるようですので、そういう意

味でいうと広域的な、行政の枠が大きなのもでき

てしまう可能性もありますけれども、現在でいえ

ば、まだそれは幾つか再考されていますね。そう

いう行政の枠を越えてといいますか、行政の自治

体単位でやっている計画や保全や利用や開発やと

いうことが、どうも流域の山の上から海に至るま

で、全体をカバーするような政策展開がなかなか

できてこないと。そういうこともあってこの流域

協議会もできたのだと思いますけれども、そうい

う意味では、上流、中流、下流を含めて、それを

住民なり、あるいは付近の住民なり行政が一緒に

なって再生、保全できるように、これから運動を

していこうというのがアメリカのバイオリージョ

ナリズムという運動です。

上の絵が、これはアメリカの州境の絵です。そ

の下には市町村境があるわけですけれども、見て

いただくとわかるとおり、直線なんです。直線と

いうのは自然界にはありえない区域の仕方ですね。

これは人間が勝手につくった線引きです。行政と

いう線引きであれば、そこで法律をつくり、政策

を展開し、事業を展開しているから、その直線境

の左と右では全然やっていることが違うかもしれ

ませんね。あるいは上と下ではですね。これは自

然環境やバイオリージョン的な環境からいうと、

非常に矛盾が生 じるだろうと。そうすると、生活
ベース、あるいは生き物ベース、市民ベースで考

えたときには、その境を越えて環境に対する保全

や再生活動をしていくべきだというのが、下の

「バイオリージョンの展開」と書きましたけれど

も、そういう発想です。

ですから、アメリカの場合、オーストラリアも

そうなんですけれども、植民地になっていますよ

ね。侵略されてできたところです。もともとはア

メリカインディアンやアボリジニが暮らしていた

一つの生態系、人間を入れ込んだ生態系として暮

らしてきたわけでしょうけれども、それが崩れて

……・崩れたというか破壊されたという状況の中で、

もう一度、自然に即 した環境づくりをしていこう

という運動が起きてきたということです。

ピーター・バーグというのはそういう運動を始

めたアメリカの環境活動家でして、日本にも何回

か来ていまして、私も何回か対談したり、雑誌に

書いたりもしていますけれども、彼の運動の日本

との交流でいうと水俣のちょうど公害があったこ

ろに交流したわけです。水俣もあれは一種のバイ

オリージョン的な破壊なわけですよね。湾の破壊

というのは、上流、工場からの排水を含めてです

が、ですから一つの何か悪さをしたことが、その

地域環境、生態環境、あるいはよりつながりの深

い環境の中に悪さが広がったという視点で考えて

いくべきだろうということから、こういう活動が

よリグレー ドアップしていくという話は聞いてお

ります。

日本で流域という話でいうと、皆さんよく聞か

れていると思いますが、森と海の関係ですね。

「森は海の恋人」という。健全な海をシバスため

には、山から川を経由して、適切なミネラルが運

ばれてくる必要があるでしょう。あるいは砂浜を

つくるということであれば、山から土砂というか、

石並みが転がってきて、だんだん砕かれて浜にな

っていく。浜が形成されて、ダムがつくられたり

堰がつくられてしまえば、そこで流れるものはと

まってしまう。その結果として浜が枯れる。海は

いつも波の引き潮・満ち潮がありますから、砂を

奪おうとしますね。上から補給がない限りは奪わ

れるわけです。そうすると細い砂浜になってしま

う。それが困るというのでテトラポットで波を抑

えるという、それの繰 り返しをやってきているわ

けですけれども、ただ現実には、自然の営みから

いえば、上からいつもそういうものが供給されれ

ば、健全な山 。川・海の状況になる、健全という

か、自然そのものの状況になるということですね。

それを人間の方がとめているということで何らか

の悪さが起きるわけですね。いろんな意味での悪

さが起きていくわけですが、この中で、これは気

仙沼の漁師の人たちが、カキ養殖をしている人た

ちが、どうも養殖がうまくいかない。それは、川

を通してミネラルそして植物性プランクトン、動

物性プランクトン、カキという、そういう流れが

うまくできていないのではないかということに気
づき始めて、上流部の山の広葉樹林化を図ってい

こうという植林運動を始めたりしたんですね。そ

の時に、森は海にとっては非常に貴重なパートナ

ーであるということを言って、活動がどんどん広

がつてきているという状況なわけです。

もう一つの、次のバージョンですね。今度は海

側から森を見たという、あるいは森から海に対 し
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て期待といいますか、そういうことです。これは

逆の言い方ですが、「海は森の恋人」という言い

方にしています。地球の物質の流れでいうと重力

がメインですから、上のものは下にいくしかない。

どんどんどんどん下には栄養分がたまる。でも、

上にも行く何か方法があるだろうか。現実には上

昇気流で、雨で循環するというのも一つあるわけ

ですね。あとは、最近問題になっている渡り鳥と

かですね、鳥の飛来による、鳥が糞を落として下

から上にものを運ぶということもありますから、

そういう貴重な生き物です。それに対して病気が

起きてくるのは、それは多分人間がどこかで間違

ったことをしているからであって、自然界そのも

のの中には当然病気もあるわけですし、ウィルス

も当然いるわけですから、そんな話をしても仕方

ないですけれども、そういう役割をしてくれる生

き物もいる。

もう一つは、「サケの遡上」というふうに書き

ましたけれども、川で生まれ、海で育ち、また川

に帰って死んでくれるという。そういう意味でい

うと、重力に逆らって、生き物の活動で上に上が

ってくれる。

最近この手の研究がだいぶ始まってきていまし

て、カナダの研究者でこういうことを明らかにし

た研究者も出てきています。サヶが遡上する川と

そうでない川では森の育成の状況が変わっている、

遡上する川の方が森が元気であるというようなデ

ータも出てきています。

ですから、上流と下流がつながっていた川に対

する悪さが一番いけないということなんですね。
ダムが一番悪い、堰が悪いとかということに当然

なるわけです。きょうは事業者の人が来たから、
そういうテーマもずっと聞いてもらえるといいん

ですが、でも一方で人間にとって必要な集水源と

して、都市の暮らしや農業や工業という状況の中
でつくられてきた。でも、相当ある量がほしいと
いう時代だから、もう少し節水等も含めて元に戻
そうとか、あるいは本来あった生態系に取り戻 し

ていこうという努力をどんどんしなくてはいけな
いんです。

それは非常にハー ド的な仕方でいえば、民間な

んかで始まっているダムを壊そうという、いらな

くなったダムはみんな壊しちゃう、戻そうという

話もあるわけですし、あるいは今までの直線系だ
ったダムをもう少し蛇行させるようにしようとか。
そうなるとその周辺の土地利用、あるいは災害に

対する防波堤としての調整池、そういうことも必

要になってくるという、基本的な解決をしていか

なければならないから、一概には答えはすぐ出ま

せんけれども、どちらにしろ再生という意見が大

きくなってくることは間違いないということです。

そうしたときには、海と山をつなぐ川のありよう

というのを、もっと自然な状態にしていくという

取り組みを当然しなければならないということで

すね。

こういう山から海までのつながりということで

す。最近の言葉で言えば、「里山」というのはそ

の山に関する身近な付き合いということですから、

最近は海に関しても、入会のあるような、みんな

で使うような海を「里海」と言おうかという言葉

も出てきていまして、最近は東京の河川のシンポ

ジウムか何かの時に「里川」という言葉が使われ

ていたりしまして、要するに単なる川に里をつけ

るということ、あるいは海や山ですね。身近で、

自分たちの暮らしの中で付き合っていける環境と

して、山であったり、川であったり、海であった

り。で、里山 。里川 。里海みたいな話にいける。
そのときの里に住む人たち、あるいは都市里に

住むような農山村の人や都市の人たちがどうかか

わるかということが非常に重要になってくる。そ

のときに、かかわるときに、自分たちが何者であ
るかということがわからないといけないんです。

あるいは、かかわろうとしている相手がどんなも
のであるかということがわからないといけない。
それは情報に対してもそうです。いゎゅる地域資
源のありようです。それが誰でもわかりやすい状

態で見せる、あるいはアプローチできるというの
が重要です。

それから、情報というのは後ほど出てきますけ
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れども、できた時点で死んでいます。これは200

万や300万部売れている養老孟司の『バカの壁』

という、皆さん読まれたと思うんですが、その中

で彼も強調 していますよね。情報はできた時点で

死んでいる。生きているのは人間だけだ。どうい

うことかというと、要するに、皆さん情報という

のは非常に変わらないものと思っているかもしれ

ないけれども、そうではなくて、情報というのは

本当は変えていかなきゃいけないんですね。つく

った時点でもうそれは古い情報になる。いつも更

新 していかなければならない。人間というのは、

いつも先へ先へと暮らして生き続けているわけで

すから、社会もですね。そういう意味でいうと情

報というのはつくっておしまいというのではなく

て、いかにつくり続けるか、あるいはその情報を

出し続けるかということです。その時に大切な情

報をキャッチングして出していく、その繰 り返し

をいかにスムーズに的確にできるかということが

あります。当然ずっと使える情報もあるし、変え

ていかなければならない情報も当然あるわけです。

これはバイオリージョンというときに関係する

絵なんですが、左側に描いてある「環境」として

ある地べたの下のところから、土壌とか、動物と

か、植物とか、そして人、それからあとは人間の

一環と大気の情報とかです。右の方は、そういう

ものを学問として整理しています。こちら以外は

近代科学といいますか、の分野ということですね。

近代科学というのは、ある自然の状況に対 して、

その法則性なりを解明しようと。そのために一つ

一つのテーマに分けて切磋琢磨をしてきたわけで

す。でも、地域の環境、我々の暮らしている環境

というのは全部で成り立っているわけですから、

切った状態をいくら足してもできないわけです。

その切った状態のデータを集めてどうするかとい

うことが非常に重要なわけです。一方では、それ

ぞれで切っているものをしっかりと整理 して、今

回のテーマで言えば、同じ地図上で目に見えるよ

うな状態にしよう。そうすることでいろんな課題

や展望が開けてくるというのが、きょうお話しす

るようなデータベースを地図化していこうという、

そんな話です。

これはアメリカのヤン・マクファーン 【イア

ン・L。 マクハーグ】という人がつくった絵です

が、70年代くらいからやっているんです。今、新

全総第5次総合計画って日本でやっていますが、

昔、第3次総合計画というのがありましたが、そ

のときには流域という計画の話がだいぶ論議され

ました。そのころからもうアメリカでは提案され

ていて、とられていた方式ですが、日本でもぼち

ばちコンピュータの技術が開発されてきたという

のもあるんですけれども、同じエリア、全部同じ

エリアで、土地利用の現状はどうか、地質はどう

か、起伏はどうか、あと水の関係とか、あと歴史、

資源系のことですね。あるいはハザー ドマップの

ような洪水危険区域と、そういう地図上にそうし

たすべてのデータを落とす。ただ、地図に落とす

ということは何らかの点で落とせる場合もあるし、

ある同じものに対 して分級といいますか、ランク

を分けて、例えばここは自然環境が非常によく残

っているエリア、ここは都市的なエリアというク

ラス分けをして色分けにするとか、いろんな方法

が使えますが、いろんな分野でそういうのを分け

てつくったもので、一括して調査をしていく。

あるいは、ここに道路計画がある。これはやっ

た結果としてこの生き物の何々がおかしくなると

か、ここには例えば地下水の湧水池があるとか、

等々の問題がはっきりわかるわけです。そういっ

た地図をしっかりつくろうと。今まではこの手の

ものは公共が事業をするときにコンサルに頼み、

レポートやつくった地図を見ながら計画をして、

できたものがいいんですか悪いんですかというこ

とを市民に問うというやり方だったんだけれども、

最近はそうではなくて、この手のベースメントも、

できれば市民がいつでも見られる状態にしようと。
ですから、例えば市民が反対運動をするにしろ、

あるいは建設や何かをしよう、例えばあそこの里

山を管理 しようといったときに、あるいは自分た

ちの地方流域の川を保全しよう、活用 しようとし

たときに、それが地域のもう少し広い広がりの中
でどういう意味を持つかということをしっかりと
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理解をしてもらおうという、そういうデータベー

スづくりが非常に重要なのではないかなと。これ

は非常に大変な仕事です。大変な仕事だけれども、

どこかで始めなければいけない。この流域でいえ

ば、そういうことを始めていったらいいのではな

いかというのが今回の話なわけです。

これはまた別の景観の資源とか、いろいろござ
います。非常に科学的で客観的な水質だとか、土

壌の酸性だとかアルカリ性だとかっていう資料も

あれば、皆さんの歩いて稼ぐ資料、あと後ほど紹

介があるような人文的なデータなんかも、あるマ

ークを決めて表していくということもしていくと
いいということですね。

そろそろ本題なんですが、データづくりを今回

皆さんと一緒にやりましょうということで、目的
として幾つか挙げました。まず最初に目的の1は、

情報の公開、あるいはみんなが使える情報にして
いこうということですね。①はその流域に関係す
る多様な情報を、住民や行政や企業やNPO等が

みんなのものにして、自分たちの学習にも使う。
あるいは自分たちの保全や再生活動にも生かせる

ものとして提示していこう。だから①が基本的な

目的ですね。2に関しては、この流域協議会でそ

ういうことをすることは、多分今どこもやろうと

していないとすれば、中心的な役割を担っていけ

るという、協議会の一つの事業としてというんで

すか、仕事としての役割もあるのではないか。特
に、県を越えて一本の川に関して上から下まで全

部やって、考えて、いろんな壁があるでしょうけ

れども、行政と住民、あとは企業団といいますか、
水を使う事業団等を含めて一つの組織をつくって
いくというのがないわけですから、そういう意味
でいうと、そこはゃるべき仕事として非常に重要
なのではないか。私もいろんなところで桂り||。 相
模川流域協議会のお話は聞いています。すごい過

剰な期待と過剰な評判を得ているところがあるか

もしれません。それに対して、実態として今まで
やってきたことをできるだけ蓄積していくという
ことをやられたほうがいい。②o	③は今書いたこ
とというか、今言ったようなことです。
その次。次はちょっと難しい言葉を使っていま

すが、順応型での情報の活用という、これは先ほ
ど申し上げましたけれども、情報というのはつく
った時点で過去のものになる。その調査をした時
点です。ですから例えば、上流から下流まで、全
部で20箇所ぐらい水質の調査をしたとしますね。

そこで窒素やリンや等々の値が出ます。それはそ

の時点、それはそこで死んでいます。また刻々変

わる可能性が当然あるわけです。データというの

はそういうものですよね。

そういう意味でいうと、データをいつも更新 し

ながらやっていかなければいけないということと、

あとは何らかのアクションをする、行動をすると
いうときに、その行動をした結果をモニタリング

して、観察して、評価をして、また計画を組み直
していくという、これは通常よくやるプランから

アクションから評価にいくというスタイルですね。
その中にデータベース化をどう位置づけるかとい

うと、たぶん実施 した結果がどうであって、観察
した結果がどうであったかとか、評価がどうであ
ったかということを、データベース化 してまた生
かしていくという、これの繰 り返しなんだと思う
んですね。

多分、今までは行動はやりっばなし、やったと

きの後の多少評価はする、反省会をする、次また

何しましょうかということをたぶん繰り返 してい

るんですね。ただ、それを次の行動につなげてい

くためには、いろんな、このデータベースのつく
り方は地図だけではなくて、資料としてつくると

か、いろいろ当然あるわけですが、ここでいつも

蓄積をしていく、繰り返しをしていくということ
が重要なのではないかな。

あとは①でも書きましたけれども、「順応型」
というのは、これは例えば、丹沢大山で考えられ
ているものでいうと、シカの問題でいうと、シカ
を保護するために、あるいはシカの農産物に対す
る災害を防ぐために、囲うという行為をしますよ
ね、人間は。その結果として、シカの生態がどう
変わったかということをモニタリングして調べる。
これが正しかったのかどうかということをもう一
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度考え直す。ある場所は柵を外してもう少し広げ

た方がいいかもしれないとか、そういうのを順応

型という言い方をします。ですから、ハードな公

共事業みたいにダムをつくりましょうと決めてし

まったらば、どんな反対運動があっても、いやつ

くるんだというのは、これは順応型ではないわけ

です。

ものによっては順応型に適用しやすいものとし

にくいものがありますけれども、事業というふう

に考えると、やっては調べ、やっては調べという

ことの繰り返しでしかない。相手が自然ですから、

わからないことがたくさんあるわけですね。わか

らないことを全部わかったつもりでやってしまう

のが一番の間違いなんです。このわからないこと

を、わからないまま、だんだんわかるようにして

いこうと。そのときに的確なものを随時探してや

っていこう。あんまり無責任にしょっちゅう変え

るわけにはいきませんけれども、適応型あるいは

順応型の公共事業とか、あるいはモニタリングと

行動別に、そういうやり方が非常に今いろんな分

野で出てきている。先ほど申し上げた丹沢大山に

関してもそういう対応で考えていこうという動き

になっているところです。

あとは、この桂川 。相模川流域のエリアの中で

どういうことを具体的にしていこうかという話な

んですが、	1つは、これは今、流域全部なんです。

こっちが海、こっちが富士山ですが、川がこうい

う感じで、小さな小流域がたくさんございます。

この全体のデータベースをひとつつくれるものな

らつくろうというのがありますが、もう一つは、

モデル的な場所を決めて、そこでのいろんなアク

ションであったり、活動であったりというものを

ピックアップして情報化していく。あるいはそこ

にたぶん、流域協議会としても積極的に上流から

変わろうと、変わってきたというですね。そうい

うところで、変わりっぱなしではなくて変わった

結果としてどういうものが生まれてきただとかい

うことを明らかにして、それをデータとして出し

て公開していくということが、活動にもつながる

のではないか。

要するに、大学の教授なんかもそうなんですけ

れども、学生が出した一―僕ら建築でいうと作品

が出ます。当然、我々と協議をしながら、指導を

受けながらできた作品に対して、それが何であっ

たかという評価を受けることが励みにもなるし、

次のステップにも向かうんですね。ですから、活

動したことにどういう意味があったのかというこ

とを、そのときに楽しかったということだけでな

くて、データとしてちゃんと蓄積していく。その

活動がよかったのか、もしかしたら二、三年経っ

たら悪かったというのが出れば、じゃ見直してい

こうということになるわけですので、そういう意

味でいうとそれを全部やるのは大変でしょうから、

ある拠点の場所を考えていけたらというのがある

と思います。

あとはデータのところの話になりますけれども、

データをどういうふうにつくり出していくかとい

うまとめ方の話です。これは地図化をしていこう

ということもあるので、一つはどういうエリアで

すね。例えば皆さんが、神奈川県のこの流域のエ

リアの中の人口分布はどうなっているか。それを

知りたい。過疎化が進んでいるというから、上の

方は少ないでしょう。どこがどう少ないんだろう

かということを知りたいといったときに、どうや

って地図にするか。各世帯の点を全部打つという

やり方もあるわけです。地図上に。人が住んでい

るところの世帯の家を全部打つ、ぼんぼんぼんぽ

んと。それも一つのやり方ですね。それだとなか

なか基本的に把握しにくい。そうすると、では市

町村単位でとりあえず打とうよというふうになる。

でも、そのときに市町村単位というエリアと流域

のエリアというのが、重なるところもあれば、重

ならないところもあるわけですよね。ですから両

方必要になりますよね。

それからあとは、生き物なんかでいうと、どこ

にどういう植生があるかっていうのは環境省のつ

くった地図があります。それは電子媒体として入

っていますから、ある小流域なら小流域で囲って、

その中の比率なんかで見ることもできます。いろ

んなデータの扱いに関しては、単位の問題と、扱

うデータの種類によっていろいろ変わる。でもこ

こは流域の話ですから、	1つ は流域全体で扱おう

という話です。

それから後ほど出てきますが、小流域という、

その1つ 1つの沢ですね。沢という言い方。川で

すね。ガヽ出川とか、そういう川で成り立っていま

すから、それが一つです。支流の部分。

それからあとは社会的な単位でつくろう。社会

的に人間がつくってしまった単位ですね。ただ日

本の場合には、さっきのアメリカのように直線系

ではないので、もう少し峰に沿って市町村境があ

ったりします。だけれども、こっち側に書いてあ
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る旧町村というのは、今は平成の大合併ですが、

昭和29年、30年 という、やっぱり昭和大合併とい

うのがあるんですね。その前の町や村があるんで

す。これは大字という言い方をしていたりもしま

すし、あと合併をしている市町村でいいますと、

何とか町とか何とか地区と言われているエリアで

すね。これは明治ぐらいからずっと形成されてき

ているんですが、それなりの文化的な蓄積とか、

あとは農林業の統計なんかでいうと旧町村単位ぐ

らいの統計があったりします。これは非常に範囲

が狭い単位になりますので、非常に使いやすい。

うまくデータ化していれば使いやすい単位。

ですから、大きくは自然系の単位でいうとこの

2つ、大きな単位とその下の小流域、支川ですね。

の、これは大きな行政単位と、旧町村単位という

ことになります。多分、今、相模り||の 上流域で合

併問題が出てきていますので、一市何町かがくっ

ついてしまうという話を最近聞いていますから、

そうなると、この市町村というのはもう極端にい

うと、城山からは上行って、その上は全部一緒に

なってしまって、大和も含めて一緒になってしま

うような行政 レベルになってしまう可能性がある

んですね。そうなると、基本的に市町村でやると

いったって、流域とは関係ないところの、例えば

大和の一部が細かく出てしまうみたいなところで

切ってしまいますね。そうなると、多分その次の

市町村境というのが、今の市町村境の方が使える

ということになるわけですね。だからこれ、非常
に恣意的なんです。でも、人間の経済社会、ある

いは行政の統計データというのはこれをベースに

していますので、そことうまく折り合いをつけな

ければいけないというのがあります。

あとごめんなさい、基盤データと活動データと
いうことについては、次のお願いします。

このインベントリーと書いてあるのは目録とい

う意味ですね。どういう項目をそこに持ってきて

データ化するかという、日本語でいうと目録、項

目といってもいいかもしれませんが、基盤データ

に関しては研究室ベースで集められるものと、あ
とは関係するものを県なり市町村なりに提供して

もらってデータ化をしていこうという。自然系は

標高や地形や土壌や海です。それからあと、人と

書きましたけれども、社会、文化、経済に関する
ようなことです。歴史なんかも含める。それから

あと、活動データとして流域協議会で今後皆さん
が積極的に活動したものを出してもらうとか、も

っといえば、まずは組織構成員みたいな、今の現

状としてこれを公開するかどうかは多分別で、戦

略的なデータになるんでしょうけれども、どうい

う団体がどのエリアをカバーして、会員がどれく

らいいて、どんなことをやっているのかという、

それはマーケティングの話です。多分ちゃんと活

動していこうと思えば、マーケティング戦略をち

ゃんとしなきゃだめなんですね。マーケティング

戦略をちゃんとやる部署がないと、活動自体は発

展しないのではないかなという感じがしますが、

そういう意味でいうと、そのマーケティング戦略

するための自分たちの持っているマンパワーがど

ういう状況にあるのかということは、しっかりと

地理的に把握 しておくと。どうもあそこが弱いと。

桂り|卜 相模り|1流域といっているんだけれども、上

流部にはちゃんとした活動団体がベースメントと

してないではないかとか、あるいは下流はどうな

っているのかとかというような、外部からの援助

団体を入れてもいいのかもしれません。でも、そ

ういうことの把握をしっかりしようと。自己点検

も兼ねてですね。

それからあと、事業として体験学習や調査等が

されていると思います。それはそれとして、皆さ

んの会員の人たちや活動で稼いで、しっかりと足

で稼いでデータを残していく。例えば、流域でア

ンケートなんか書くとしても、アンケー ト結果を

あるエリアごとにまとめて整理をし直して、上流

部の意識はこんな意識である、中流部はこうだと

かテーマによっては整理することもできるかもし

れない。非常にソフトなものですね。ですからい

ろんなもので、紙媒体であるものを、できれば電

子媒体の地図の中で表現することで、もう少しわ

かりやすい活動にしていく。ある目的ですね。

次、幾つか考えられるものです。これは固定で

これがそうだというものではないんですけれども、

イメージをつくってもらうということで、例えば

流域協議会で今まで流域の魅力再発見等々の活動

をしていろんなものが上がってきていますよね。

どこがすばらしいだとか、どこにどんなものがあ

るかとかですね、これは具体的にそういうものを

示 している。例えば、これを番号でも打っておい

て、番号ごとにデータシー トをつくっておいて、

それをクリックすればそこが全部引けるとかです

ね。ただ問題は、基本的に市町史の問題とか、当

然ありうるべき もあります。きょうNH
Kでやっていた、沖縄の、『ファインディング・
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ニモ』に出てきたクマ何とかという魚が全部捕ら

れてしまっているみたいな、そういう悪い連中は

世の中にいくらでもいるし、そういう悪い連中ほ

ど情報に対してはたけていますよね。だからそう

いう人たちが使い始めたらきりがないから、そう

いう意味でいうと、どこをどうデータベースとし

て公開するか苦労するときもありますけれど、そ

ういう感じです。

それからあと、これは土地利用の変遷みたいな

図、これ研究室では開君のやっているものですけ

れども、明治から大正、昭和にかけて、これは城

山のエリアだと思うんですけれども、土地利用が

どう変わってきたとか、そういうことを見ていこ

うと。流域のエリアの中で、これはとらえていく。

幾つかベースにしていますけれども。

これは、私パーマカルチャーセンタージャパン

というNPOをやっていまして、その拠点がある

小学なんですが、そこで今年度、去年から国交省

の補助金がいただけまして、集落のいろんな活動

が活性化してきます。その中で地域資源マップづ

くりをしたりして、文化的な資源等々もしたりし

ています。これはただ、そういうところをモデル

場所にして、そのモデル地域でのいろんな、ここ

はギフチョウのモデル地域でもあったりするんで

すが、これは3月 の二十何日でしたっけ。

○開	27です。

○糸長	27日 、上流に、流域協議会の人たちのツ

アーで訪問してもらって、地元の人と交流しよう

と。要するに1月 は炭窯も一緒につくりましたの

で、そういうものを見てもらったりしてもらえる

といいと思うんですが、こういう地域独特、モデ

ル地域での資源バンクづくりというものもあるわ

けですね。

あとこれからは、今ある、これは例えば神奈川

県の1986年の国土調査でやった土地の分類です。

土壌、地形とかですね。ここが今、これは八王子

の相模り|1流域の一部のエリアのところだと思って

もらえばいいんですけれども。地質とかですね。
こういう紙媒体であるものを、研究室の開君の方
で電子媒体に変えたいというゎけです。こういぅ

ものを順次整備 していく。これをコンサル任せで

やれば、何千万、何億という話になってしまうわ

けですよ。今回の丹沢大山に関しても、それなり

のお金を使っています。桂川 。相模川流域協議会
はお金がないでしょうから、どうするかという話
は当然あるんですけれども、それはもういろんな

大学なり、うちらも含めて、データベースを、そ

こに投げ込んでおくと全体が見えるみたいなそう

いう仕掛けにするとか、あるいは多少余裕があれ

ば、それなりの金をどこからか引っぱってくると

かいうことはあるかもしれません。そういうハー

ドなデータに関してはですね。

これは流域全体のやつで、国土地理院が発行し

た地図を、研究室の方で開君たちが整理をして、

傾斜角度、斜面ですね、角度別にやったようなも

の、これも全部入っています。この手のものは研

究ベースでやれば、学生の研究というマンパワー

を使えるわけですけれども。これが集水地と書き

ましたが、これは先ほど言った小流域のところで

す。こういう川がある、それに至る中で一つ一つ

が沢のところの分水嶺といいますか、集水域をと

ってやっています。データとしてこれをもとに全

部入れることも可能です。入れてそれでの統計解

析みたいなことも、同じうちの4年生が一部やり

ましたけれども、そんなこともできるわけで、あ

とは幾つかを、このやつを全部集めてここのとこ

ろの中流域みたいな形で扱うようなことも可能は

可能だろうとは思います。

ただ、問題は中で、この中に何を入れるかとい

うことですね。当然ある、今べたで塗られている

地図をある項目に従って電子媒体化しなきゃいけ

ないというその手間の問題がひとつあるのはわか

りますけれども。はい。

これは植生です。これも環境省の出しているデ

ータがありまして、これでだいたい自然度合いが

見えます。人工的な状況から手入れをして、二次

林的な里山的な状況から、あとは自然保全的な状

況、ということを分級をしてやっていくことが大

切。ここら辺のエリアが市街地です。向こうの方

が自然的な状況、つまり富士山のほう。あとは、
二次林的なところは里山的な状況。ただ、二次林

にもこれは2つあって、広葉樹林的な二次林と、

針葉樹林帯の、植林にするような、そこはちょっ

と区別をちゃんとしないといけないんですけれど

も、ここら辺のデータを、僕らの研究室でいうと
バイオマスを研究してまして、いわゆる木質資源
をエネルギー化しようと。今回神奈川県の、今年

度僕たちが座長でやらせてもらったやつでいうと、
このエリアですね。ここら辺のエリアの木質資源
をチップだとかペレットにして燃料として活用し

ようと。どんどんどんどん今神奈川県は、今水源

環境税の話もありますけれども、山を管理 してい
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こう、そのために税金を使おうということでやっ

ていますよね。公的管理というんですけれども、

それは木は切ったままおいておくんですよ。切る

までは保守林ですから。ひき出して製材するには

補助金を出していませんので、捨てっぱなし、あ

るいは切りっばなしなんです。それをもとにひき

出すようなことが今後重要になってくるわけです

が、この手の植生林というのは非常に重要なもの

です。

あとこれは、土地利用の変化を海からずっと相

模り|1流域沿いに50メ ー トルから100メ ー トルくら

いの幅を切って、土地利用がどう変わってきたか

を定型的にやった、これは開君の方です。修士の

時の論文かな。研究生の時の論文かな。3年 くら

い前だろうと思うんですけれども。

あと活用方法です。そうやって、先ほど言いま

したけれども、市民、行政、事業者等々が情報を

共有化する。そして一方では、いろんな活動した

ことのモニタリングにも使う。あと広報活動とか。

要は、視覚化してある程度の数値化できるものは

提供するなりしてということになると思います。

あと、今後の進め方といいますか、誰がするか

ということです。要は。誰がするかということと、
この流域協議会でいえば、組織ですから、組織の

中でどういう分野がそれを担うのかということと、

あと我々のような外部の大学とか、そういう人と

どういう連携をとるのかという責任の問題が生じ

ます。あとは貴重なデータを出してくれた人たち
に対する責任もあります。出した結果として、そ

れがちゃんとどう使われるのか。あるいは出した

くなかったんだけれどもいっちゃった、それを売
っちやった、結果としてとられちゃったみたいな

話だって、起きないとは限りませんので、そうい

う意味でいうと、このデータベース化というのは、
それなりの非常に配慮が必要になります。

基本的には、ここを1つの銀行と思えばいいん
ですね。銀行に情報を誰が入れるか。誰が引き出
すか。弓|き 出すときには、これのルールが必要に

なる。入れ方のルール、管理のルール、引き出す
ルール、そういうことを決めていかないといけな
いということになりますね。入れ方に関しては、
既存の国交省や環境省、また県が持っているよう
な既存のデータを加工 して入れるというのも一つ

でしょう。あとは、皆さんが歩いて稼いだ、活動
で稼いだようなものを入れていくというものもあ
ります。あと、使い方としては、研究ベースで使

うというのもあるかもしれないし、活動ベースで

使うというのもありますね。あるいは実際の活動

計画をつくるためのデータとして使うとか、すご

くいろんな使い方があるということです。

課題は、ですから先ほど申しあげた、公開に際

してのこの手のものを、どう防ぐかということで

すね。ですから、基準つくり等もそうですね。あ

と、さっきちょっと冒頭で申し上げましたけれど

も、管理するためのルールあたりもちゃんと決め

ないといけない。それがすぐに決まらなければ、

試験的にでもいいからちょっと始めていって、公

開は危なくないところだけで公開していくとか、

そんなやり方もあるわけです。要は、非常に大き

なものをつくろうと最初から思ってしまうと、人

間なかなかできないです。できることから、小さ

なことからスタートして、だんだんそれを積み上

げていけばいいものになっていきます。ですから、

気楽に考えてやっていければなと思います。今あ

るものだけで。他がやらなければできないという

話ではなくて、今あるマンパワー内で、できるこ

とでやっていこうというふうに考えていただけれ

ば。

今回、研究室としてもご協力をしていきたいし、

あるいは一緒に流域活動をしていきたいというこ

とで、このデータベースといぅのは、構築に際し

て、いろいろなデータは直接研究室に来て僕が入

力してもいいですし、あとは絵になっていません

けれども、協議会から部会があれば僕がここにじ

かに入れるということになっていますが、これだ

け見ると管理が全部ここに来てしまっているから、

重たければもう少しこの中で管理主体をつくって、

僕と大学とやりとりするとか、そんなこともちょ
っと考えたいと思います。これ一応素案として見
ていただければいいと思うんですが。

ですから、今ここに我々の研究室があって、た

だ実際には開君とか院生たちが中心になります。
開君はこっちにも所属していますから、彼は二股
の体が割れる作業をしなきゃいけないのか、	1つ
やめるかというあたりがあるわけですけれども、
どちらにしろ協議会ベースの話でいえば、このデ
ータベース事業化を立ち上げて、ここが協議会の

活動と、大学からの協力が共生する場としていく
のか。あるいは当面は、例えば研究室がこの中に

入り込んでしまって、この中の試験的なベースと
して位置づくというように組織決定 していただけ
れば、それでも結構だとは思います。ですから、
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その辺は皆さん方で考えていただくと。あとはほ

かの大学だとかコンサル系だとか、あるいは上の

流域団体だとか、あとは今この丹沢大山で先ほど

申し上げたようなデータベースづくりが起きよう

としています。それは流域でひとつ考えましょう

という話です。あそこは酒匂川の流域が入ってい

ますよね。西の方ですね。あと東の方は宮ヶ瀬ダ

ムから含めて相模川の流域ですから、2つの流域

が入ってきていて、あと上の方は神奈川県ですか

ら山梨の方へ抜けていっている。そうすると、一

番の理想からいえば、丹沢大山の情報データベー

スと同じような仕組みの構築でこっち側もできて

いけば ドッキングがしやすいということはあるで

しょう。でもそれは当面まだ調整できないとすれ

ば、とりあえずこっち側の桂川サイドの流域でど

ういうデータベースをつくるかということですね。

ただ私は両方に入っていますので、今すぐとはい

きませんけれども、できるだけの調整みたいなこ

とは考えたいとは思いますが、調整する以上、流

域協議会として何をつくりたいのかということが

はっきりしない限りは調整できないわけですから、

それぞれ皆さん自身がどういうデータを、どうつ

くっていったらいいのかということをぜひ決めて

いただきたいということです。

来年度、16年度からの話でいうと、例えば研究

室ベースで言うと、今ある研究ベースでのデータ

化はそれなりに進めていくということはしますが、

あとはモデル的には、今は先ほど言った藤野町の

篠原というところはずっと入っていますので、そ

このデータづくりは地域がこれから自然活動とか

をやっていこうという動きもありますし、お手伝

いを兼ねてやっていきたいということがあります。

あとは中流域として、今は城山のホタルの里づく

りあたりのエリアを含めた場所が一つはありうる。

上流は、これはまだないんですが、山梨県の活動

しているエリアが一つはあるのではないかなと思

いますけれども、何か流域協議会としては、一つ

は先ほど申し上げたようなことに対 してどういう

データベースづくりに本腰を入れるのか、行くの

かどうか。ワンステップとして何をやっていこう

かぐらいのことは決めていただきたいなと思いま

す。

あと、今までやってきたいろんな活動の成果を、

GIS上 に、データベース上に、コンピュータ上

に載せられるものは何かということについて整理

をするなりですね。入力はお手伝いすることはで

きると思うんですけれども、両者のあたりは、ど

ういうデータベースづくりを一緒にやっていける

のか、そこら辺の話を煮詰めたいというのが要望

ということになります。

ちょうど1時間くらいお話をした状況なんです

が、多分、多少高度な話というか、初めてこの手

の話を聞かれる人は、面食らうような内容があっ

たのかもしれませんけれども、単純に言いますと、

コンピュータに関係なく考えていただくと、いろ

んなデータが地図にあるといいねと。その地図を

印刷して配るのは大変だと。ちゃんとインターネ

ットで、クリックすればその必要な地図が、桂

川 。相模り|1流域に関して見えるねと。そういうも

のをつくりませんかということです。そのつくっ

たデータが学術的にも使えるし、活動のプログラ

ムをつくっていく上でも使えるということです。

かつ、それはつくること自体がどんどんどんどん

進化していくというふうに考える。地図は、色を

塗って紙でつくってしまったならば、更新するの

はまたそれを消してやるとかということになって

くるんだけれども、コンピュータの便利なところ

は、いつもつけかえができるということです。た

だ、つけかえができるということは、その作業を

誰がするかとか、誰が一括してその全体をマネジ

メントするかというところがはっきりしないと動

かないねということです。

では、明かりをつけてもらえますか。

ですから、きょうは一応は問題提起ということ

と、この手の話はこれこれしてくださいというの

だとなかなかだめなので、我々がこうしますと今

言いました。我々研究室としては今こうしてやっ

ています。丹沢大山の県の方もこうしてやろうと

しています。あとは皆さんがどうするかというこ

とだけです。そうやってものごとは進めていかな

いと成り立ちません。自分たちは何もしません、

やってくださいというのであれば、それは、はい、

さようならということになるので、ただ自分たち

ができる範囲で、あるいはやってきた範囲でこん

なことをするといいねということについての組織

的な検討なり、あるいは個人でもいいと思うんで

すけれども、提案をしていただいて、進めていけ

れば非常にスムーズにいくのではないかというふ

うに思います。
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●桂川 。相模川流域に係る文献について

ガヽ西	一良『氏

では、続きまして、皆さんのお手元に資料がい

っていますが、これまで流域協議会または市民の

側の方でデータベースとかそういうことについて

語られた基本になるものがちょっとありますが、

資料としては、	1つ 目が市民案の一番後ろのとこ

ろに載っているリストです。文献類のリストです。

それから、2点 目がこのリストをつくるために

1998年、流域協議会が立ち上がってじきのころ、

市民部会で皆さんにお渡ししたもとになるリスト

ですね。と、その呼びかけの文章。そして3点 目

は、これはこの間、去年の7月 ごろ両方あったん

ですが、富士山麓でGPSを使って地図情報その

他でごみがこんなところに捨てられているよなん

ていうのを見つけるという記事と、もう1つは国

土地理院が無料でこれ見られますよというのを新

しく出したというニュースがありました。

それからもう1つはリストに全然関係ない、一

番最新のですが、これは平成12年 3月 発行の生物

調査計画策定報告書というもの、これは平成H年
度業務委託でやった中に出ている生態系について

の相模り||、 神奈川県部分ですが、そこでのリスト

が、こんなのが出ています。これは、具体的には

河川整備計画に向けた、河口側を中心にした相模

川の調査をやっているんですが、それが一番スタ
ー トの時の計画策定のための報告書に載っている

ものです。以上をもとに、一番もう1枚がレジュ

メになっています。

このリストなんですが、市民案になったのは全

体で、もとのみんなに呼びかけたのは730点 ぐら
いあったんですが、それを自分で400点 にしまし

た。先ほどからも、これを誰がやるんだというお

話がありましたけれども、私は呼びかけましたけ

れども、情報を入れたのは1件だけで、ほぼゼロ

でした。ですので、私ひとりでやらぎるをえなか

つたというのと、私が集めるというその過程自体

が、行政といろいろやりとりする、そういうとき

にどうしても行政が、90年代の初めごろ、80年代

の終わりごろからやってきたんですが、あの当時

だと、ほとんど情報は出てきません。情報公開制

度がやっと神奈川県で動き出した、全国レベルで

は、国レベルではまだないということも含めて、

こちらがいろいろ聞いていってもはぐらかされる

という状況の中でできるだけいろいろ見つけて、

しかもこちらがいかに大きい声でいかにたくさん

じゃべろうが、肩書きもない一市民では、全然相

手に通用しないという現実の前に、こういうとこ

ろに、こういう行政文書の中にこう書いてありま

すよと突きつけるという手法を、かなり私はとり

ましたので、そのために集めたという側面がかな

り強いものもあります。

ですので、80年代の初めごろからですけれども、

宮ヶ瀬ダム問題にずっとかかわってきましたので、

神奈川県関係が非常に多く集まっていますが、偏

りがかなりあります。運動のための資料というこ

とで。これで400点、市民案に載っている資料だ

けを見ても、かなり皆さん見ていても偏りという

のはわからないかもしれないです。 しかも、相模

川について 1行、2行 しか書いていない、かなり

厚い本の中にそれしか載っていないと。その背景
にある抽象的な内容を含めて当然行政とやりとり

していますけれども、そういうものも一定は入っ

ています。

そして、このリストの方の黒ぽち印は私の手元
にあるもので、それから*印がついているのは、

図書館とか、それから博物館、相模原市立博物館

が主ですが、そういうところの関覧室にいってリ
ストアップしてきているというもので、このリス

トをちょっと説明しておきますと、さっきのレジ

ュメの最初にも書いてありますが、5つの項目に

まとめました。最初の段階では10個の項目に分か

れています。みんなに呼びかけた方の文章での方
のあれでは。それを一応半分に減らすという中で

5つの項目にまとめてやって、それで「桂川 。相

模り||に 関して」という中では、かなり地域史とか

そういうもの、または全体の話、そしてかなり地

図、市町村が発行している地図とか観光案内みた
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いな形での地図もなんかも含まれています。

あと自然環境水問題は私が特に集めた問題でし

て、私はまたもう一つは、昆虫の中でも甲虫が専

門的に好きなもので、しかも神奈川県というのは

全国の中で人口密度は高く、県土は狭 く、そして

開発が猛烈に進んだところではありますが、甲虫

の研究に関しては全国一よく調べられていて、現

在わかっている甲虫の種類数でも、今4,200に な

ろうとしています。一番全国の県で福岡県とか福

井県とかあるんですが、そういうところで3,500

にいっていない段階です。当然長野県なんかあれ

だけの山があるところですから、もういずれは神

奈川県の種数なんか当然追い抜いてしかるべきな

んですが、現在までのところは首都圏という利点

もあり、研究者が多いということもあるんですが、

一番調べられています。

そういう関連もあって、市町村単位でもかなり

甲虫に関しての文献も出ていますが、そういうの

はここにはあまリリストアップされていません。

私の手元にはさらにそういうものもあって、あと

*印のをずっと見ていくと、これ皆さん、最初の

1ページロの最初のあたりのこの山梨県の・……山

梨県の文献がほとんどないんですが、かろうじて

あるのは、最初の合宿の時、合宿したところに若

干図書が並んでいたんですが、そこからリストア

ップしているんです。皆さん気づかれたかどうか。

先ほどもデータベースのテーマをかなり絞って何

かみんなが興味をたくさん持つものから始めたら

どうかというのも含まれていましたけれども、そ

れが、みんなが共通して興味を持つものというの

は非常に難 しく、要するに自分が興味があるかな

いか、またはほかの意味も含まれるんだろうけれ

ども、それ以外のものはマニアックという言葉が

使われたり、誹謗中傷ですよね、そういう言い方。

でも私が昆虫といって、昆虫採集でもそうなんで

すが、チョウチョウとかカミキリムシならまだみ

んなやるんだけれども、本当に小さいテントウム

シとか、そういう仲間をいろいろ分類 して出すと、

これはマニアックだ……本当にマニアックだろう

けれどもね。そういうのも、だけれども、全部を

やって、今環境調査とかアセス調査なんかの段階

では、かなり、やっとみんなの目に触れ、それが

論争のテーマにになっていくようにはなってきて

いるんですけれども、まだまだ日本という土壌、

環境が軽視されてきたあれですか、ファープルの

昔からヨーロッパの方では博物学というのは、か

なり基本的な、ダーウィンも含めて基本にあるん

ですけれども、日本では全然はやらない学問です。

が、そういう文献とか、そういう分野というも

のも含めて、どういうところがみんな市民共通で、

やっぱり3分の2ぐ らいがとかパーセンテージで

いうのか、共通して興味を持つ、要するにデータ

ベースをつくって、業者の方なんかは開発が機軸

で、そしてそのために使われるデータというと、

地質とかいろいろ、法律 レベルでこれとこれとこ

れを押さえてアセスの前段でそれについて調査し

て出しなさいとかあるからこそ、業者の人はそう

いうデータがほしいとかいう形になるんでしょう

けれども、どの辺に絞るのかというのも、かなり

難しいとは思いますね。

それから利水関係もかなり集まっています。

やっぱり山梨県側は、私も足もないし行かれな

いということもあって、東電さんは 1つ しかない

ですね。6ページの左側の一番下の桂川発電所と

いう地図が 1枚。当時つくっている最中でしたが、

あそこの工事事務所にいって地図 1枚 もらってき

ています。

利水関係はかなり、これは水道局というのは事

業として生活に直結しているということでかなり

広報 していますし、記念館なんかも持って、いろ

いろご自由にお持ちくださいの資料もいっぱい並

んでいるということも含めて、集めやすいんです。

ただやっぱり利水関係で、宮ヶ瀬ダムいらないじ

ゃないか、相模大堰いらないではないかの論争に

なると、それに関連するようなデータというのは

なかなか出てこないし、もう1つ、今でも京浜工

事事務所だけではなくて、国は電子情報は、ほぼ

出してくれません。あくまでも紙、ペーパーとし

ての情報しか。宮ヶ瀬ダムのシミュレーションな

んか市民側がやって、それに対置して向こう側が

やってきた。では元データくださいよ、こっちも

ういっぺんシミュレーションしてみますからとい

っても、どうしても出してくれなかったし、それ

は今でも続いているはずです。かなり、情報公開

法が通ったはずなのに、なかなか出てこないんで

すが。

ただ、もう1つは、大気水質課なんかの水質情

報なんていうのはいっぱいあるけれども、先ほど

もあったように、加工 した、自分がほしいものと

いうので情報をとろうとするとだめです。こんな

厚いものの中から自分で閲覧して出しなさいとか、

なかなか加工 した情報が手に入りにくいという状
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況が一般にはありますけれども、それは流域協議

会という場との兼ね合いの中では少し・……市民的

な言い方というのは、このような情報がほしい、

あのような情報がほしいとか、何か漠然とした情

報なんですよね。どこに載っているどこどこのど

ういう情報と、かなり狭めて特定して請求しない

と、なかなか出てこない情報も、それを理解 して

もらって、ここに大気水質課の方も事務局として

いらっしゃるから、加工して出してくれればいい

なあというのは思います。

それはもう1つは今、大気水質課だけではなく

て、誰がこのデータベースづくりについて、どの

ような行動をというのは、人それぞれかなり細か

く分かれると思うんですよね。できることに関し

ては。だから東電さんだったら東電さんの中で、

内部についての情報で出せる情報。出せる情報と

いうのは、まずは市民側ももう少し勉強して、東

電さんだっていっぱい広報しているから、かなり

のものは公開しているんですよね。あちこち積ん

であるんだけれども、それすら知らないで出して

くれとかよこせとかよくゃり出してしまうときあ

るんだけれども、まずは一般公開されているのを

自分で集めてくるものがあった上で、今度それ以

上にほしい情報について、	こういうのがほしい、

ああいうのがほしいという注文をするとかいうの

は、市町村単位でも市町村でないと出ないとか、

ない情報もいっぱいありますから、それはみんな

市町村の方で主体的に、当然窓回の人が町内や役

場内を走り回って集めざるをえないんだろうけれ

ども、そこはやっていただきたいとかいうような

形で細かく分かれてくる、任務分担ができてくる

と思うんですよね。具体化すると。

ただ、私はこうやって自分の必要のために集め

た情報だけでも、文献だけでこんなに集まってし

まうのですけれども、だから猛烈にあるはずなん

だけれども、やっぱリテーマを絞って、どんなも
のを、どういう形につくり上げるからというのは、
一番もとになるのは、流域協議会で常時顔を出す
人たちの間で一種のプロジェクトチームみたいな
のをつくって、どのようにしていきましょうとか、
それから任務分担とか、そういうのの基本の話し

合いをやって、作業をやる人たちが、それはせい

ぜい四、五人でいいだろうと思うし、そういう人
たちが核になって、そしてそのお願いのもとで、
各市町村なり各事業者なり、また市民一人一人が

住んでいる町の図書館なり博物館に行っていろん

なそういう情報を集めてくるとかいう形が動き出

せばいいのではないかなと思うんですが。

ただ、私もいまだに開君から去年の夏前に話を

聞いても、このデータベースに至って難しいとこ

ろ、またコンピュータについてのところは、かな

りもう年ですし、なかなかマニュアルまでたどり

つかないもので、なかなか頭の中に入ってこない

ので、ちょっと追いついていかないと。これまで

の、要するにコンピュータとかパソコンとかいう

以前の情報集めというのはこんな形で、状況はこ

んな形でしたし、こんなふうに集まってきていま

すと。ただ、この資料につけました新聞みたいに、

関連 しているなと思うような新聞情報なんかも含

めて、この間は底生生物の相模川における調査報

告書を出しましたよというのなんかは環境科学セ

ンターなんかで、新聞で出ますとそういうところ

のインターネットで検索してそういう情報、かな

りその点は使禾りになってきていますから、インタ

ーネットを使えるとかいう情報になっていますが、

しつこく常にいろんなところに目を光らせておく。

またはどこかの公民館でこのシンポジウムをやる

とか、何かの市民部会をやるとかといったときの

関覧室とか、ここも2階 3階が図書館になってい

ますから、コンクリー トの。ここは中央公民館で

すから、八王子市の。そういうところで相模川関

係の雑誌、または資料が何点かはあるから、そう

いうのも常にチェックするとか、それこそその面

においてもマニアックに動かないと、かなり集ま

らないであろうと。

一方で、ただ私も生物関係の資料、ほかの方で

集まっていますが、相模り||で今河り|1整備計画に向

けた基礎調査みたいなのをやっていて、生物関係

だけでもその基本情報としての文献、ずらっと見

ていくと、私半分くらいしか持ってはいませんけ

れども、かなりのものは手に入っていて、また、

全体としてもこの程度を基礎文献にして彼らも調

査をやっていくんだなということなんかも、仝体

像も一方で見えてくる。

これなんかの情報は、反対に私は昔25年 ぐらい

前から、いのちとくらしを守る共同行動委員会と
いう形で、体験コウショウ団体の方にも顔を出し

ていますので、そこでのやりとりの中から情報公

開または資料提供という形で、こういうことをや
つている情報が手に入った後にやりとりの中で出
てくるんですが、それではその文献資料ください

という形で、閲覧するからという形で渡されて、
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こちらでコピーするという、それなりの金もかか

るという事も含めて、入手する資料もかなりあり

ます。

または、情報公開制度もちゃんとなっています

から、情報公開制度のときにはかなり通えば、一

応は資料のリストアップとかそれは情報公開セン

ターがやらなければならない仕事になっているの

で、かなりこのようなところから検索していくと、

やりとりしていくと、その文献にたどりつくこと

はできると思います。

収集の仕方についてちょっと、ここのところだ

け読んでしまいますか。レジュメの方の真ん中か

らちょっと下のところですが。これを集めた場所

は神奈川県の情報公開センター。開架のところで

すね。それから各市町村の図書館、図書室と、市

民部会の合宿で閲覧室で閲覧等々した。それから

公民館、水道記念館、各市町村の役場の窓日と、

まずこのようなところで拾い集める。博物館の間

覧室も必要であると。新聞等で発行の記事を目に

したら早期に入手を心がける、入手するには出向

くのが一番。私は車で飛んでいってしまうけれど

も。かなり出向くというのは、そう細かく行かれ

ない人も多いでしょうけれども。今はインターネ

ットもありますが。それから、一番は神奈川県の

情報公開センター及び各市町村単位でも情報公開

制度がありますから、情報公開請求とか、または

少し話をして、あまりに分厚いものとかいろんな

場合、情報、資料提供とかいろんな形でもらえる

場合もありますという形です。

ただ、このときに、水環境問題というのは縦割

りで窓口が分散しているというのは、結局今でも

あの省庁再編でやっぱり失敗して一本化できなか

ったということで、非常に集めにくい現状がある

と。下水道 。河川環境は河口課、神奈川県で、水

道は企業庁、土地 。水資源対策室、それから衛生

部と、3つにさらにこれは細分化されてしまう、

水道関係。それから、水質 。合併処理浄化槽など

は大気水質課。農業用水は農地課。水産関係は水

産課。そしてさらには、出先に相模り|1総合整備事

務所とか、農地事務所等々いろいろありますとい

うこともいろいろしなければならない。

こんなのは、プロジェクトチームができたら、

少し具体化してもっとリストアップして、きれい

に書き直しますけれども、行くべきところについ

て。いずれにしても、必要な情報を特定できない

と、情報公開請求であっても資料提供であっても、

当該の情報にたどりつくことができないと。その

場合はやりとりと、行ったり来たり、	1回で、窓

口に行ったらもう1回で請求できて、すぐ手続に

入れるとは限らないから、	1回でできない場合の

方が多いんですよね。いったん持ち帰って、また

何か調べて、また少し狭めて再度請求に行くとか、

しつこくやらないとその情報が手に入らないとい

うことが非常に多いでした。
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(2)ク リーンキャンペーン

樹 ||・相模川クリーンキャンペーン2003の実施結果
1	 事業の実施目的

「桂川 。相模川クリーンキャンペーン2CX13」 は、「アジェンダ21樹‖。相脚 ‖」に定めら
れている「散乱ごみ 。不法投棄のない地域づくり」と「市民、事業者、行政が連携した取
り組み」の実践として、次の目的で実施しました。
①	流域環境保全活動への参加機会の提供
②	桂州 。相榔 ‖の利用者などへの意識啓発
③	流域協議会のPR及び会員の拡大

2	 事業の内容
①	情報収集と周知

流域各地でごみ拾いを中心に実施される環境保全活動の情報を収集し、整理しました。そし
て、この情報を広く知ってもらい多くの人々に参加を呼び掛けるため、「樹 ‖。相模川クリー
ンキャンペーン2CX13実施会場一覧」のチラシを期間中に2回作成し、協議会会員や環境保全
団体に配布するとともに、流域各地の関係機関に配置するなど周知を行いました。

ちらし配布総数	5000枚
②	実施支援

クリーンキャンペーンの実施にあたり、ごみ袋や軍手、簡易水質検査キット(COD、 pH、
N03のパックテス ト)などの資材を希望する団体等に提供しました。	(表 1)

クリーンキャンペーン参加者 (特に子供たち)に、川への関心を深めてもらうため、ごみを
拾うことだけでなく、簡易水質調査や水生生物調査などが効果的です。そこで、実施方法に関
する相談を受けたり、講師派遣などを行いました。 (表2)

3	 実施会場

実施会場は、桂川 。相模川流域の25カ所で、45,225名 が参加しました。
(表3)参照

4	 実施効果
市民、事業者、行政が連携したクリーンキャンペーンを行ったことにより、次のような効果

があったと考えられます。
①	流域環境保全活動に参加する機会を提供することができた。
②	流域協議会の活動を広くPRすることができた。
③	環境保全意識を参加者に啓発することができた。

5	 漏議畜に
クリーンキャンペーン211C13の実施結果によると、家電製品、自転車、消火器など家庭から出

る大型ゴミの不法投棄が目立っています。またスーパーのビニール袋 。発泡スチロール・ペッ

減少↓等言9幹馨ごう糎 子ヌ甘襟妖28そ雪

°大輪橋等)があるなど、全体的なゴミの量は
ミはあまり変化がありません。また、バーベキ

ューや花火などの後かたづけあるいは神社などへの参拝途中での飲食物の容器の廃棄などマナ

署驚 撃 騒 象E選築贄嘉規訂蜃手デ
噌嘱Lttυ があるなどの皓 もありました。測 鵬

毎年、河川敷利用者のマナーの悪さが目立つようです。夏などの河川敷等を利用するシーズ
ンの後は、特にゴミの散乱がひどいようです。清掃活動をしている隣で平気で廃棄を行なって

婆 i甘轟 言藻[進

=:i嚢

驀
こξま哺 苛 tf塁躍 こ8群

D取り組みが必要と考えられます。

(表 1)資材提供実績

項 目 会場数 配布総数等

ご	 み	 袋 25 7560枚
軍 手 24 7700組
パックテス ト 7 21箱

(表2)派遣実績

派 遣 項 目 鍛

簡易水質調査 7カ所

―
譴 4カ所

謝 蔵 2カ所

-29_



(表3)桂川・相牒州クリーンキャンペーン2003実施会場

NQ メ訪虐日
県

名 轟 主催団体
ごみ

淵
頬
離

水

性

生

物

1

4～ 10月

の10回

劫

山 山中湖畔―円 山中湖観光地を美しくする会 ○

事業名	湖畔―掃清掃

参加人数	8,000名	回収量 不燃物 4,610kg	可燃物は、駐車場のゴミと,緒のため	計量

不可で不明。

村内小 。中学校では年一回親子での清掃活動を実施。育成会では、夏休みのラジオ体操時に

清掃活動実施:他に、ポランティアで清掃している組織 (県外の高校生、民間会社等)が清

掃を実施している。

2

5/5

(月 )

こども

の日

山
大月市七保町林農村公園、

河川、県道、市道の清掃

七保町林育成会

林老人クラブ

林子供会

○

事業名	河川、道路清掃活動

参加者 80名

河川及び道路の清掃

3

5/25

(日 )
神 神奈川県内各海岸他 (財)かながわ海岸美化財団 ○

事業名	ビーチクリーンアップ2003

参加人数	14,431名	回収量	22,728kg(可燃ゴミ	13,172kg、 不燃ゴミ	9,556kg)

イベントを開催した結果、会場数は減ってしまいましたが、参加者は2,000名増えて役
14,500名でした。これだけの人に海岸清掃に参加していただいてうれしく思いました。また、

行政やボランティア団体との協力によリイベントのPR効果も高まったので、今後継続して実施
していきたいと思いました。

4

5/25

(日 )
神 茅ヶ崎海岸全域 茅ヶ崎市 ○

事業名	美化クリーンキャンペーン茅ヶ崎
参加人数	2,300名	回収量 4,280kg(可燃ゴミ	2,690kg、 不燃ゴミ	1,590kg)

5

5/25

(日 )
神

相模川

=流合流点測 ‖敷、旭町ス

ポーツ広場

厚木市 ○

事業名	第33回相模川クリーンキャンペーン

参加人数	4,000名	回収量	3.68kg(可燃ゴミ	2.53kg、 不燃ゴミ	1.15kg)

ａ
υ

5/25

(日 )
神

湘則牒り!|

…

海老名市

海老名市							 員会
○

事業名	相模ノ||ク リーンキャンペーン

参加人数	1,200名

回収量 4,900kg(可燃ゴミ	1,700kg、 不燃ゴミ	3,200kg)

缶やペットボ トルが多く、バーベキューの残骸が目に付いた。また、家電リサイクル法施術
の反動からか冷蔵庫の大型家電製品等も多く投棄されていた。花見の名所で
あるが、花見後に清掃活動をしていることから、昨年と比較して、回収量は
減少していた。

7

5/25

(日 )
神

相模川

神川橋下流
剰‖町 ○

事業名	相模川美化キャンペーン

参加人数	1,429名	回収量	2,210kg(可燃ゴミ	1,210kg、 不燃ゴミ1,000kg)

平成8年より河川敷への入口を制限しているため、ゴミの量は減ってきている。昨年度よ
り、小 。中学校への参加の呼びかけを行ない、少しずつ参加団体が増えてきている。
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NQ 婁議虐日
県

名 轟 主催団体
ごみ

濡
頬
譴

水

性

生

物

8

6/1

(日 )
山 道志村全域 酬 寸 ○

臨 	道志村村内一掃清掃 。消毒	回収量	10,000kg
参加人数	750名 (全世帯	500名 、消防団員	150名、中学生	100名 )

9

的
０

神
相模川

高田橋周辺

相模原市

相模川を愛する会
○

事業名	相模川クリーン作戦
参加人数	1,720名	回収量	3,220kg

相模原市田名の高田橋周辺をはじめとする相模川沿岸の4地区7会場で河川清掃活動を行なっ
た。今年で21年目になり、年3回実施しているが、休日にもかかわらず、多くの市民等の参力[

があり、多くのゴミの回収があった。拾い集めたゴミのほとんどは、家電、古タイヤ、ハ
゛
ッテリー等

の不法投棄物である。不法投棄は、主に事業者が夜間に行なっていると考えられる。不法投葉
を未然に防ぐためにも、夜間の河川ゲートの閉鎖など抜本的な対策を講じる必要があると考え
られる。

ハ
υ

″

月

７

＜ 神 神奈川県内H会場
(財)かながわ海岸美化財団

神刻 |1県教育委員会
○

事業名	海の日ビーチクリーンアップ2003

参加人数	1,233名	回収量	2,429kg(可燃ゴミ	1,470kg、 不燃ゴミ	959kg)
神奈川県教育委員会との連携を図ったため、学校関係者の参加が多く見られました。

この活動を通じて子供達に海岸の状況、海岸美化の必要性を伝えてもらいたいと思いました。
夏の暑い中、ご協力いただいたボランティア団体の方や参加者のためにも、今後、業務に励
み、海岸をきれいにしようと思いました。

″

日

７

＜ 神
相繊コ|

相模大橋下の左岸河川敷
地球チャイル ド ○ ○ ○

事業名	夏休み	相膜州水質&生物調査								~
参加人数	33名	回収物	13kg(可燃ゴミ	8kg、 不燃ゴミ	5kg)
集まった小学生と保護者は、高校生と大学生のスタッフのサポートを受けながら、相模川の

水を採取しました。結果として相模川の水はあまり汚くありませんでした。続いて、水に対す
る注意をした後、スタッフと子供達が一緒になってひざの深さまで相模川に入って網を手に石
の裏についている水生昆虫や岸辺の小魚を採取しました。採取された相膜川の水は、コ ‖合流
地点すぐ下流のため、きれいな川と汚い川で見られる生物が混在していることがわかりまし
た。相模大橋からあゆみ橋に向かって河 ‖敷に落ちているゴミを採取しながら調査しました。
夏期のためか花火の込みが最も多く、940個もありました。この後、子供達と河川敷で遊ぶ時
のマナーについて話し合いました。

12

β

日

８

＜ 神 茅ヶ崎海岸全域 茅ヶ崎市 。茅ヶ崎市自治会連絡協議会 ○

事業名	美化クリーンキャンペーン茅ヶ崎
参加人数	1,820名	回収量	6,360kg(可燃ゴミ	3,530kg、 不燃ゴミ	2,830kg)

13

8/24

(日 )
神

相脚 ‖

高田橋周辺 他

相模原市

相模川を愛する会
○

事業名	相模川クリーン作戦	~
参加人数	1,234t	回収量	3,210kg

14

9/7

(日 )
神

村引要り||

座架依橋周辺潮 |1敷
座間市 ○

40kg

事業名	相模川クリーン推進運動
参加人数	2,0"名	回収量	6,HOkg(可燃ゴミ	3,550kg、

不燃ゴミ2,500kg)

カ ン ビン70kg、

‐31…



NQ ヨ議趨日
県

名 調 主催団体
ごみ

綿
頬
離

水
性

生

物

15

ハ

金

９

＜ 神
目久尻川 (座間市の剰 ‖襦
～海老名市の産川橋)

高座地区河川をきれいにする会 ○ ○ ○

事業名	河川パトロール・河川環境美化活動

参加人数	47名	回収量	56kg(可燃ゴミ	40kg、 不燃ゴミ	16kg)
ゴミは少なかったが、その分ゴミが目立ってしまうので、きれいにしておけば、ポイ捨ても

しづらくなるものと思われた。この日は、鮎の遡上は少なく、鯉や鮒、水鳥の姿が目立った。

水質調査は、3地点でパックテストを実施は当日は真夏の暑さとなり、参加者が疲れた様子で

あったが、最後に水質浄化作戦として、泥団子を投入し、湧水公園を見学した。

16

″

日

９

＜ 神 神奈川県内各海岸32会場

(財)かながわ海岸美化財団

ク リー ンア ップ全 国 事 務局

(」EAN)

○

事業名	国際ビーチクリンアップ2003

参加人数	2,937名	回収量	12,31lkg(可燃ゴミ	6,937kg、 不燃ゴミ	5,374kg)

今回のイベントは、天候不良のために、順延もしくは中止になってしまった会場があり、と

ても残念に思いました。しかし、順延になっても参加してきてくれた人が大勢いたので、海岸

美化に関心のある人が増えてきていると実感しました。

17

曖
Ｄ

神 荻野川中流 荻野自然観察会 ○ ○

事業名	荻野り||ク リーンキャンペーン

参加人数	21名	回収量	6kg(可燃ゴミ 4kg,不燃ゴミ 2kg)

荻野川左岸堤防を2kmほ ど歩いて作業したが、ゴミは少なかった。この堤防には、車が入れ

ないからだといえる。車を通せば、必ずゴミは増えるので車の締め出しが絶対に必要だと思
う。毎年、水質検査、生き物の観察をしながら実施しているので、楽 しみながら清掃ができ
た。今回は、当日の記録用紙を作成 。配布したので、記入しやすく、大変参加者から好評を得
た。

18

蜘
⊃

神
相模川

=段の滝下多目的広場付近
曰 ||・ 相模川流域ネットワーク ○ ○

事業名	川の生き物観察&ク リーンアップ

参加人数	57名	回収量	10袋 (数703個)

12家族45名、講師銘 、助手1名、スタッフ8名の57名で、約30分間クリーンアップを行ないま
した。上流から流れ着いたビニール系ゴミ、バーベキューやお弁当を食べた後のゴミが目立ち
ました。ゴミ袋に入らないようなトタン板などもあり、河川敷が捨て場所になっているのを感
じました。すぐ近くにサッカー場がありますが、ゴミを拾っている人を見ても気にせず、捨て
ている人がいるということにめげることもありますが、「拾う人は捨てない人」であることに
救われます。また、参加した子供達がとても一生懸命にゴミを集め、その達成感を感じてくれ
たことが何よりの収穫でした。

ｎ
υ

げ

日
神

藤野町吉野、吉野花だまリ

(国道20号線)

藤野相模湖ライオンズクラブ、藤野町
山岳協会、藤野山岳会

○

事業名	国道20号線クリーンキャンペーン活動
参加人数	40名	回収量	300kg(可燃ゴミ	100kg、 不燃ゴミ	200kD
恒例となっている国道20号線のクリーンキャンペーン活動も地味な活動を通して地域へ浸透

してきている。国道 。県道・町道も利用する人のマナーが問われている。

ｎ
ｖ

つ
ι

10/19

(日 )
神 軟 翔 寺 櫛

津久井湖の自然を守る会

中道志川 トラス ト協会
○

参加人数	100名	回収量	1,010kg(可蒸ゴミ	460kg、 不燃ゴミ	550kg)~~~~~~一―

バーベキューなどで遊びに来る方が4ヽ晏になったものを家から持ってきて捨てていくケース
が多く、河原への車の乗り入れ規制など考えて行かなければならないと思っている。

2団体合同で実施しており、効率よく短時間でゴミ収集できた。誰でも入りやすい河原なの
で、不法投棄ゴミが多い。県下一斉のキャンペーンの中、啓発を含めた形となり、効果的と思
われる。
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21

10/26

(日 )
神

相模川

高田橋周辺 他

跡

相模川を愛する会
○

義 	相模川クリーン作戦
参加人数	1,320名	回収量	2,410kg

22

И
Ｄ

神
刺馴霞り!|

小倉橋周辺
城山町小倉自治会 ○ ○

事業名	城山町小倉自治会美化キャンペーン

参加人数	63名
今回は、ゴミの量としては多くなかったが、たばこの吸い殻や飲み物の空き容器が日立って

いた。簡易水質調査では、子供達が関心を持って取り組んでいた。

23

11/23

(日 )
神 蜘

…

須加公賊 ○ ○

事業名	桂川 。相模川クリーンキャンペーン2003(母なる川・襴 ‖に思返し)

参加人数	60名	 回収量 可燃ゴミ	30袋、不燃ゴミ	3袋
昨年の実施時に比べて、ビン・カン等の不燃ゴミの量が減った。 (14年 H月不燃ゴミ20袋→

15年H月不燃ゴミ3袋)

24

12/13

(土)
神

千ノ川～新千ノ川 (円酬

区)

十浜人道橋～富士見橋 (源

ノ郷地区)

千ノ川クリーンキャンペーン実行委員
会

○ ○

事業名	第8回千ノ川クリーンキャンペーン					~
参加人数	297名	回収量	92袋 (可燃ゴミ	52袋	不燃ゴミ	40袋)

他、バイク、自転車、	トタン板、消火器など
多くの方々のご協力のおかげで無事清掃ができた。学校関連の理解を多大の得られ、300名

近くの参加者があった。茅ヶ崎市が今回のクリーンキャンペーンに合わせて、事前に草メリリを
してくれたため、歩きやすかった。今回は円蔵地区の清掃範囲を広げたが、大型ゴミの廃棄が
多く見られた。

25

12/26

(1金ビ)
神

目久尻川土堤 (宮山)及び

周辺道路
原 光雄 ○

回収量	10kg(可燃ゴミ	9kg、 不燃ゴミ	lkg)
神社お札入れの紙袋、屋台のたこ焼きの入れ物など神社参拝客のゴミと考えられる。

(表4)雨天等で中止となった会場

実施予定日 縣 劫 錫 主催団体

8/23 神
枷 ||

弁天橋周辺の河川敷
漱 拙 岬 ¨ 絵

3		525	かながわ封 闘 団



14 座間市

11	7/20	10球チャイルド

仇翻讀・攀

20		111/19

中道志川 トラスト協会
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(3)流域ツアー&ウォッチング

はじめに

桂川・相模川の本流ばかりでなく、支流を含めて上流・中流・下流域を知りたいと思つている人は多いと思われます。
「川が汚れているというが実際にはどのようになつているのだろうか」、「どのような団体が水環境保全のために活動

しているのか」、また「水源地域での森林はどのように縮 れているのだろうか、また下流の都市部の住民として協

力できることはどのようなことだろうか」等々。このようなさまざまな視点で、流域協議会では、沢・り||・水源の森等に

関して、都市地域と農山村地域において環境保全で活動している団体間の交流を重視して、課題解決に取り組み、情

報を共有化し、普及啓発してきました。ツアー&ウォッチング事業では、特に流域の現地口現場に出かけて、可能な限
り川原や沢に下りて舞 、森林の中に入り観察し、現地の文化歴史、水環境保全や生態系に詳しい市民専門家に案
内をお願いしています。年間で4、 5回ほど開催します。特に、桂川。オ鶴鄭‖の中流域では川原に下りることはなかな
か難しく、安全面を考慮して、地域に精通している人の案内が必要となります。

樹 ||・ 相模川流域ツア

「

&ウォッチング実施報告

第18回2003年9月 23日 (4D	 カラー植生図を道案内にして寒川(平

塚スポーツ広場)～戸沢橋、天気晴朗なれども風強し。集合は平塚スポ

ーツ広場1030、 解散は戸沢橋1315。

澄み切つた空には刷毛ではいたような秋の雲が浮かび、富士山から

箱根、丹沢の山々力斗抑 間に望める好天気。ただし、台風の名残で風

が強く、帽子が飛ばされないようにするのに苦労した。「相模川キャンプ

インシンポジウム」の岡田―慶さんと氏家雅仁さんに全面的にお世話に

なる。

平塚スポーツ広場に集まり、岡田さんからカラ‐植生図を受け取り、右岸を上流の方に向かって出発。しかし、右
岸の河川敷は戸沢濡までのほとんどの区間が市民のスポーツのためのグラウンドになっていて、芝地または裸地
で、見ても意味がないので、運動場と流れの間の、釣り人がつけたと思われる踏み跡をたどることとする。川の流
れに近い湿った場所にはヨシが、反対側の乾燥した冠水草原にはオギが生い茂り、それにクズ、カナムグラなど
の河辺荒地生草本がからみついている。土留め用に植えたシナダレスズメガヤが逸出して地表を覆いつくし、他の
植物産寄せ付けない場所が何箇所かあったのが、気にかかった。植生図でセイタカアワダチソウ群落となっており、
かつては一面黄色だったという場所に、花はあまり見られず、不思議な感じがしたが、この草は増え過ぎると自分
で数を調整する機能をお ているらしい。センダングサもほとんど見かけなかった。

高木はほとんどなく、僅かに平塚市と厚木市の境界付近のグラウンドの途切れたあたりにエノキの群落があった
くらい。しかし、ところどころ川岸の僅かな土にヤナギが根を下ろしており、将来大きく成長することが期待される。
このように、植物相は貧弱であったが、水辺には多勢の釣り人が竿をたれていたし、ところどころ伏流水が湧き出
て水が澄んでいるところには、種類はわからなかったが何種類かの小魚を見ることができた。岡田さんの説朋によ
れば、戸沢橋の下あたりの砂利の多い場所はアユの産卵場になつているとのこと。水はまだ綺麗なようである。
川辺の冠水した跡がいたるところ水溜りとなって残っており、ザリガニやオタマジャクシがみられたところもあっ

た。場所は内緒だが、ゲンゴロウが住み着tヽているところもあるらしい。

鳥は意外と少なく、日立ったものとしては白鷺(多分コサギ)が飛んでいたぐらい。途中川岸で弁当を食べたもの
の、予定より早く1時過ぎに戸沢橋手前の戸田の渡しの記念碑に到着。この先はグラウンドになっていて面白くない
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ので、ここで解散することとした。

今日歩いた平塚市。厚木市側の右岸は、ほとんどが運動場になつていて、自然の植生はあまりあ ていなかつた

が、対岸の寒川町・海老名市側の川原にはまだかなりの自然があ ているように見受けられた。しかし、ここにも道

路や橋の計画があるとのこと。乏しくなつた自然をぜひ残したいものである。また、今日歩いた範囲(とくに平塚市

側)にはゴミカヽ まとんどれ ていなかった。地面のかたがたの清掃活動のおかげと、頭が下がつた。

参加者数 13名。世話役口案内役:岡田―慶さん、氏家雅仁さん。(報告2003.92	林久男記)

第 19回 2003年 11月 30日 	 山梨県大月市にある葛野り:腸昧発電

所の脱 、電力の水利用に関する勉強会への参加.猿橋に 10∞

集合、解散は 15:∞、東京電力・大月営業所にて。

19回 目のツアー&ウォッチングは、11月 30日世話役に川四さん、

案内役に東京電力い大月営業所の大川さんと渡辺さんにお願いし

て、葛野川発電所見学会を開催しました。そしてその後に開催され

た東部地域協議会主催「IJllにおける電力の水利用の現状につい

て」の環境勉強会に参加しました。今日は「雨男?晴れ男?」と思い

ながら集合場所(猿橋駅)へ、そんなきまぐれお天気でした。東電さ

んからの提供による中型パスで猿橋駅を 10時、総勢 18名のクルーで出発。

相模川上細 ‖の支流葛野川小金沢渓谷沿いにある素晴らしい鞭 の錦睦堪能しながら甲斐路を(現在建

設中の多目的ダム「深城ダム」を横目に)上流へと進む。すぐ下部ダムの葛野川ダムに到着。ダムサイドで説朋後、
いよいよ地底課験ならぬ地下発電所へ。とても長いトンネルで地下深く進むこと約 10分、到着。

地底には大きな空間に現在2基(最終4基山梨県全体を賄う発電量)の発電機が稼働している。水は上部の上日

川ダムから世界最大級の有効落差 714mを有し発電所へそして下部の葛野川ダムヘ。夜間電力を利用して今度は

葛野州ダム→発電所→上日川ダムヘの揚水式水力発電所である。案内と説明をうけながら質疑応答が有り時間切

れで地底を律|コ漱にて一路「PR館」へ生還鯛躍聯″時間30分)。 この「PR館」はC詠ば水力発電の仕組みと役
割や電気について、楽しく分かりやすく学べるようになつています。あちらこちらと余裕をもって見学した。
昼食のあ目曰‖東部地域協議会主催の環境勉強会に参加地元の方を含め総勢 30名ほどで、東駐 ん側からの

説明と熱M質疑応答があり、それぞれ理解を深め有意義なひと時でした。午後3時、「PR館」にて解散しました。
下流側から参加したメンバーは、無事バスにて帰路につくことができました。◆T8tw参加嗜都【18名。苦 罰受:刈四
悦子さん、案内役:東京電力閉大月営業所の大川さんと趾 ん。(報告:ノ 味 伸さん)

第20回 2004年 2月 15日 	 相模棚解ブくリフィールドの2箇所をJ謝もて、森づくりを体験。集合は」R相模湖駅
に10:∞、解散は現地にて15:30。

JR中央線相模湖駅に集合し、まず挨拶をお互いに交し、総勢27名が出発。世話役は倉橋満智子さん、案内役は
緑のダム石村黄仁さんで、甲州古遊 舞 ながら小原本陣へと向かいました。途中の三叉路では村の守り神・旅の
安全を見守る道祖神が立っていました。ここ小原は江戸時代の参勤交代の際に宿場町として栄えた甲州街道沿い
の街です。小原本陣は江戸末期に建てられた築 220～230年程の純日本風民家で、信州の高島藩、高速藩、飯田
藩の大名などが泊まったということです。参勤交代は 1∞ 名前後の行列だったようで、月t4A峠を越す前に小原で一
体みしたのでしょう。十数年前までは清水家の方が住んでいたそうですが、今は神奈川県の重要文化財に指定さ
れ、保存されています。

小原本陣を出た後は砂防ダムを建設している小原本陣の森について簡単に説明してもらい、そして相模湖の下
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(写 真提供 :牧 島信一)



流に位置する相膜川へ急な道を下りて行きました。そこには弁天橋キャンプ場があり、昔は欄 ‖の底だつた場所

を歩きました。「RO′l港な流れにはクレソンやワサビが生え、時期が来れば蛍も飛ぶそうです。

弁天橋を渡った川沿いで昼食後、この日のメインイベントである森の手入れ体験が始まりました。ここが弁天橋

の森という、NPO法人「緑のダム北相模Jが活動しているフィールドで約62hあり、森林製 FSCの認証を目標に

活動しているそうです。材木は生み出さないそうですが相模川の貴重な水源となっており、また都会からの自然体

験の参席 を受け入れる活動を行なつているそうです。参加者が各自、

ヘルメットと鎌を手に取り、山に入つて下草や小さな木を刈つていきまし

た。慣れた人たちはサササッと草木を刈つていきますが、不慣れな私は

苦戦し案外細い草でも力を入れないと切れず、すぐに汗だくになってしま

いました。

小学生の低学年と4,5才の子供連れの2鵜 楽しそうに取り組んで

いました。後から感想を聞くと、都会育ちの子供にとつても始めての経験

で、凄く楽しかったということです。

徐々に生い茂つていた所がきれいになっていくと、今度は空き缶やビ

ンなどのゴミがそこら中に捨てられているのが日につきました。山の中

なのに何故?と思いましたが、上に舗曝された道路があるのでそこから

投げ捨てる人がいるそうです。私は途中からゴミ拾いを中心に行なっていましたが、1時間があつという間に過ぎ作

業終了の時間になりました。終わつてみると約27人で1時間で手入れできたのは、25m	X15m氷 らいのスペース

でしょうか。その場にいると結構進んだなあと実感せ る広さなのですが、手入れが必要な山は日本に途方もない

位残っています。森林整備には途方もない労力と時間がかかるのだな、と山を下明日剣‖岸に戻つてきて、辺りに

広がる山々を見回したときに、ふと思いました。作業後に甘いお汁粉を頂き、弁天橋の森で午後2:30頃に解散し、

それぞれが思い思いの方向へ向かいました。

その後、私は「緑のダム北仙 の拠点となっている作業場睦覗かせて頂き、炭焼きの窯や手作りの木製立て札

などを見せてもらいました。帰り際、今度は具だくさんの汁骸睦頂き、帰路に着きました。翌日には案の定、腕が筋

肉痛になりましたが、普段自然を気にする必榎もなく生活を送ることができる現代つ子にとっては、たとえ1時間と

いう短い時間喘 貴重で新鮮な体験となりました。◆参加者数27名。世話役:倉橋満智子さん、案内役:石村黄仁さ

ん。酷 :西村―陽さん)

第21回 2004年 3月 27日 (土)馴 篠原の到 斉フチョウの生息地へどれ 登ヽ山と、里山づくりのフィールド

を見学。集合は横浜駅西口7:45、 」R課野駅10:∞。解散は、篠原の里にて、16:∞。

水源地域・藤野町において、れ い里山づくりに努力をしている“篠原の里"の方々と生活の場で交流を図り、新し

いライフスタイルを学ぶ訪間となりました。また新しい試みとして、訪間先の番号が入つている篠原の里の地図を用

意したこと。各所で自由に感想文を書き入れることができるように工夫したこと。地図は開さんが作成。実際は番号

に対応して、月11田こ感想とか、提味をかを自由に記述することができるようにしました。

水源地・篠原の里には、数多くの歴史、文化、山里の地域資産が現存。今回は、タ チョウの剣
一

、里山
づくりの拠点候補地・篠原小学校跡地の案内と、「ぐるつとお散歩篠原展」で知られているお店、水車、自然、芸術

家・匠の工房、炭焼き釜等々の見学・交流です。集合は、横浜駅西日近くのサポートセンター前から中型パスでほ

ぼ満席の状態で8∞ 出発。今回はお子様連れの3家族が参加でした。さほどの螂 なく、藤野調こЮ∞到

着。そこから総勢33名で篠原の里へ出発。篠原の里には、1030に到着、キムチ屋さんに駐車をお願いする。主催

者側の牧島よりTaw開催の挨拶をして、早々に案内役の加藤正腱 んにバトンタッチ。力哺腱んからは、ごく簡単
にこれからの篠原の里づくりにかける将来の夢の説明を受けて、すぐさま炭焼き釜のところへと下りました。行程
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は次のようになります。

10:30キムチ屋(篠原着)で駐車して、炭llt小屋へ、そこで加藤さ

んから里山と炭腱 の文化と生活についてじっくり説明を受ける。楚

急ぐので伊藤さん(陶∋をさつと見学して、佐藤至正さん(振興協議会

長宅)を訪間。ここでは熱心な説朋とEM農法による大根を食してその

機 にびっくり、大地の恵みに感謝。次いで、石砂山風ウ チョウの生

息Dを目がけてチョットした登山。ここでお弁当を食す。ギフチョウを

見ることもできたが、乱舞するほどではありませんでした。今年の気

候状況からすると1～2週間後と言うことでした。ギフチョウを守る会の

方からの説明を受けた後に、急斜面を山里へ駆け下りる。篠原小学校

跡地に到着し、新しい地域起こしの拠点を見学する。次いで加藤正樹

宅の裏山の斜面地で行われている PCC」 農場の見学。熱いに取り組

昼食前に石砂山の頂上でギフチョウを見るこ

とができて元気回復。子供の元気さに肋帽

(写真提供:田中宏二郎)

んでいる安井信二さんから説明を受ける。その後、加藤正樹応んの自宅と庭園を案内していただく。ワサビ田もあ

る清流が庭にあり、息子さんと一緒につくったログハウスもあり、都会人には想像もつかない生活ぶりにびっくり。

その後、芸術家高橋政行さ′α金⊃の家も訪れたが、時間がなく、挨拶程度で終わつてしまった。次回の訪間を約し

て、その場から去りました。出発前に、キムチ屋、ハチミツ屋さんにて買い物をして、16∞ 頃に篠原の里からそれ

ぞれ無事に帰路につくことができました。感想文は、現在のところ6人 (家族も含めて)から数多く寄せられています

が、その中からほとんどランダムに掲載をさせていただきました。総じて、篠原の里の自然の素晴らしさとそれを支

えている人々の生活ぶりと取り組む意欲を高く評価していただいたように感じました。以下にその内容を紹介しま

す。

《感想文の紹介》

1)炭焼き釜について:①これまで見たどんな炭焼き釜より立派ですね。町おこしのために、しつかり炭とホ酢液を売

つてください。(多賀さん)②炭焼き釜の中が見られなくて残念。木はどのように並べられているのでしょうか。多

分縦に並べられているように思いますが。(ヒルカワさん)C朝めて実際を見た炭llt釜、入れるとき、そして出

すときを実際に見に来て見たいと思いました。(北見さん)

2)EM農法についてく)M農法による大根をスライスして一切れ食べましたが、甘くておいしく、大地の恵みのよう

な想いを持もました。(ヒルカワさん)②EM菌による土壌改良は短bていましたが、水質浄化作用があることは

知りませんでした。ただし、温度に左右されるので高山での活用は難しいでしょうね。(多賀さん)

3)石砂山のギフチョウについて:①ハードな山登りでしたが、本当に澤B5わて子供は登りました。途中でギフチョウ

を見たり、「ギフチョウはこの葉つぱの裏に卵を産むんだよ」と教えていただいたり、皆さんに「よく頑藤わたね」と

ほめられ、きつとこの達成感は彼の大きな自信につながつたと思います。(北見さん)②藤野にウスパシロチョ

ウがいるのは知っていましたが、ギフチョウがいるとは感動的でした。あまり無茶に宣伝しないように。(多賀さ

ん)

4)篠原のEll畔噂動同押l用について:①多目的に使うのはいいことですね。宿泊施設にはボーイスカウトのような

団体に毎夏、毎春来てもらうことなどいかがでしょうか。(多賀さん)②ここが宿泊施設になつたら是非来てみたい

と思いました。星、ホタル、きれいだろうナー.夜のネーチャーゲームができそうだなと思いました。(北見さん)

5)PCC」 のフィールドと加藤宅について:①興殊をもつたのは斜面を利用した農法です。水の多いところ、少ないと

ころを好む植物にそれぞれの植え方をして日の当たり方、コンパニオンプラントを混ぜていくと質のよい農作物

がてせること。(中縫 ん)②気のぬくもリー杯の生活。心豊かに暮らすとはこういうことなのだろうと思いました。
子供達は滑り台、プランコ等で大喜び。ワサビ田もあり、大自然の中でうらやましいような生活でした。(北見さん)

③昔の家屋の本体を残しながら使いやすい機能を加味して礫 れたようです。ログハウスは山林所有というメ
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リットと早輸をとても感じました。(ヒルカワさん)

7)全体に関して:①山登りも、野山の探索も初体験でしたので、これからも機会を見つけながら子供達に自然の大

切さや否かの素晴らしさを伝えてゆきたいです。大人にとっても感動するものが多い中、子供達は仲間と遊び感

覚でその場睦楽しんでいました。特別子供扱いされず大人と一緒に参加できてよかつたです。(宮形さん)②地元

の人達との語らいが実こよかったです。途中でチョット立ちわ たォーストリアの女性2人が田舎の生括を楽しん

でいるのには驚きです。またギフチョウの保護をしている方とも出会えて幸いでした。(祖父川さん)

◆参加者数33名 。世話役:開正離 ん、案内役:加藤正樹さフα報告:牧島信一)

おわりに

アドバイザー的には、今まで河西さん、桑垣さん、天内さん、篠田さん、小西さん、開応んにご協力いただきました。

各回の事業は世話役、案内役、そして保全活動等を支えている地域の方々の協力で実茄されています。また、報告

書作成にあたっては参加者の機 ん、西槌 ん、田中(宏)さん、北見さん、ヒルカワさん、中撻 ん、祖父川さん、宮形

さん等々から報告文、感想文、写真、資料等の提犠をいただきました。開催準備のための企画調整事務は、市民部会

の牧島、八木さんが担当しました。皆様のさま諄 なご協力のおかげで、200准閾月までに21回を数えることになりま

した。ありがとうございました。

(報告:牧島信一)

《参考資料:17回までの開催場所等》

1999年度では実験的に市民部会で3回開催。20∞ 年度の第4回からは協議会の事畔として開催しています。以下、開催日時、開催場所
のおおよそ、参加人数、世話役・案内い ます。

★第 1回 199鮮曰月18日 馬入川から最下流の割 ‖浄水場まで川岸の生態系の話を聞唐ながらX。 参加者数13人。世話役:′!嵯港ん、
案内役:臼井さん。★第 2回 1999年 12月 12日 県境を巌 て、台睦 えぐり取るように流れる相模川を知る。地域の文化、歴史の説明等も。
参加者数1のに世話役中槌 ん、案内役:守駐 ん。★第 3回 200∝円月26日 笹子川合流点、猿橋発電所放水日、ノψ沢取水口、猿橋見
執 川原をス 歩いた貴重なfa・した。参加者数19人。世話・案内役輩覇さん。☆第 4回 200∝関月14日相脚‖の支流倒訓|・ 姻 ll・ 道保
川・ノuttlDと 4川合流点を導 、「縄文・谷戸の会」の活動む諷ズ説明。参加数15人。世話・案内役:倉橋・長澤・用団港ん。★第 5回 2000

年7月 16日 相模湖・津久井測産中心にして水道水の腱 断崖の上から導 、アわ 力場錯tている吊 %こと力贅きた。尾崎記念館
に至るまでの乳 参力疇男如人。世話・案内役:石田さん。★第 6回 200∝円月24日 桂川の源流―鐘山の滝と忍野ノ嵯 姦 、忍び寄
る環境破壊の波に危機感を共有する。参加者数知人。世話役:篠田さん、案内役:羽田さん。★第 7回 2000年11月 19日葦等で水質溜 鍵
れる拠剛!:を導 、昔ながらの葦のある川原の最 柑 る。参加者数12人。世話・案内役:花上さん。★第 8回 2∞r閾月18日 必
要性が疑債庸港れている巨大な富レ瀬ダムヘ車で移動(初めてのこと)。 4EM、 そして魚道・ビオトープを壽 、参加者数

"人
。世話・案

内役:氏然 ん。☆第 9回 20011閾 月17日 1自 :|・ 襴 ‖最源流の流れ出しと初夏の山中湖畔の周囲をじつくり散策、自湘こ浸りました。参
加者19名。世話役:篠田さん、案内役:瀾制!1仁さん★第10回 200世円月22日 中潮 ‖中流域・小菅橋→ダム下半原集落(繊絶鋤 を散策。
イトアメンボウが生息する尾咄 案内。参加暗8名。世話役:篠田さん、案内役:メ訪寺将答ん。★第11回 2001年12月 8日 本満随―
の田原の滝、― 、鹿留川、蒼流11囲陽剤!|と夏獨湧レК覇まで湧水豊富な都嚇 歩く。参加者数14人。世話役:篠田さん、案内役:清

水さん。★番外編 2∞1年11月 18日 相槙漱製]水辺の広場‐ダムサイド→弁天橋→小原宿本陣→千木良(六 卜飛D→東海自然歩道
→出発点へど甜L参力008名。世話・案内役Jび]さんとノЧさん。★第12回 200愛円月9日 大曲橋から、改修工事の様好をFEE、 冬
場はタゲリカ

'飛
来する水田。土手力切わたrl■川&千ノj!|(ち がさきのセーヌj:Dを歩く。参加者数18人。世話・案内役:桑垣さ他 ★第

塑回 200な関月11日 (D上野原の里:l「ゅずり原・尾続の里::日でLいたけ食菌請習会に参加。桂川の支流・雀劇:Iの川原ウォンチングは
雨こて中止 以前こは3月23日森の手入れ講習会開催。そして9月 14日 しいたけ原木本伏せ及び里山林内の峰 参加者13名。世話
役:中村道子さん。☆第14回 200″閾月29日 (土)歴史と自然の跳 都留市小形山散策とホタル観陳喰も併せて行いました。参加者数16名。
世話役・案内役:篠田授樹さん、井上明子さん。★第15回 2002年11月4日

…

挟んで上下流域の海宅洛市と厚木市の両岸に、絶
¨ ワラノギクを求めて奨 ました。参加者数おん 世話役:1摩詢瞬宅ん、案内役:河溢 ん。★第16回 200鮮認月2日 (日)植
戦 道案内にして相模原市・高田橋右岸下流・六倉から嚇 球 。六倉の伏流水は水質良好。参加者12名。世話・案内役:氏家雅仁
さん、岡田―麟 ん、小西―腱 ん。★第17回 200群円月29日 (幻 水源環境の必須条件である森林の整備と流域材流通の実発を視察。
参加者数8人。世話役:河西悦養 ん、案内役:和智和l明さん、河野難 ん、小俣忠腱 ん。以上
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(4)流域シンポジウム事業

「桂川・相模川流域シンポジウム」

シンポジウムテーマ 	「蛇日の向こうの森を考えよう」

～飲み水はどこからどこへ～

日	 時	2003年 11月 8日 (土 )

場	 所	 横浜情報文化センター・情文ホール (神奈川県横浜市)

参加人数		 山梨県側	37人 			 神奈川県側	87人 			 合計	124人

●概要

主催者あいさつ			 河西	 悦子 (桂川 。相模川流域協議会代表幹事)

横浜市水道局長より歓迎のあいさつ			 上甲	 吉史 (横浜市水道局・代読)

神奈川県・山梨県知事メッセージ披露

基調講演 		 「森の環境国家が地球を救う」安田	 喜憲 (国際日本文化研究センター)

パネルディスカション

コーディネーター 	 糸長	 浩司 	(日 本大学生物資源科学部助教授)

パネラー					 安田	 喜憲 	(国際日本文化研究センター)

寺沢	 恵治 	(山梨県大月林務環境部長)

中村	 道子 	(上野原町民、桂川 。相模川流域協議会幹事)

上甲	 吉史 	(横浜市水道局管財部水源管理所長)

岸 	 由二		(NPO鶴見川流域ネットワーク代表)

小宮	 昇氏 	(平塚市民、桂川 。相模川流域協議会幹事)

●展示協力団体 (順不同)

よこはま水と森の会、国土環境 (株)、 NPO法 人緑のダム北相模、東京電力 (株)山梨

支店大月支社、地球チャイル ド、山英建設 (株)、 (有)ジェイファンネット、フォレス

トファーム、近隣の緑地を歩いてみる会、北都留森林組合、NPO法人よこはま里山研究所、

大月森つくり会、NPO法人森づくリフォーラム、甲斐東部材製材協同組合、和泉の森を育

む会、桂川・東部地域協議会、カワラノギクを守る会、生活協同組合コープやまなし、神

奈川県自然観察指導員連絡会、日本大学生物資源科学部 生物環境工学科 建築・地域共生

デザイン研究室、カーカネットの会、

●主催			 桂川 。相模川流域協議会

桂川 。相模川流域協議会流域シンポジウム実行委員会

●共催			 桂川・相模川アジェンダ21	 市民会議

●後援			 環境省

盛
鯰

孟
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桂川・相模川流域 シンポジウム」

「蛇 日の向こうの森 を考えよう」

～飲み水はどこからどこへ～

2003年 11月 8日 (土 )

横浜情報文化センター・情文ホール

【開会の挨拶	 流域協議会代表幹事 :河西悦子】

皆さま、おはようございます。きょうは非常に

いい天気で、暖かい行楽 日和なんですけれども、

この会場に集まっていただきましてありがとうご

ざいます。

この桂り||・ 相模川流域協議会、発足 して 6年 に

な ります。山梨、神奈川両県の準備会の取 り組み

から数えます と、かれこれ 8、 9年 になるかと思

います。そういうなかで、この桂川 ,相模川流域

協議会は2つ の県にまたがって、そ して市民、事

業者、行政の三者の取 り組みとしては非常に新 し

い、先駆的な事例として注 目を浴びてきま した。

今、これからの時代に向けて、 この3月 、世界

水フォーラムが京都、大津の両市で開かれました。

そこでは世界の水環境、そ して日本の、いろいろ

な事例の発表なり、取 り組みが検討されましたが、

そういう中でも、流域単位 という取 り組みはごく

当たり前になってきてお ります。

私どもがこの取 り組みを始めた時には、富士山

の麓から相模湾まで大 きく流域として取 り組んで

いこうと、そういう形で取 り組んできたことが、

今はもう当然のごとく、当たり前のようになって

きてお ります。

そういう中で、私たちがこの6年を経て、これ

からどこへ向かってい くのか、そういう大きなス

テップの段階に来ていると思いますが、その時に

この横浜で、この横浜は地理的な意味では流域に

はなりませんが水利用という観点からします と、

一緒にこの桂川・相模川の流域環境を考えていき

たいという形で私たちは流域と捉えてきました。

そ ういうこの横浜市で今 回のシンポジウムが開け

ま した こと、そ う して この地域か ら地域協議会の

動 きも始 まっていると聞いてお りますが、そうい

う新 しい次へのステ ップにつながるシンポジウム

として非常に大事 なもの と考 えてお ります。

今 日は、皆様の積極的な自発的な参加 をお願い

しま して、 これからの桂川 。相模川流域協議会 の

次へのステ ップを一緒 に考 えていきたいと思 って

おります。「蛇口の向こうに森が見える」、この

今 日のテーマ、非常にこれからの現実的な取組み

に向けて、今 日参加 していただいた方々の率直な

ご意見を次へのステップに反映させていけたらと

考えております。

まだまだ課題はたくさんあります。 この神奈川

県でも、水源環境税の問題が大きく持ち上がって

お ります。山梨県の方では生活雑排水、下1水道の

取組みはまだ今からの状態です。課題を山のよう

に抱えているこの流域です。そういう中で新 しい、

より環境を大事にした流域として次の世代につな

いでい く、そのための現実的な行動に踏み出す、

そういう節 目ではないかと思 ってお ります。

明日は国政のか じ取 りも大きく判断される大事

な日 (投票 日)に なっております。この協議会 も、

今 日のこのシンポジウムが次へのステップのきっ

かけになればと願 ってお ります。ぜひこれからも

皆様の積極的なご参加をよろしくお願い申し上げ

ます。 ごあいさつにかえさせていただきます。

【開催地から挨拶 横浜市水道局長 :金近忠彦】

桂川・相模川流域協議会の流域シンポジウムが

関係者の皆様のご協力、それからご努力で、山梨

県、神奈川県の両県から多 くの皆さまのご参加の

中、ここ横浜の地で開催されることを心からお祝‐

い申し上げます。おめでとうございます。

さて安全で良質な水を安定 して供給することは、

私たち水道事業者の最も大切な使命でございます。

横浜市の水道事業は、 日本で初めての近代水道 と

して明治20年 に給水を開始 しましたが、この時の

取水地点は、相模川本川 と支流であります道志川

の合流地点、現在の津久井郡津久井町という所で

ございました。 ここのポンプで汲み上げられまし

た相模川の水は、約44キ ロ離れた、今 日の会場の

近 くにございます野毛山浄水場まで導かれまして、

関内あたりの地区へ市民給水が始まったわけでご

ざいます。
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以来 116年 、取水の地点は変わ ったものの、

富士山麓の山中湖か ら発 し、相模湖、津久井湖を

経て幾つかの支流等 と合流 し、相模湾 に注 ぐ流量

豊かな相模川 は、 350万 人の本市の水道水源 に

とっては大動脈 で ございます。 この貴重 な水源 を

守 るために、本市は水道事業者の立場か ら水源で

ござい ます相模湖の しゅんせつ等 を行 ってまい り

ま して、相模川 の水質改善 に寄与する事業 に取 り

組んで きたわけで ございます。 また山梨県道志村

に は、 本 市 が 大 正 5年 以 来 経 営 い た します 約

2,800ヘ クタールの水源涵養林が ござい ま して、

森の持つ保水能力や土砂流出防止機能 によりま し

て、貴重 な水源 を守 ってまい りま した。

桂川 。相模川流域協議会の活動は、私たち水道

事業者 も市民の皆様 とのパー トナーシップによっ

て流域環境保全活動 を行 ってい くものと して大変

有意義 なものと認識 して ございます。安全で良質

な水 をつ くるためには、浄水処理の技術がどんな

に向上 して も水源が良好な状態に維持 されている

ことが最 も重要 なことでございます。

本 日の シンポジウムのテーマは「蛇 回の向こう

に森 を考えよう」 というものでございます。 この

流域 シンポジウムを契機 に、皆様の交流が一層深

まり、更にともども協力 して、水源、流域の環境

保全活動 を進め、清 く豊かに流れ る桂川 。相模川

を次世代 に引 き継いでまい りたい と念願 してお り

ます。

最後 にな りま したが、 このシンポジウムが成功

いた しま して、桂川 。相模川流域協議会のますま

すのご発展 と参加の皆さまの ご健勝を心よ りお祈

りいた しま して、私のあいさつ とさせていただき

ます。

【山梨県知事か らのメッセージ】

桂川 。相模川流域のシンポジウムが水 をテーマ

に流域 にかかわ る多 くの皆様のご参加によ り開催

されます ことはまことに有意義なことと思います。

本県の山中湖を源流 とす る桂川 。相模川は、多 く

の神奈川県民の暮 らしや産業を支える水源であ り

ます。 したが って桂川 。相模川流域協議会が流域

の理想像 と して 目指す 「清 く豊かに川 は流れる」

を現実のものとして、次世代に引 き継 いでい くた

め、県境や、市民、事業者、行政 とい った立場を

超え、互いに連携・協力す ることが極めて大切で

あ ります。

本 国のシンポジウムは、「蛇 口の向こうの森 を

考えよう」をテーマに開催 されます。上流域に位

置す る本県においては、県土の 3分 の 1を 占める

県有林において、本年 4月 、環境 に配慮 した森林

経営に対す る国際的認証であるFSC森 林管理認

証 を取得 しま した。

また、平成 13年 の森林・林業基本法の制定など

を受け、地球温暖化防止対策や生物多様性の確保

対策などの新たな課題 に対応 した森林 。林業に関

する基本計画である「や まな し森林・林業活性化

計画」の策定 を進めてお ります。

こう した計画などを踏 まえ、今後 も持続可能な

森林経営のさらなる推進、圏産材の流通の促進、

市民参加 による100万本植樹運動 など、豊かな水

をは ぐくむ美 しい森づ くりを積極的に推進 してま

い りたいと考えてお ります。

このシンポジウムは、 さまざまな情報 を交換 し、

多 くの人 々が、その立場で、住んでいる地域の枠

を超え、流域を共有 してい るという意識 をは ぐく

むよい機会であ り、将来 にわたって水の恵みを享

受できるよう、その成果 をご期待 申 し上げ るとこ

ろです。

終わ りに、本 日ご参加 された皆様のます ますの

ご活躍 をお祈 りす るとともに、シンポジウムの開

催 にご尽力いただいた関係者の皆様 に感謝 申 し上

げ、私のメ ッセージといた します。

平成 15年 H月 8日 		 山梨県知事山本栄彦

【神奈川県知事か らのメ ッセージ】

山梨、神奈川両県にお住 まいの方 々をは じめと

する大勢の皆様 にご参加いただき、桂川・相模川

流域 シンポジウムが盛大 に開催 され ます ことを大

変うれ しく思います。
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桂川・相模川は、私たち郷土の母なる川 として

多様な生態系や多彩 な自然環境 を育む とともに、

日々の暮 らしに欠かせない貴重 な水源 になるなど、

はか り知れ ない恵みを与えて くれています。 この

すばらしい共有財産である桂川・相模川の流域環

境を しっか りと保全 し、次世代 に引き継いでい く

ことは、いまを生 きる私たちに課せ られた大 きな

責務です。

桂川・相模川流域協議会 は、市民、事業者、行

政が一体 となって、流域環境の保全行動 を進める

ため、全国でも先進的な取 り組み として平成 10年

に設立 され ました。以来、 「清 く豊かに川 は流れ

る」を理想 として、行動計画である「アジェンダ

21桂 川 ・相模川」の策定 を初 め、新 たな課題への

対応に向けた行動指針の策定 など継続的な活動が

展開されています。上流域 と下流域の連携 。協力

による取 り組みも着実に推進 されてお り、関係の

皆さま方の一方ならぬ ご尽力に深 く敬意を表する

次第です。

神奈川 県におきま して も、環境立県神奈川の実

現を目指 して、下水道整備 などの水質保全対策や

水源の森づ くりの推進 など、水環境保全のための

さまざまな取 り組みを市町村 と協力 しなが ら進め

ています。 また、今後の水源環境の保全 。再生の

ための施策や費用負担のあ り方について この10月

から県内22カ 所で県民集会 を開催 し、県民の皆様

のご意見を伺 っているところです。

もとよ り流域環境保全の成果 を上げてい くため

には、 この流域 にかかわ るすべての皆さま方が、

それぞれの立場で何ができるかを考え、行動 して

いただ くことが不可欠です。そ う した意味で、桂

川 。相模川流域か ら地理的 には離れているものの、

水を介 した深いつなが りのある横浜の地で初めて

のシンポジウムが開催 され ます ことは、流域外 に

お住まいの方々にも関心 を持 っていただ く絶好の

機会であ り、たいへん有意義 なことだ と思います。

私たちは、水道の蛇 口をひね るだけで毎 日当た

り前のように水を使 っています。 しか し、 これは

先人たちが、幾多の困難 を乗 り越えて積み重ね、

そ して今 もたゆむ ことな く続 け られている努力の

成果だ ということを決 して忘れてはな りません。

ご参加の皆様方には、蛇 日の向こうにある流域

の姿や森林の多様 な機能 について認識 を共有 して

いただ き、 このシンポジウムが実 り多い ものとな

ります よう願 っています。そ して桂川 。相模川の

流域環境保全の活動が、 よ リー層大 きな輪 となっ

て広が ってい くことを期待 しています。

最後 に、桂川・相模川流域協議会のます ますの

ご発展 と、 ご参加の皆様の更なるご活躍 を心よ り

お祈 り申 し上げ、私のメッセージといた します。

これか らも、 ともに手を携えて、次世代 に誇れ る

桂川 。相模川の豊かな環境づ くりを進めてまい り

ましょう。

平成 15年 H月 8日 神奈川県知事 松沢成文

【基調講演 森の環境国家が地球 を救 う～～～

国際 日本文化センター 安 田喜憲教授】

ただいまご紹介いだきま した安 田で ございます。

この横浜、思い出 しますね、横浜 といいます と、

ここの市長 さんに出会 ったときは。鳩 山邦夫 さん

という国会議員がいますが、彼が超党派で環境 を

考えると、環境党宣言という、恐 らく国会議員の

中でいちばん環境 に対 して非常に強い、深い認識

がある方だ と思 うんですが、私がそ こで講演 しろ

と言われて、その会で話を した。そのときに今の

横浜の市長 さんが来てお られて、あ した市長選 に

出ます という決起集会だ ったんです よ。それで、

「出るんだ った らやはり環境問題 をきちん とや っ

て くだ さい」と言 った ら、「はい、ゃ ります」 と

言 ってお られま した。

神奈川県の知事 さんも、市長 さん も、 この県は

環境 については深い認識のある リーダーがお られ

ますので、たいへん恵まれたところだ と思います。

ですか ら市民の方 も、恐 らくたいへん意識の高い

方ばか りが今 日はお越 しいただいたというふうに

思 ってお ります。

今 日は水の問題 を考えたいと思いますが、水の

ことを考えるということは、 これは同 じ心 を共有

す るということです。水 とどうつ き合 うか とい う

ことは、 これは、実は人間のキ ャラクター と深い

関係がある。心のあ り方 という問題 と、水 をどう
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い うふ うにこれから扱 ってい くか とい うこと、水

とどうつ き合うかとい うことは、実は心のあ り方、

それか らもっと普遍的に言います と、文化や文明

のあ り方 というもの と深い関係がある。

極端 なことを言います と、水 とどうつき合うか

ということが、文化や文 明の本質 を決定 している

というふ うに言 って も過言ではない というふうに

思います。

最初 に私の 自己紹介 をいた します。私の専門と

申 しますのは、やは り水 と関係が ございま して、

湖が私 のフ ィール ドで して、湖の湖底 にボー リン

グをいた します。

(以 下、プロジェクターで映像 を写 しなが ら…)

ボー リングを しま して、 これは中国雲南省のエル

ハ イという湖で土を採 っているところですけれ ど

も、湖底 にこういう土が、堆積物があ りますが、

その中にいろんな化石が含 まれているわけです。

私が専門 としてお りますのは、花粉 の化石でご

ざいます。それ以外 にも珪藻であるとか、あるい

はプランク トン、いろいろなものが この土の中に

含 まれてお ります。それ を取 り出 しま して、その

種類 を同定 した りす ることによって過去の環境の

変遷、あるいは森林の変遷 というものを研究す る、

これが私の専門でござい ます。

最近、 この分野で大変注 目され る発見が ござい

ま した。それは、湖底の堆積物の中か らこういう

縞 の模様が見つかったんです。年輪 と同 じものが

見つか ったんですね。 これ、白黒が 1枚 のセ ッ ト

にな りま して 1年 の年輪 を形成 しているんです。

これ はず っと日本の湖の湖底にもあるということ

がわか ってきま した。 アジアでは私 たちが初めて

発見 したんですが、福井県の水月湖 というところ

で こういう縞 々の模様が見つかった。 これは年輪

と同 じですか ら、上か らこう数えてい くわけです。

今 までは、 こういう年代 を決め る方法 に放射性

の炭素同位体 という方法があ りま した。 C14年 代

と言い ます。放射線 の C14の 崩壊 ですね、5,730

年 とい う半減期 を基本に して年代 を決めたんです

が、 どう して も統計上 の誤差がつ くわ けです。

1,000年 プラス・マイナス100年 という、そ ういう

誤差がつ くわけです。

そ うす ると、 1,000年 前 プラス・ マイナス100年

とい うと、それは1,100年 前の ものか も しれ ない

けれ ども、900年 前の ものか も しれ ない と。そ う

します と過去 にこういう気候変動が起 こったか ら

文明が崩壊 した、あるいは、 こうい う森林の破壊

が起 こったか ら文明が崩壊 したんだ と言 っても、

放射線の炭素 同位体で年代を決めている限 りは、

プラス・ マイナス100年 の誤差がついた ら、それ

は1,000年 前 に文明が崩壊 したと言 って も、その

決めてい る環境のほうはプラス・ マ イナス100年

の誤差がついていますか ら、それは本当かどうか

わか らないわけですね。

ところが、 この「年縞」という私が名づけた もの

ですが、 これ を見つけます と、これは上か ら数 え

てい って1,000本 目は間違いなく1,000年 前に限 り

な く近いわけです。

例 えば、 西暦926年 に、渤海 とい う国が滅亡 し

ます。いまの北朝鮮、金 さんの国ですね。そ こに

渤海 とい う国があ った。 突然926年 に滅亡す るん

です よ。なんで滅亡 したんだといろいろ研究者 は

研究 した。そ う した ら、その近 くに自頭山という

山があるわけですね、火山。 これがほぼ同 じころ

爆発 してい るんです。大噴火 している。その自頭

山の火砕流 の下 に渤海の遺跡が埋没 しているもの

ですから、 これ は自頭山が大噴火を して、その影

響で渤海は滅亡 したのではないかと言われていた

わけです。放射線の炭素同位体をはかると、ほぼ

同 じ時代に出て くる。

ところが実際 にはこの年縞を分析 してみます と、

渤海 が滅亡 したのは西暦 の926年 、 自頭山の噴 火

した火山灰が見つか ったのは937年 なんですね。

つ まり、渤海 が滅亡 してか ら実は10年 後に自頭山

は大噴火 している。渤海 の減亡とは関係ないんだ

ということが分か った。

それでは何が原因かとい うと、その下に書いて

あ ります。 これが花粉であるとか珪藻、 こうい う

ものを使 って過去の気候変動を 1年単位で復元 し

たものです。そ う します と、渤海が滅亡す る前の

西暦923年 か ら925年 とい うこの時代がたいへん寒

い時代だった ということがわかってきたわけです。

こういう気候の寒冷化が渤海 を滅亡 させる大 きな

原因だ ったとい うようなことも分か ってきたわけ

ですね。 これが私が研究 しております花粉の化石

でございます。

さらに、現代 は地球温暖化の時代で ございます。

地球の年平均気温がこれ までは、21世紀のうちに

3.5度 上昇す ると IPCC、 気候変動政府間パ ネ

ル というのが予測 してお りま した。 ところが今や、

この21世紀 の うちに5.8度 も上昇す るというふ う

に変更 したんです よ。5.8度 も地球 の年平均気温

が上昇 した らどうなるか。 これは大変 なことです。
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実はそ ういう時代がかつてはあ ったんですね、

地球 に。そ して我 々は、今まではそ ういう地球の

温暖化 を、例えば これか ら地球が温暖化すると、

それは この世界中がほぼ同時に引 き起 こされ るで

あろうと思 っていたわけです。 日本が温暖化すれ

ばヨー ロッパ も暖か くなる、アメ リカも同 じ時代

にほぼ暖か くなると思 っていたんですね。

ところが、かつて一気に58度 とか7度 も、50年

の間に、地球の気温が上昇 した時代が実はあるん

です。その時代の ことを、 この年縞 というもので、

細か く 1年 1年 の環境を復元 してみます と、 これ

がそ うなんです けれ ども、かつて 1万 5,000年前

に地球 が5.8度 も一気 に上がるんですが、実は上

がる ときに日本の方 はヨーロッパ よ りも500年 も

早 く気候が暖か くなるということがわか ってきた

んです。 ヨーロ ッパ は500年 も遅れ ているんです。

逆 に、寒冷化す るのはヨーロッパの方が早いん

です。 日本は遅れ るんですね。ですか ら、 この21

世紀の地球温暖化 の ときに、真 っ先 に最 も大 きな

影響 を受けるのはどこか。それは、 日本を含めた

モンスー ンアジアです。 ここが地球温暖化の最 も

大 きな影響を真 っ先 に受ける。 ヨーロッパは逆 に

そんなに大 きな影響 を受けないんです。そうい う

ことを私 たちは今、「サイェンス」 という雑誌 に

書 きま した。 これ は最先端の研究です。

私の助手は、 この筆頭で書いたんですけれども、

そう した ら 1月 に論文が出ま した。 3月 にイギ リ

スのニ ューカッスル大学 というところか ら電話が

かか って きま して、あなた、す ぐうちに来て くだ

さい、面接 に来て くださいというゎけです。お金

も滞在費 も全部 出 します と。「先生、何だか知 ら

ないけれ ども行 ってきます」 と彼 は行 ったんです

ね。そ う したら、直ちに我 々のこの論文の成果 を

もとに して、あなたをうちのパーマネ ン ト助教授

にとりたいということで、 H月 1日 に もう行 きま

した。

この我 々の今の研究 というのは、世界の人 々が

注 目しているところです。過去の気候変動 を、年

単位で復元できるという、そういう時代 になって

きたんですね。

同 じように災害ですね。過去の災害 も年単位で

復元で きます。地震が起 こった り、あ るいは大洪

水が起 こったと、 こういぅのもちゃん と年縞の中

にきちん と記録 されているんですね。

これ はその年縞の中に合 まれている珪藻 という

藻を分析 して、湖の中の富栄養化指数 というのを

出 したんです。 これは地震や洪水が起 こります と、

周 りか ら有機物が湖の中に流れ込みます。そうす

ると、湖の中が富栄養化す るわけですね。その富

栄養化の ピークが過去の地震であるとか、あるい

は大洪水 とぴた っと対応す るんですね。

私は昭和21年 の生 まれですけれ ども、 この昭和

21年 というのには一つの ピークがあ ります。何で

ここに ピークがあるかというと、昭和21年 に南海

大地震 というのが起 こっているわけですね。それ

で、その記録がちゃんと湖の中に含 まれてるわけ

ですね。ですか ら自分の生まれた年の年縞 とい う

年輪 もちゃんとこれ に記録 されているわけです。

だか ら、 自分が生 まれた年 はどんな年 だ、 どんな

気候だ ったか、 どんな環境だ ったかということも、

これでわかるようにな りま した。

こういうことを私は研究 しておるわけで ござい

ますが、 きょうのお話の主題 は、 こういう日本が

森と水の大国を 目指 してい く、これが私の課題で

ございます。

この地球上には、 この水 の惑星、 ここには水 は

わずか、淡水、我 々が飲 み水 にできるのは25%
しかないんです よ、全水量の中で。 しか も、その

大半は北極 と南極の氷 と して保存 されているわけ

ですね。陸上 にある水 とい うのは、淡水 は2.5%。

これを2025年 、今か ら20年後には80億人の人間が

分け合 って生 きなければな らない、そ ういう時代

がもう来 るんです。

言うまで もな く、我 々の体や蛇や魚、 これは神

のなせ るものですね、大体70%が 水です。人間は

水がなければ生 きられない。石油はな くて も生 き

られ ますが、水がな くては人間は生 きられ ません。

その水はどうや って降 るか。 これは海か ら降 っ

て くるわけです。海の水分が蒸発 して陸上 に降 り

ます。地球上 に降 る雨の量 は577兆 立方 メー トル

です。そのうち地上 に降 る雨の量が H9兆 立方 メ

ー トルですね。つま り大半は実は海洋 に降 るわけ

です。陸上 に降 るのは、全地球の中の577兆 立方

メー トルの中のH9兆 立方メー トルだけです。

しかもその降 る雨の量は地域によって違 うわけ

です。陸上 にH9兆 立方メー トルの雨が降 るんだ

けれ ども、満べんな く降 って くれればこれは平和

なんです よ。 ところが、実は不幸なことに雨は、

雨のた くさん降 るところと全 く降 らないところと

いう2種類の地域 に分かれ る。

この緑色で書いたところ、 これは雨がた くさん

降るところです。 モンスー ンアジアと言います。
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これ に対 して、 この白い ところ、 これは乾燥 アジ

アと言います。雨がほとん ど降 らないところです

ね。雨がた くさん降 るところと降 らないところが

あるものですか ら、人間は不幸になった り幸せに

な った りす るわけですね。

この雨の違いが何を生んだか といいます と、実

は食べ物の違いを生むんです、食べ物の違い。雨

の多い ところ、 モンスー ンアジアの主食は、お米、

そ してたんぱ く源は魚です。 これ に対 して、雨の

降 らない乾燥 アジアの主食 は、小麦からパ ンをつ

くって、そ して水が余 りあ りませんか ら羊やヤギ

の家畜 を飼 って、その ミル クを飲む。そ して肉を

食べて毛皮を作 るという、 こうい う食生活が基本

で ございます。

この人間が何 を食べるか、 とい うこと、 これが

実は水 とのかかわ り合いのあ り方 を根本的に規定

しているんです。 これが伝統的なライフスタイル

ですね。何 を食べ るかとい うこと、 これが実は水

とのかかわ り合いのあ り方、そ して水 とのかかわ

り合いのあ り方の中で生 まれ る心のあ り方、 こう

いうものに深 くかかわ って きているわけです。

僕 はこれ を、雨がた くさん降 って森がた くさん

あるところ、 こうい った ところを植物文明という

名前 をつけま したが、人類 の歴史には大 きく2つ

の文明の類型があるんですね。

メソポタミア文明、 インダス文明、エジプ ト文

明、黄河文明、 こういう文 明はみんな、パ ンを食

べて、 ミルクを飲 んで、そ して羊やヤギを飼 って

その肉を食べ る。パ ターや チーズを作 って。そ う

いう食生活 を基本に した文 明です。それを今 まで

我 々は文明だ と思 ってきたわけですね。

ところが、実 は人類文明史には、そういうもの

とは違 う文明があるとい うことが最近わか ってき

ま した。それは私が長い間研究 してお ります例 え

ば長江文明ですね。 これは最近、存在することが

ほぼ確実にな りま した。 これはお米を食べて魚 を

食べ る人たちです。稲作漁労民です。 これが文明

を持 っている。

あるいはマヤ文明とか アンデス文明です。 これ

も実は、例えば アンデスには リャマとかアルパ カ

という家畜がいます。 しか し、 これは毛皮 と肉を

食べるだけであ って、決 して ミルクは利用 しない

んです。バターやチーズをつ くらないんです よ。

つまり、基本的に言うと、 ミル クを飲むか飲 ま

ないか、そ こで人類の文明には 2つ のパター ンが

ある。 ミルクを飲んでバ ターやチーズを食べる。

た くさんの家畜 を飼 う。 こういう文明のことを、

僕 は動物文明と言 ってい るわけです。 その代表が

畑作牧畜型の文明です。 これに対 して、 ミルクを

飲 まない文明、 これを植物文明と言 っているわけ

ですね。

この動物文明 と植物文 明、 この 2つ の文明は、

水 に対する対応 の仕方が根本的に違 うんですね。

動物文明というのは、これ は家畜を飼わなければ

いけませんか ら男社会です。家畜をコン トロール

しなければ、人間よりも力が強い牛や羊やヤギを

コン トロール しなければ、群れをコン トロール し

なければいけないですか ら、 これは力が重要です。

ですか ら力 と闘争の文明を発展させた。

これ に対 して、魚を食べ てそ してお米を食べ る。

こういう文明は、私は、美 と慈悲の文 明を発展 さ

せた と、 こうい うふうに言 っています。植物文明

というのは、美 と慈悲の文 明なんです。

これが男社会の力と闘争、動物型の文明の風景

ですね。 これは森が全 くあ りません。水 もあ りま

せん。 もともと水のない ところに家畜 をどんどん

と飼 うものですから、森が全部なくな ってい くん

ですね。 この男社会、力 と闘争の文明、 この代表

がいま戦争 してお ります ブ ッシュさんやフセイン

さんですよ。 この文明の代表者、アメ リカ文明も、

これ も畑作牧畜型、力と闘争 を代表 します。 フセ

インさんも同 じですね。

こういう力 と闘争の動物文明。動物文明のふる

さとはどこか といいます と、 これは、 もともとは

メソポタミアです。 これ はメソポタ ミアか ら始 ま

るんです。そ こでバ ンを食べて、 ミル クを飲んで

そ して肉を食べ る。 こうい う食生活が ここで始 ま

ります。

この文明というのは、実 は激 しく森 を破壊す る

んです。 これは、シリアの ガープバ レー という所

の花粉の分析の結果ですけれ ども、今 か ら約 1万

年前 に落葉のナラの花粉が突然ど―ん と減 るんで

すね。 この時代 に北方か ら羊やヤギを連れた人 々

が大挙 してシ リアにやって くるんです。そ して 1

万年前 に森が破壊 された。 そ して5,000年 前 には、

シ リアの肥沃な三 日月地帯 の森の大半 がな くなっ

ているんですよ。 これは驚 きましたね。

これはメソポタミアの今 の風景。かつて ここに

豊か な森があ ったんです。 それが もう5,000年前

には、 こういう森のない風 景に変わ っている。 こ

れはシ リアのガープバ レー周辺の山ですが、 こん

なところに木があ ったと想像できませんね。 しか
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し、ち ゃん と花粉の化石 に、 ここに本があ った。

落葉のナラを中心 とす る森があ った。それが 1万

年前か ら破壊 され始めて、5,000年 前 には もうほ

とんどの森が消滅 していた。いまや豊かな表層の

土壌 もあ りません。水はもちろんあ りませんね。

そういう所で も人間は生 きなければな りませんか

ら、が らが らなところを耕作 しているわけですね。

それだけではあ りません。 この文明は森を破壊

すると同時 に海 をも砂漠 に変えたんです。 これは

地中海ですね。地中海の海 で皆楽 しそ うに泳いで

いますけども、 この右の方 に白い点 々が見えます。

たまたま富山県のテ レビ局の人 と一緒 に行 って、

その人が自い ものを見て「あ っ、先生、あそ こに

貝がい っぱい落 ちていますね」 と言 った。「貝か

どうかよく見て くだ さい」 と、富山県の人が手 に

とってみた ら、全部石で した。方解石 という結 晶

のいいものです。石灰岩の結晶のいい ものが落 ち

ている。 この海岸 には海藻一つ落ちてないんです。

泳いだ って海藻が足 にまとわ りつ くわけではない。

海の底 には生 き物 の姿がほとんどないんです。

どう して海が死んだか。それはもう言うまで も

あ りません、森 を破壊 し尽 くしたか ら。栄養分が

森か ら流れな くなって、そ して魚を育てるプラン

ク トンが繁殖 で きな くな ったわけですね。そ して

地中海は死の海 になったんです。

古代文明は、 こうメソポタミアから地中海 に森

を破壊 しなが ら北上 します。 12世紀以降アルプス

以北に畑作牧畜型の文明が展開 してい くわけです。

アルプス以北 には、 12世紀 よりも前に1ま 深い森が

あ りま した。 これは、かつてあった森を復元 した

ものですけれ ども、 ヨーロッパブナであるとか、

ヨーロッパ ナラ、 こういう森があったんです。

シーザーの「ガ リア戦記」 とか、あるいはタキ

トウスの「グルマニア」、 こういうものには60日

間歩いても森の端 には到達できない深い森がある

と。 ローマ時代 には深い森があったんです、 ヨー

ロッパには。それ を12世紀以降の大開墾が始 まる

と、徹底的に破壊 してい くわけですね。

その開発の先兵 になったのは、実はキ リス ト教

の宣教師で した。畑作牧畜型の文明にキ リス ト教

という宗教が ドッキング した。 これが人類の文 明

には大変大 きな不幸をもた らした。森か ら見 ると

です よ、森の立場か ら見 るとです よ。 もちろん、

キ リス ト教が人類 を幸せ に した面 もた くさんあ り

ます。大いに文明を発展 させたゎけですが、森 の

立場か ら見 ると、畑作牧畜型の文明、動物文明 と

キ リス ト教が ドッキ ング したことによって世界の

森は破壊 し尽 くされたと言 ってもいい。

12世 紀以降、 アルプス以北のヨーロッパの森の

開拓の先兵にな ったキ リス ト教の宣教師は、 こう

言った。 「森の中に神などはいない。森は人間の

幸せのためなら幾 ら破壊 して も構わない」 とこう

言 ったわけです。当時は、森は悪だ ったんです。

森の中にいるオオカ ミや フクロウ、 これは家畜 を

食 う悪魔だ ったんですね。だか ら、その森を悪 と

して徹底的に追放 してい く。 これが 12世紀以降の

ヨーロッパの大開墾時代で した。

そ して、そこにおける水。水は、単 なるこれは

力に過 ぎないんです。動力に過 ぎない。 どう して

かというと、 この十字架 を左手に持 ったキ リス ト

教の聖者は何を足で踏んでいるか。 これは、 日本

では我 々が崇拝す る ドラゴンです。水 の神である

ドラゴンを足で踏んづけていますね。 この水の神

を彼 らは殺すわけです。神 は唯一、天に一つ しか

あ りませんから、水の神 を徹底的 に殺す。

かつて、キ リス ト教が広がる以前 には、 ヨー ロ

ッパの森の中には、例えば ドルイ ド僧 というのが

いた。	ドルイ ド僧 というのは何 を したかというと、

聖なるオークの木に宿 り木 という木がついている

んです。聖なるオー クの木は、冬 になると葉 っぱ

が全部落ちます。その全部葉 っぱが落 ちた中で、

常緑の宿 り木だけは青 々と青い葉 っぱをつけてる。

ドルイ ド僧たちは、そ こに多 くの命が結晶 してる

と考 えたわけですね。それ を春先 に木 に登 って、

宿 り木の枝をとってみんなに配 るわけです。その

枝をもらった人は、それ を家に持 って帰ると病気

が治 った り、あるいは家に幸せがや って くると、

こう考 えたわけですね。

ところが、そ こヘキ リス ト教がや って くると、

そういう聖なるオークの本 を全部切 り倒 して、そ

してその上に教会 を建ててい くわけですね。です

か ら、 この動物文 明が持 っている、キ リス ト教 を

精神的な支柱 とす る、 この一神教 を精神的な支柱

とす る文明が持 っている大 きな病みは、 これは、

物事 には善 と悪 しかない ということです。善悪の

二項対立で判断す るということです。 これが この

文明の心の限界ですね、心の限界だ。

僕 は この間まで ドイッに行 っていま して帰 って

きた。	 ドイッでは環境問題が盛んです よ。皆さん

と同 じように意識が高い。緑の党 とい うのが もの

す ごく大 きな力を持 っているんです。その ドイツ

がいま、何 をや ったか知 っていますか。今年か ら
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立 ち木 1本切 ってはいけないという法律を作 った

んです。 自分の庭 にある木だって無断で切れない

んです。 ちゃん と登録 を して許可をもらわない と

切れ ないように法律を決めたんです。 皆さんは、

これ を聞いてさすがだなと、 ドイツはす ごいなと、

環境先進国だな というふ うに思われ るかも しれ ま

せん。僕は、そ うは思わなかった。

かつて18世 紀 まで、彼 らにとって森 は悪だ った

んです。森 を破壊す ることが善だ ったわけですね。

そ して、例えばスイスの森は90%が破壊 された。

イギ リスの森 も90%が 破壊 された。	 ドイツの森 も

70%近 くが破壊 されたんです よ。 シュバルツバル

トとい うあの森、 これは現在復元 された森ですけ

れ ども、90%ま では全部人工林ですね。そ こまで

かつては徹底的 に森 を破壊 した人 々が、今度は森

を守 ることが善だ という、とになると、立ち木 1

本切 ってはいけないという法律を作 るんです よ。

そ こにこういう人 々の持 っている心のクッシ ョン

のなさですね、 ぎす ぎす した心、 白と黒 しかない、

善 と悪 しかないんです、 ここには。 これは恐 ろ し

いなと、僕 は実は思いま した。

我 々にとっては、有名な親鶯上人の言葉がある

ではないですか。 「悪人正機」 という言葉 もある

で しょう。我 々には善人 も悪人 もいるけれ ども、

悪人で さえ極楽へ行けるんです。善悪の区別は、

これはあいまいです。

それ はどう してか と僕はいろいろ考えた。結局、

この写真 にシンボライズされていると思 う。 なぜ

彼 らは、 これほ どまでに善 と悪の二項対立の中で

物事 を考えなければならな くなったか というと、

それは彼 らがアニ ミズムの神 々を殺 したか らです。

もともとり||に は、	龍がいた り、	カッパがいた。

グルマンやケル トの妖精がいたわけですね。そ う

いうものを徹底的 に弾圧 していった。そ して唯一、

この天 には 自分たちが信仰す る神 しかないという、

この ことがアニ ミズムの神 々を殺 した ということ、

これが実は心の ク ッシ ョンを失わせたんです。

我 々は、実は心のクッシ ョンが大 きいんです よ。

森の神 を信 じた り、水の神 を信仰 している、その

我 々の心の中のあ り方 というのは、実はたいへん

大 きな心のクッシ ョンを持 っている。

例えば戦争 に負けま したね、第二次世界大戦で

我 々は戦争 に負けた。広島や長崎、あるいは横浜

も東京 も空襲 を受 けて、原爆で何十万人 という人

が、あ るいは300万 人近い人 々が、 日本人が亡 く

なったわけです、戦争で。それで戦争 に負けた。

だけれ ども決 して我 々はアメ リカを憎む ことな く、

じっと悲 しみを抱 き しめて この50年間生 きてきた

わけです。

それを私は福音主義的応戦 と言 っていますが、

福音主義、 これはキ リス ト教の言葉ですけれ ども、

これは トインピーという人が見事 に言 った。つ ま

り力で応戦す るのではない、無抵抗、非暴力で、

ガンジーのいう非暴力、 これで応戦 したんです、

アメ リカ文明に。そ して経済発展を成 し遂げて、

いまやアメ リカに肩 を並べ る経済大国になったん

ですよ。

これがなぜできたか。 それは、我 々が森の神 を

信 じ、そ して水の神 を信 じるという、そ ういうア

ニ ミズムの世界を持 っているか ら、だからそれ を

成 し遂げることができたんですね。

アニ ミズムの世界を失 ったところでは、実は、

こういう恐 ろ しいことも起 こった。 ドイッにモー

ゼル川 という川があ りますが、そのモーゼル川 の

そば、モーゼルワインで有名なところですけども、

向こうの方 に見えるのは、 これはみんなプ ドウ畑

で ございます。森があ りますけれ ども、 これは18

世紀以降に全部、人間が植林 した トウヒやモ ミの

森です。

その下にワーベル村 とい う美 しい村が見えます

が、そ こを散歩 していてふ っと見た ら、黄色い立

て札が立 っているわけです。何だろうなと思 って

よく見たら、 ここで1620年 に魔女が処刑 された と

いうわけです。 マ リー とい う女性が、魔女 として

処刑 された。 1620年 とい うのは実は小氷期 という

気候が ものす ごく悪 くなる時代なんですね。気候

が悪 くなってブ ドウが採れ なくなったわけです。

そのプ ドウが採れな くな ったときに、 このマ リー

にその天候 を悪 くしてい る責任があるというふ う

に して、そ して魔女 として処刑 された。

実はこの周辺一帯、 ワーベル村を合む この トリ

アー という周辺では1,000人 の魔女が処刑 された

んです よ。 1,000人 もの魔女が。 ヨー ロ ッパ全体

では100万 人以上の魔女が この小氷期 という時代

に処刑 されたんですね。気候が悪 くな って、環境

が悪 くなって、生活が苦 しくなると、その苦 しみ

をだれかのせいに しなけれ ばいけない。それで、

弱い立場にある女性がその ターゲ ッ トになったん

です。 これは1620年 のことです。江戸時代ですね。

同 じように日本でも、小氷期 という気候変動が

あったんです。例えば天明 とか天保 という飢饉が

あ りますね。 これは、まさに日本でも起 こったん
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です。東北地方の人は、餓死者がた くさん出た。

で も日本では魔女狩 りは起 こらなか った。魔女は

出なか った。

なぜ魔女は出なか ったか。それは、我 々はこう

考えるわけです。天気が悪いのは、 これは龍が暴

れているか ら仕方がないわけですね。川が洪水 を

起 こすのは、 これは龍が大洪水 を起 こしてるか ら、

仕方がないか ら我慢 しなければな らない。つまり

我 々にとってはアニ ミズムの神があるわけです。

そのアニ ミズムの神のたた りでこんな仕打ちを受

けるんだか ら我慢 を しなければな らない、 という

心のクッシ ョッンを持つ ことがで きた。

ところが ヨーロッパの人 々は、一神教のもとで

そ ういうアニ ミズムの神 々を全部殺 して しまいま

したか ら、誰かのせいにす ることがで きないわけ

ですね。それで、 この魔女が生 まれた。

しか しこれが実は近代 ヨーロッパ文明を大 きく

発展 させ る原因にもなるんです。魔女裁判の嵐が

吹 き荒れて くると、みんな他人を信用できません

か ら、そ こで個人主義 というのが確立する。個の

自立 というのはそ こで生 まれて くるんです、ヨー

ロツパ というのは。

それか らもう一つ大 きなことがあ ります。それ

は、彼 らは最初は魔女 を、あいつのせいだ、あい

つのせいだ と言 っていたわけですね。魔女狩 りを

や っていた。 ところが、ついに、それではどうも

いけないということにな って くると、やは り彼 ら

は、 この天候の悪いのは神様が我 々に天罰を与え

ているんだ と、 こう考え るわけです。神の天罰で

あると。

では、その神はどう して我 々に天罰を与えるか

という、そのメカニズムを究明す るため 自然科学

が発展 してい くんですね。神の摂理 を知ろうでは

ないか と。 こん な天候 が悪 くな った。 なぜ神 は

我 々に怒 りを与えるんだ。その摂理 を調べたい と

いうことで、 自然科学が発展 してい くわけです。

これで近代 ヨー ロッパ文 明 というのは世界を支配

してい くことになるんですね。

一方、我 々は、アニ ミズムの神 々を崇拝 してい

ますか ら、単に畏敬 の念 を抱いているだけで 自然

科学は発達 しなか った。 ここに差が出て くるわけ

です。 しか し、21世紀、 この地球環境問題が出て

くる。その時には、その考えに大 きな疑間がある

わけです。

この1620年 、魔女裁判のあらしが吹 き荒れてる

時にヨーロッパの人 々はどこへ行 ったか。彼 らは

新天地 を求めて移動す るんです。 これが もう一つ

動物文明の大 きな特色です。環境が悪 くなると、

彼 らは平気で移動す るんです よ。	1カ 所 にとどま

ろうと しない。それで1620年 、 これはメイフラワ

ー号 に乗 って、そ してプ リマスというところにア

ングロサクソンが上陸 した年ですね。

向か って左側、 これは1620年 のアメ リカの森の

分布です。赤い部分ですね。かつてアメ リカは森

の大国だ った。 ところがそのアングロサクソンの

人 々が小氷期の気候の悪化、それか ら魔女裁判 の

災難 を逃れて新大陸 アメ リカにユー トピアを求め

て移動す るんです。ユー トピアを求めて移動 して

わずか300年 でアメ リカの森 の80%が 破壊 された

んです よ。た った300年 で。

そ して、その森の破壊は何 を意味す るか。それ

は、水の循環系の破壊を意味す るわけです。なぜ

か とい うと、畑作牧畜民の流域の経営 というのは、

上流に家畜を放牧す るんですか ら。 山に、農耕地

にできないところに家畜を放牧 して森 を破壊す る。

そ して、中流 に畑をつ くって下流 に都市を創 る。

下流 には当然、上流か ら流れてきた土砂によって

湿原ができます。その湿原はほった らか しです よ。

彼 らには、湿原 というのは使い道がないんです。

湿地は。 日本だ った ら、その湿地 は水 田に して し

まいますけれ ども、彼 らは湿地を全然使わない。

そ して水の源流である上流 に牧草地 をつ くって、

そ こへ家畜を放牧す る。 これが決定的 に水の循環

系を破壊す るわけですね。

どう してか。それは、上流 に家畜 を放牧 します

と、家畜はほっておいてもうんこを します。森 を

どんどんと破壊 して、そ して若芽 を食べ尽 くして

森を破壊す るだけではないんです。家畜はうん こ

を しますか ら、その糞が硝酸性窒素 を生んで地下

水 を汚染す るんですね。だか らヨーロ ッパでは、

これはもし水 を飲 もうと思 った ら、私 はベル リン

にいま したけども、ベル リンの水 とい うのは汚い

んです よ。紅茶を入れます と、黒い ものが浮いて

くるんです。 これは何だろう、何だろうと思 って

いろいろ聞いた ら鉄分なんですね。

何 で鉄分があるか。それ は、地下深 く800メ ー

トルの地下水ではないと、 もう使 えないんです。

10メ ー トル とか20メ ー トルにある帯水層は、全部

この硝酸性窒素によって汚染 されて地下水は使え

ないんです よ。

それは家畜を飼 ってバ ターやチーズをつ くって

食べる。彼 らは決 して地下水を汚染 しよう、森 を
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破壊 しようと思 って毎 日生 きているわけではない

んです よ。毎 日、無意識の うちにバ ンを食べて、

そ して ミルクを飲んで、バ ターやチーズを食べて

肉を食べている。その生活が森を破壊 し、そ して

地下水 を汚染す るということにつなが ってい くわ

けです。

これだか ら怖いんです よ。彼 らがちゃん と自分

たちがや っているということが森を破壊す ること

につなが っている、地下水 を汚染す るということ

につなが ってい るという意識があればいいんです

よ。それがないんですか ら……。

人間は、生 きるためには食べなけれ ばいけない。

毎 日何で もな く食べている。その ことが森 を破壊

し、地下水 を汚染することにつなが っていたわけ

です。家畜 を飼 う、羊やヤギを大量 に飼 う、 こう

いう動物文明は、ユー トピアを求めて森 を破壊 し、

水 を汚染 し、そ して地球 をこういう砂漠 に変えて

きたわけです。

それで も彼 らはとどま りません。ユー トピアを

求め ようという、そういう動 きはとどまることは

できません。ですか ら、今や彼 らが最 も目指 して

いるのはどこか。宇宙です。宇宙へ行 こうという

ことです よ。ユー トピアと しての字宙。

アメ リカと中国というのは、 これはまさに畑作

牧畜型 の文明ですね。黄河文明は畑作牧畜の文明

ですが、彼 らは宇宙へ行 こうとす る。ユー トピア

を求め ようとす る。そ して、新天地を再び砂漠に

変えようとす る。

何 を食べるか ということですね。 これが、パ ン

と肉を食べ、 ミルクを飲む とい うことが無意識の

うちに森 を破壊 し、水を汚染す るということにつ

なが っていたといぅことです。

で も僕 は、何 もパ ンを食べ るなと言 ってるわけ

ではあ りません。僕はパ ンが大好 きです し、パ ン

はぜひ食べて ください。いいんですけれ ども、今

までのそういう伝統的なや り方、 こういう畑作牧

畜型の文明とい うのは、そ ういう病みを持 ってる

ということです。

これ に対 して、米 を食べて魚 を食べるという、

この稲作漁労民ですが、 この人 々は何 を求めたか

というと、ユー トピァではあ りません。ユー トピ

アではな くて桃源郷 を求めま した。桃源郷。畑作

牧畜民が求めたのはユー トピアですけども、稲作

漁労民が求めたのは桃源郷です。

陶淵 明という人が書いた詩の中に桃源郷 という

のが出て くるんです。猟師が桃の花の咲 き乱れ る

美 しい地 に迷い込むわけです。洞窟 に入 ってい く

と、洞窟の向 こうに突然美 しい水 田が出てきた。

これが稲作漁労民の命が輝 くところ、桃源郷です。

その桃源郷 には何が棲 んでいるか。 これは龍が

すんでいるわけです よ。桃源郷の支配者は龍です。

龍は水の神です。 これを我 々、稲作漁労民は長い

間神様 として崇拝 を して きた。そうい う稲作漁労

民の文明が今 か ら約4,000年 前 にたいへ ん大 きな

変化 を受けます。4,000年 前 に、実は北方 にいた

動物文明、つま り畑作牧畜民が大挙 して南の方に

南下 して くるんですね。

もともと長江流域 には、 この稲作漁労民が生活

していま した。お米を食べて魚を食べ る人 々が、

長江文明とい う文明をつ くっていたんです。今 日

はその話はできませんが、長江文明という文明を

つ くっていた。 ところが、4,000年 前 に北方か ら

動物文明の人 々が大挙 して南下 して くる。そ して

彼 らをけ散 らすんですね。

一方の人 々は雲南省へ逃 げてい くんです。他方、

この揚子江の下流域にいた稲作漁労民の人 々は、

日本へ逃れ ます。そ して、 日本に稲作漁労文明と

いうもの、お米 をつ くる、魚を食べ る、そ ういう

ライフスタイルをもたらすわけです。

畑作牧畜民が大挙 して中国にやって きますと、

瞬 く間に森がな くな ります。今の漢民族のルーツ

になる人 々ですね。 こうい う人々がや って きます

と、例 えば今の中国の黄土平原、 ここにも深い森

がかつてあ った。4,000年 前 にはこの森 はほ とん

ど消滅 しています。

あるいは、 これはチベ ッ ト高原ですけれ ども、

この海抜3,800メ ー トルのヤ クが草をはむ、 こん

な所に森があると僕は夢 にも思わなか った。然 し

花粉分析 をす ると、 ここにはかつて森があ った。

それを、Jと 方から畑作牧畜民の人がや って くると

瞬 く間にこの森が破壊された。

この雲南省、中国の雲南省というのは、 これは

照葉樹林文化の故郷 としてみんなはよく御存 じだ

と思いますが、その照葉樹林文化の故郷へ行って

ください。いまや照葉樹林 というのは、ほとんど

見ることができません。 これは漢民族の村です。

漢民族が住んでいる周辺は、全部はげ山になって

います。

では中国にはどこに森があるかというと、こう

いう美 しい棚田、水田があって森を守 ってるのは

だれかといいますと、これはミャオ族や トン族と

いうような少数民族ですよ。少数民族は森 と水田
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をきちんと守 って、 日本人 と同 じようなライフス

タイルをとっているんです。

この稲作漁労民の流域の経営 というのは、山に

森を置いて、その水 を利用 して水 田をつ くって、

水 を循環的に利用す るものだということは これは

もう皆さんよく御存 じです。我 々が 日常的にや っ

ていることです。

その水 田は、実 は水をきれいに しているという

こともわか って きた。水 田は、硝酸性窒素、つま

り家畜のふん尿 とい う汚れた水の中の硝酸性窒素

を窒素ガスとして大気中に放 出す るんです。ある

いは、 この水 田の中には、	 ドジ ョウや カメやナマ

ズやゲ ンゴロウとい うように、た くさんの生 き物

が生 きている。 つま り生物多様性 を水 田は温存 じ

ているとい うことですね。

さらに、その地下水は海底 に流れていきま して、

富山県などでは海底湧水 というのがあるというの

が最近わか ってきま した。上流か ら流れてきた、

栄養分をた くさん含 んだ水が海底か らわ き出すん

です。それがプランク トンをつ くって、そ して魚

を育てているんですね。つま り稲作漁労民 とい う

のは水 を循環的に利用する。 しか もそれは流域 と

いうものを単位 に した水の利用です。

これは皆様が住んでお られ る相模川の流域です。

ここに大月、 これ は上流の町ですね。中流域 には

相模原なんかがあ ります。下流域 には、今私たち

がい ます横浜 とか平塚 とか川 崎 があ りますが、

我 々は川 を龍 に見立ててきたわけです よ、	1匹 の。

その龍が元気であるように、あるいは大災害が起

こった ら、 これ は龍が暴れているか ら我慢 しなけ

ればな らないという心をつ くってきた。

この上流、中流、下流の人、 これは水の循環系

によって運命共 同体 なわけです。それを、我 々は

教えられて きた。稲作農業 をやる中で、徹底的に

心の中にたたき込 まれてきたわけです ょ。

上流の人が、例 えばお米をつ くるためには 自分

のところにだけ水 を引いてきたのでは下流の人が

困るわけで しょう。 自分はお米をどんどんつ くり

たい。 自分のところだけ水 を引いてきた ら、下流

の人がお米 をつ くれ ませんか ら、当然他人のこと

も考えなが ら、 自分はもっと米 をつ くりたいけれ

ども、やは り他 の人の幸せ も考えなが ら水 を利用

しないと水の循環系は利用できないわけです。

だか ら、我 々日本人は、他者の幸せ というのを

いつも考えるということを、お米をつ くる中で培

つてきたんです。だか らそれを破 った者、 自分だ

け勝手 に水を利用す るような人間には厳 しい村八

分 とい う制度があ ったで しょう。そ ういうなかで、

自分の欲望 をコン トロールす るという心の方策 を

培 って きたんです。それは、まさに水 との関係で

培 ったんです。

ところが、 ヨーロッパの例えば小麦 をつ くると

いう畑作牧畜型の社会はどうか というと、 これは、

雨はどこか ら来 るか というと天水です。雨から来

る。雨がた くさん降 るわけです。雨を利用 して畑

を耕すわけです。ですか ら、 自分が一生懸命農耕

地を広 げていって、そ してた くさん家畜を飼えば

飼 うほど、だれ にも迷惑をかけるわけではない。

水は天か ら降 って くるではないか と。 お前 らとは

関係 ない。わ しは 自分で農耕地 を広げてい って、

家畜をた くさん飼 って豊かになるんだ ということ

で、個の 自立 というのは、先ほど申 し上げた魔女

裁判で も個の自立 というのがあ りますが、 自己 と

いうものがどんどん と確立 されてい く。そ して、

自分の欲望を拡大 して何が悪い。だか ら、「我思

うゆえに我あり」 というデカル トの有名な言葉が

あ りますが、そ うい う世界観がどんどんとい く訳

です。

ところが、この稲作漁労民の社会では、上流の

人が勝手に水を全部使 って しまった ら下流が困 り

ます。水の循環 とい うものの中で生 きるためには、

他人の幸せを考えないと生 きていけない。利他の

心です よ。利他の心 というものを心に刻んで生 き

なければ 日本の社会 は維持で きないわけですね。

これが水の循環系を核 に してお米 をつ くってい く

とい うことの最 も大 きなところです。

だか ら、 これ を、私は美 と慈悲の文明と言 って

いますけれ ども、他人への慈悲、思いや りですね。

これ をいつ も心 に入れ ない と、水の美 しい循環系

は維持できません。上流の人が勝手なことをや っ

た り、中流の人が勝手なことをや ってた ら、水 の

循環系は破壊 され るわけです。それ を維持する為

には、絶えず上流、中流、下流の人が、お互いに

お互いのことを考えなが ら生 きる、 この心を維持

しなければ、この 日本の社会 というのは維持で き

なか った。

然 も、 もう一つ大 きなところは、 この横浜か ら

富士 山 も見える し、 あ るいは秩 父や関東山地 の

山々が見えます。 「あっ、あそ こか ら水が流れて

くるんだ」 ということを、実感できるわけです。

この水 は、あそ こか ら来ている。水道の蛇 日か ら

来てい るのではない、あそ こか ら来ているんだ と
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いうことを子供 たちにも教 えれば、 この川 の源流

へ行 ってみようと。	1日 で行けます。	1日 で行け

る範囲に、流域 とい うものがあるんです。 これは

天が 日本に与えた最大の贈 り物ですね。

例 えば中国へ行 った ら分かるで しょう。中国の

上海 に行 った って、その揚子江の水はどこか らか。

チベ ッ ト高原か ら来 るんだ と言 ったって、チベ ッ

ト高原なんか見 ることも出来ませんね。 自分たち

が、流域 とい うものを意識できない。あま りにも

大 き過 ぎて。

アメ リカで もそ うで しょう。 ミシシッピー川 と

いうような川 の流域 を意識す ることはできません

が、 ここにいる皆様 は、横浜 に住んでいて大月の

人 々の生活を思い描 くことがで きる。たった 1日

もかけないで行 き来できるわけです。その小 さな、

私 は人肌感覚 と言 っている、その人肌感覚の中に

水の循環系が きちん とあるということ。 こんな国

は世界 にないんです。それ をきちんと守 ってい く

ということですね。

だか ら日本の生態系、 日本列島のガラスの最小

単位 は流域です。 この流域の生態系だけはきちん

と守 って、水の循環系をきちん と維持 していけば、

日本はまだまだ安泰 であるというふうに思います。

こういう水 とのかかわ り合い、森 とのかかわ り合

いの中で 日本人の心 というのは形成 されてきた。

その出発点、その最初はだれか といいます と、

例 えば最澄 さんです。最澄 さんは こう言 った。

「山川草木、国土悉 皆成仏」 と言いま した。 これ

は、山や川や草や木、国土 に至 るまでみんな仏 に

なれ ます よ、 ということですよ。 この延長線上 に

あの親鸞上人の「悪人正機」 とい う言葉がある。

山や川や草や木、国土 に至 るまでみんな仏になれ

るんだか ら悪人で さえ仏になれ る、 というのが、

これが 日本人の森の思想であ り水の思想なんです。

あの善悪の二項対立の中で、悪 は徹底的に弾圧

され なければな らないという、そ ういうキ リス ト

教的な ものの考 え方 とは根本的に違 うわけです。

あるいはその時代 に、 もう一人の天才がいます。

空海 さん という人。空海 さんはこう言 った。空海

さんは世間の栄達 をみんな手に した人ですけども、

最後 に到達 した所はどこか。高野山です。森です。

彼はこういうふ うに言 っている。 「森は人の世は

もちろん、天上の世界よ りも美 しい」 と。

この森 と水 を守 るということが、実は 日本人が

生 き残 る最 も重要 な、生命の根幹 を形成 している

ことだ ということを、最澄 さんや空海 さんは既 に

予言 していた。そのとお り、実は少な くとも江戸

時代までは、 日本人は、そ ういう森 と水の循環系

というものをきちんと維持 したライフスタイルを

とって きたわけです。

ところが21世紀、我 々はグローバルスタンダー

ドとい って、 ヨーロッパのスタイル と思 ってい る

けども、実はこれはアメ リカンスタンダー ドです。

グローバルスタンダー ドにすべてを合わせなけれ

ばいけない というのは、 これは何 スタンダー ドか

というと、実は動物型 の文明のスタンダー ドに今

日本を合わせ ようとしているんです。企業 も全部

そうです。

こういう時 に、 日本人の心が荒廃 し始めている

のではないか というのが最 も恐ろ しい ところです。

日本の学校で もい じめが始 まる。あるいは、 もう

考えもつかなか ったような殺人事件が どんどん と

起 こっていますね。 日本人の心が荒廃 している。

そういうことに危機感 を感 じてる人が、 こうい う

ところに集 まってお られ ると思うんです、実は。

森 と水を守 ろうではないかという、そのことに

共鳴す る人 々の心はまだ健全です よ。 アメ リカン

スタンダー ドに汚染 され ていないと言 ってもいい

んです。動物文明に汚染 されていない心を皆さん

は持 っている。

我 々はや られ っ放 しですね、はっきり言 った ら。

動物文明は植物文明を徹底的にや っつけてばか り

ですよ。我 々はや られ っ放 しですが、 このや られ

っ放 しの我 々の美 しい美 と慈悲の文明、森 と水の

循環系をきちんと維持す るような、そ ういう文明

に勝機があるか ということですが、実は21世紀 と

いう、 この2025年 を一つの ターゲ ッ トとす る世紀

は、実は水で危機 に直面す る。水で世界が危機 に

直面す るだろうということが、ほぼ間違いのない

予測 として言われています。

小麦粉 1ト ンつ くるの には水が1.000ト ン要 り

ます。 しか し牛肉 1ト ンつ くるのには、水は 1万

2,000ト ンも要 るんです よ。厚い ビー フステーキ

を食べているということ、 アメ リカ人が 10セ ンチ

もあるようなビーフステーキを食べていることは、

これは水 を飲んでいるとい うことです。 この地球

上 には、わずか2.5%の 淡水 しかあ りませんが、

21世 紀、中国の人 々がた らふ く肉を食べるだけの

水はもうこの地球上にはあ りません。

例えばこれは今のシ リアですけれ ども、シ リア

の畑作牧畜地帯で何を しているかとい うと、地下

を300メ ー トル とか500メ ー トルもボー リング して、

-54-



地下水 を くみ上げて、灌漑 を して小麦 をつ くって

いるわけです。

あるいはアメ リカのグ レー トプ レー ンですね。

コー ンベル トといわれ る トウモロコシの栽培地帯

では、オガララ地下水層 か ら地下水を くみ上げて、

そ して トウモロコシをつ くっているわけで しょう。

こんなに地下水 を くみ上げ る。 これは もう限界が

あ ります。いずれは枯渇 します。 しか し、お米を

つ くるというのは、 これ は表流水 を使 ってるわけ

ですか ら、 もし水の循環系が きちん と維持 されて

おれば永遠 に枯渇す ることはあ りません。 ところ

が地下水 を くみ上げてる農業 というのは、いずれ

限界がや ってきます。

先ほど申 し上げたように、21世紀のうちに地球

の年平均気温 は5.8度 まで最大で上昇す る可能性

がある。58度 、地球の年 平均気温 が上昇 した ら

どうなるか。最 も恐 ろ しいのは、地球の土壌水分

条件が低下す るとい うことです。 この黄色い部分、

色んなコンピューターの予想があ りますが、土壌

水分条件が低下す ると見 られているところです。

そ して、最近 出たのが これです。ュネスコか ら

出た。2025年 の深刻 な水不足 に見舞われる地域。

赤い部分がそうです。黄河流域か ら中央 アジア、

イン ド、そ して西 アジア、 アフリカ北部、 ヨーロ

ッパ、地中海沿岸、そ してアメ リカのグ レー トプ

レーンですね。 こうい った ところが深刻な水不足

に見舞われ る。2025年 には人 口が80億人 とします

と、そのうちの50億 の人 々が水不足 に見舞われ る

のではないか と言われ てい るんです よ。 50億 の

人々が。

しか も恐 ろ しいのは、 この赤い部分 にはだれが

住んでいるかというと、ユー トピアを求め続けて

移動を繰 り返す畑作牧畜民が住んでいるんです。

動物文明の人 々が住んでい るということですよ。

彼 らは、 自分たちの環境が悪 くなった ら必ずいい

環境を求めて移動いた しますか ら、21世紀 には、

この豊かな地域、例 えば東南 アジア、中国の南、

あるいは 日本、 こういった ところへ環境難民が、

この赤い地域か ら、水 を求めて移動す る可能性が

ある。 当然、水 をめ ぐる戦争 も起 こります。

先 日の世界水 フォーラムで、 日本 と世界、畑作

牧畜民の人 々、動物文明の人 々と日本 との間で、

意見が真 っ二つに分かれた ことがあ ります。それ

はどういうことか。 日本では、伝統的 に水は人類

の共有の財産である、みんなが平等に使わなけれ

ばならないものだ という意見が大半 を占めている

わけですね。 ところが、アメ リカや ヨーロッパは

違 うんです。水 を商品にすると。水 を資源 と して

活用 して、それ を売 るんだ、 と。そ ういう戦略が

もう始 まってい るわけです。人間にとってな くて

はな らない、その命の水 を、彼 らはもう戦略製品

として位置づけているんです よ。そ こが大変大 き

な違いです。

然 も、そうい う人 々の地域が2025年 には水不足

に見舞われるわけですよ。我 々の稲作漁労地帯、

東南アジア、モ ンスーンアジアのお米を食べると

いう人間が住んでいる所は、あま り大 きな影響 を

受けないんです。む しろパ ンを食べて、 ミルクを

飲んで、肉を食べている、そうい う人 々の所が干

ばつに見舞われ る。

言 うまで もな く日本の森 の中には年間2,300億

立方メー トルの水が毎年、毎年蓄え られているん

です よ。森は水 の貯蔵庫ですか ら。森があるか ら

こそ水 はあるわけです。だか ら、 この美 しい森 を

世界中につ くってい くということが我 々にとって

は大変重要なことだ と思います。

そ ういう時代 に、でも大変世の中が怖い状態 に

なっていると思 うので、僕は大変大 きな不安をぬ

ぐえないんです。それは、アメ リカのプッシュさ

んを中心 とするような人 々によって、 もう既に魔

女狩 りが始まったのではないか と思 うんですね。

ブ ッシュさんはイスラムの人 々に対 して「悪の

枢軸」 という言葉 を使 ったで しょう。悪 なんです

よ、 イスラムの人 々は。彼 らにとった ら、悪なん

です。 い くら小泉 さんがプ ッシュさん と仲がいい

とい って も、小泉 さんは決 してイスラムの人 々に

対 し「あなたたちは悪だ」とは言わ ないで しょう。

我 々にとっては物事 を善 と悪の二項対立で考える

ということはないんです。悪人でさえ極楽に行け

るとい う、そういう優 しい慈悲の心 を持 ってるん

です よ。 ところが、動物文明の延長のアメ リカ、

世界 を支配 している今のアメ リカの人 々にとって

はイスラムの人 々は悪なんです。 アニ ミズムの世

界 を失 った人 々、 その森 と水 の循環 系 を失 った

人 々が今、何を しているか。いよいょ魔女狩 りが

始 まったのではないかというのが僕の大変大 きな

不安です。

そのアメ リカンスタンダー ドの影響 を受けて、

学校で もい じめが始 まった り、会社で もい じめが

始まった り、女性への性的嫌が らせが横行 した り

してい る。 日本の社会でもそれが多 くなってきた

で しょう。やは り、 こういう日本の心 を、 日本の
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社会を大 きく変えるにはどうしたらいいか。それ

はみんなが森 と水を守ろうということに立ち上が

れば、水を守るためには他人のことを考えないと

いけない。魔女狩 りなんかやっておれないんです。

森 と水を守ろうという、それを流域を単位にし

て全員が立ち上がれば、そういうい じめの心とか、

あるいは性的嫌がらせ、魔女狩 りの心 というのは、

おのずから僕はなくなっていくというふうに思う

んです。 これが大体私の結論でございます。ちょ

うど時間になりましたので、この辺で終わらせて

いただきたいと思います。 どうもご清聴ありがと

うございました。 (拍 手)

パネル・デ ィスカッシ ョン

○糸長	 こんにちは。土曜 日の中、お集まりいた

だきましてありがとうございます。

これから3時 15分 までということなんですが、

シンポジウムの時間としてはちょっと短めではご

ざいますが、それぞれ桂川・相模川流域あるいは

鶴見川流域での多様な試みとか、あるいは課題に

ついてご提示いただきながら、最初はパネラーの

方で討議を しまして、その後フロアの方に振 って、

質問な り、お話を伺えればと思ってお りますので、

ご協力いただければと思います。

それでは、それぞれ持ち時間7分 ぐらいという

ことで最初にお話をいただきまして、その中から

テーマを絞 りながら進めたいと思 ってお ります。

最初に、私の自己紹介を兼ね、かつ流域に

ついての思いみたいなものをちょっと簡単にスラ

イ ドでお話をします。

ここにちょっと書 きましたのがバイオ リージ ョ

ンというとらえ方です。先ほどの安田先生のお話

で ドラゴン、龍の計画ということで考えますと、

生命そのものとして流域は成 り立 っていると。そ

れは、地下水の問題から上の大気の問題まで合め

て一種の生命体 として考えていこうというとらえ

方です。そのときに中心になるのが河川であろう

と。

これ は、安 田先生の話で言うと、暴力の文化 と

いいますか、それの植民地であるアメ リカの中で

の試み として、 どうもヨー ロッパ的 な発想で来た、

切 り刻んできた 自然に対 して共生す るための知恵

として、もともと運動を始めたピーター・バーク

というのがいるんですが、彼 らは、アメ リカイン

デ ィアンの生 き方に学びなが らもう一度川 とつ き

合う方向を考え ようと、上流 と下流のつなが りを

見てい こうと、そういうバ イオ リージ ョナ リズム

という運動 を70年代 ぐらいか ら始めているんです。

これが、先ほ ど安田先生 からも出て きま したけ

ども、アメ リカの州境の絵 です.こ れ は、人間が

勝手 に切 り刻 んだ結果の絵 です。環境 とのつき合

いというのは、環境、経済 を合めて政治が決定力

を持 っているわけですか ら、人間が決定す る範囲

が直線であると。で も現実 には、下 にあるように

つなが りが非常 に強い山、川、海等ですね。 この

つながる中で もう一度人間 はどう意思決定を して

い くべきなのか ということは、古今東西 を問わず

問われてきてい るという状況だろうと思います。

そ ういう中で、 これは有名な言葉ですが「森は

海の恋人」。 そ して一方 では「海は森 の恋人」と。

サケの遡上等 も合め非常 につなが りがある。その

つなが りが、 日本の場合には流域文化 と言われて

いるくらい多様 な流域がた くさんあ ります。その

流域の中で、 もう一度環境 の保全 と有効な活用 と、

その中での人間の生 き生 きとした暮 ら しをつ くり

上げると。そ ういう意味で考えれば、多分 ヨーロ

ッパではできない、 日本で しか、 しなければいけ

ない、それが東南 アジアを合めアジアヘの重要 な

発信 にもなるのではないかなというふ うに感 じて

お ります。 これ は逆のバージ ョンもあ って、最近

生物学者の研究 で も、サケの遡上が森 をつ くると

いう話 も実証 されてきてい ますので、非常 に意味

のある言葉だろうと思 ってお ります。

こういう山か ら海 まで合めて、そのバ イオ リー

ジ ョンの中での、それぞれ の営みをどう完結 し、

一方ではどうつなげるのか というのが課題だ し、

例えば相模川流域でいうと、行政でぶ った切 って
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きているわけですか ら、それをもう一度 どういろ

いろな意味でつなぎ合わせるか ということがポイ

ン トにな っているんだろうということですね。

この相模川流域で言います と、上流部、中流部

という言い方が よろ しいんですか、ね。相模湖で

パーマカルチ ャーという環境共生型での 自立的な

暮 らしをつ くる実践 の場づ くりを してお りま して、

これは昭和 15年 ぐらいのまだダムで沈んでいない

ときの上流部の絵です。

これは今 ち ょうどあそ こに橋がかか っているん

ですが、かかる前の ころの風景です。現在 はこれ

が、 こうい う状況にな っています。 どっちが緑 と

しての多 さがあるか と組み合わす と、ボ リューム

的にはこっちの方があるような雰囲気 も一方では

あるんですね。

これが昭和20年代の藤野町の山間地域の集落の

周辺の風景です。要す るに、畑作 を、相 当上 まで

や つていて、里山もそれ なりに薪炭 に使 っていた

という状況で、 これ を藤野町で討議 したときに、

どっちがいいですか と言 ったら、今の方がいいね

という人 もいたんですね。

そ こで幾つか実験的な農業をや った り、建物 を

つ くった り改修 した りとか、そんなことをや った

風景です。

今、そ この集落が、パ ネラーで も展示 しておき

ま したけども、廃校 にな った学校 を使 って、いろ

いろな体験 とか、交流 とか、そういうことを しな

が ら集落 を生 き生 きさせ ょうとい う動 きを始めて

きています。

そういう森林、上流部の里山か ら、河川か ら、

農地か らを含めて、そ こを教育の場、環境 を学ぶ

場、あるいはライフスタィルを学ぶ場 として もう

少 し総合的 に、 ビ レッジ的につ くり上げてい くと

いう、そ うい うモデル的 なものを幾つかつ くって

みたいなとい うのが私の夢 としてあるということ

です。以上、私のかかわ りと流域での多少のアク

シ ョンとい うことでご紹介申 し上げま した。

それでは、 まず最初に、道志村の水源の保全 と

活用 ということで長い取 り組みを して ございます

横浜水道か ら、上流の試み ということで上甲さん

か らお話をいただきます。 よろ しくお願い します。

○上甲	 横浜市の水源であ ります道志村の概要 に

ついて皆さんに説明を していきたい と思います。

OHPを 用意 してますので、映 してもらえますで

しょうか。

横浜水道は明治20年 に近代水道の発祥 と してス

ター トを してお ります。 当初は相模川 と道志川 の

合流地点か ら採 っていたわけなんですけれ ども、

そのときには石炭 を使 ってポンプアップ して下流

に流 していたということで、石炭の入手が非常 に

困難だということか ら、明治30年 に 3キ ロ上流の

道志川か ら引 くようにな ってお ります。

また、明治維新か ら乱伐 されたということで、

道志村だけではないんですけれ ども、 日本全国の

山林が荒廃 した ということか ら、洪水です とか、

またそうい った乱伐で非常 に水質がよ くなか った

ということか ら、横浜水道 は大正 5年 に村の 3分
ノ 1の 山林を購入 してお ります。

それで、 これが道志村の全景なんですけれ ども、

正面に富士山が見えますけ ども、本当に耕地面積

が少ない所です。人 口は最盛期の昭和30年代 には

3400人 ほどいま したけれ ども、それ以降、林業が

衰退 した とい うことで現在 は2,000名 ほどにな っ

てお ります。

これは水源林涵養で して、一応 10年前につ くっ

たんですけれ ども、当然 うちの山か ら出 した木、

ヒノキでつ くってお ります。そ して私は じめ総勢

9名 ということで、私は単身赴任なんですけども、

残 りの 8人 は道志村の方 を採用 してお ります。

それで水道局 としま しては、ず っと水源涵養 と、

もう一つは経済林 ということで、人工林の管理 を

や つてきたんですけれ ども、最近の林業の衰退 と

いいますか外材 に負けてるということか ら経済的

には成 り立 っていかない。それ と水源涵養 を主 に

すべきだということで、一応平成 3年 に経済林の

方向性は廃止 してお ります。ですか ら、平成 3年
か らすべて涵養林一本 ということでや ってきてお

ります。

その時につ くった指針ですけれ ども、スギとか

ヒノキが4倍 になって、 160年 とか 120年 になって

いるんですけれ ども、実際問題その時になった ら

どうす るんだという質問を受けて も、私はその時

には存命 してお りませんので何 とも言えないんで

すけれ ども、一応将来的には自然のままに放 って

お くという方向にな ってお ります。

それで道志村の全景なんですけれ ども、原版が

書いてあ りま して、山頂 の付近が水源林で持 って

いるところです。残 りの白い所は民有林になって

お ります。そ してこの民有林が木材価格の低迷で

現在、真 っ暗ですね。ですか ら生物は棲めません

し、また大雨が降 ったときには土砂の流出とかで、
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この 3分 ノ 1の 部分 を今 どう しようかとい うこと

で水道局では考 えてお ります。

次の これは、将来的 には水源涵養の森 としては

こうい った森 を作 ってい こうというふうに考えて

お ります。皆さんの手元の道志水源涵養林のパ ン

フ レッ トを見て欲 しいんですけども、一応将来的

には、 こうい った天然林を中心に した森林管理を

や ってい きたい とい うふうに考えてお ります。

あと2点 ですけれ ども、平成 16年 か ら道志村の

民有林の 3分 ノ2あ るところを、市民の方を募集

いた しま して、森林 ボランテ ィアをや ってまい り

ます。 当初 18年 度 までに300人 を予定 したんです

けれ ども、すでに690人 の応募 があ って、 16年 度

か ら民有林の整備 をや っていきたいというふうに

考えてお ります。

最後 に、道志村 と横浜市の交流なんですけども、

平成元年 にゴル フ場問題があ ったんですけども、

それは事実上な くな ったんですけども、その時 に

道志水源基金 というのをつ くりま して、横浜市が

10億 円、そ して道志村が 1,000万 円とい うことで、

その利子で 自然環境 を守 った り、 また道志村民の

生活の向上に役立ててい こうということで、その

道志水源基金を平成 7年 につ くってお ります。

また上下水道の整備 とい うことで、水道は既に

昨年で100%に な ったんですけ ども、平成 13年 度

から平成25年度 にかけま して15年 間で村民すべて

の家に合併処理浄化槽 をつけてい こうとや ってお

ります。 あと、市民 との交流 としま しては、施設

見学会の開催です とか、 また道志小学校の 5年生

を横浜 に迎えるとい った交流 もや ってお ります。

先 々月に、道志村 か ら提案のあ った横浜市 との

合併問題がな くな ったんですけれ ども、中田市長

は、今後 ます ます道志村 との交流を してい こうと

いうことを発表 されてお りますので、水道 を初め

横浜市全体 とな って道志村 との交流を図 ってい き

たいと思 ってお ります。以上です。

林務環境部の寺沢で ございます。 日ごろは桂川・

相模川流域協議会の皆さま、下流側の神奈川県の

皆さまより多大なお世話になっていることを、 こ

の席 をお借 りしま して、まず もってお礼を申 し上

げたいと思います。

山梨県は明治44年 に御料林をご下賜いただきま

して、皆さま御存 じのように県有林が非常 に多い

所 として全国で も稀な県で ございま して、民有林

と県有林 という2大 の所有者でや っているという

ような状況で、 ちなみ に山梨 県の森林面積34万

8,000ヘ クタールのうち県有林面積が15万 8,000ヘ

クタール、約44%を 持 ってお ります。

そのうち桂川・相模川 だけについて申 します と、

15万 8,000ヘ クタールのうち、流域 に関係す るの

は 2つ の林務事務所がございま して、富士吉田と

大月 を合わせ ます と約 3万 9,000ヘ クタールで、

25.4%を 占めてお ります。

これ に対 しま して民有林は、全県では19万 ヘク

タールで、大月、富士吉田を合わせます と約 6万

8,000ヘ クタールです。流域の県有林、民有林の

両方 を合わせ ます と、約 10万 7.000ヘ クタール と

いうことで、県下の相模川流域で31%と いうこと

で非常に多いということで ございます。

そのような中で山梨県は今年度、 4月 10日 に、

国際認証機関で ございます FSC(森 林管理協議

会)と いうところか ら森林認証をいただきました。

これは平成 14年 か ら5カ 年間 ということで ござい

ますけれ ども、公有林では初めてでございまして、

あとは、一般の民有林、社有林、大学の学校林 と

い うような形 で ござい ま して、面積的 には 15万

3,000ヘ クタールというのはダン トツに多いと。

その森林管理機関で、管理する原則 というのが

ございま して、原則 と規則が56ぐ らいあるわけで

ございますが、それをいずれ もク リアを して 4月

10日 に森林管理認証 をいただいた ということで、

その原則を今後忠実に守 ってい くということでご

ざいます。

〇糸長	 どうもありがとうございました。明治・		 もう一つは、地球温暖化問題でございまして、

大正からの横浜市の、水源を求めての、あるいは		 何 としても我 々のほうも3.9%を 維持 しなければ

良好な水を作るための道志村 とのいろいろな試み		 ならないということもございまして、山梨県に来

の紹介と、これからの展望についてもお話をして		 ていただいても分か りますけども、これはどこの

いただきました。																 県もそうなんで しょうけども、山が非常に動いて

それでは次に、山梨県はFSCを 含めた色んな		 いないというか、本来なら切 らなければならない

森林管理に精力的にいま取 り組んでいらっしゃい		 のが切 られてないというような状況もございまし

ますので、そこら辺の話を交えてお願い致 します。	 て、要するに温暖化のカウン トというのは切って

○寺沢	 ただ今 ご紹介いただきました山梨県大月		 植えて初めてカウン トされるということで、天然
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林はカウン トされな いものですか ら、 これは我 々

の方 も山が動 くという形で民有林なんかを指導 を

しているところで ございます。

然 しなが ら、御存 じのように東京 に隣接 という

か首都圏に隣接するということもございまして、

非常に森林所有者の関心が薄いということはある

わけで ございますが、や は り人間の手を入れた ら

人間で維持管理 をして いかないと、適正な森林維

持はできないという観点のもとにやってお ります。

最近、県でや ってお りますのは、民有林 に対 し

まして、切 り捨て間伐ではな く利用間伐 というか、

収穫間伐 というよ うな形でかな り大面積を切って、

そ こに広葉樹な り別 の ものを植えていくと、いう

ような形をとってお ります。

要は、戦後の (昭 和)20年代 に丸裸の山を早 く

緑 にしましょうとい う形で、一斉 に単層の樹種 を

植えまして、それがず っとなって きておるわけで

ございますが、ち ょっと余談にな りますけれ ども、

法正林思想 というのがあるんです けれ ども、 これ

は非常 に古典的で最近は言われな いんですけども、

例 えば100ヘ クタール の山を持 って いた ら、	2ヘ
クタールずつやれば50年 かけて切れると。 2ヘ ク

タールずつ階段状 に切 っていけば50年で 1サイ ク

ルになるという、要するに循環が起 こると。

だけれ ども、現状では、例えば20年代に植えた

木がずっと、20年代 と同 じまま上がっていくわけ

です。中が変わ らな くて50年、私 らは標準伐採 と

言っていますが、50年で切れるよ うにはなるんで

すけども、最近は材価 の低迷等 もあ りましてなか

なか切 らないということで、長伐期作業みたいな

ことを林野庁は言 ってお るんです けれ ども、そ う

ではな くて、私が思 うに法正林が いいのか悪いか

分か りませんけども、例 えば林齢配置 と言います、

林の齢 と書きますけれ ども、そ ういうものが階段

状でないと、やは り本 当に強い山にはな らないの

ではないか という感 じが してお ります。

いま、強制的に問伐 もかな りや っているんです

けれ ども、なかなか、例 えば昭和 20年 に植えたの

が今 50年 です けれ ども、同 じよ うに3,000本 な ら

3,000本 のまま50年 行 って も何の資源 にはな らな

いのではないか という感 じがするわ けです。人間

もそ うです けども、や は りそ こに同 じ年の人では

な くて幾人 もの人がいる というのが本当の持続型、

循環型になっていくのではないか という感 じが し

ておるわけで ございます。

そんな意味で、民有林 の、何 として も、意識 を

そ ういう形でやは り山を放 ってお いては、先ほど

水道局のお話 もありましたように、皆様が行 って

いただ くと一番わか ります けれ ども、 ヒノキの林

に入 ります と、雨が降って も下に水が落ちて こな

いと。ある程度 まで濡れず に下の土が乾いて埃が

立つ というようなのが、密植 された ヒノキ林で ご

ざいます。 これではどうして も、やは り炭酸同化

作用ができな くて、非常 に危ない林相 という形に

なってお りますんで、その辺を変えていきたいな

と思ってお ります。

それで今後、我々の方 はどうい う形で行 こうか

というか、感 じを持 っておるわけです けれ ども、

結論 というか、一つは最近地方分権 というような

話の中で地産地消という話が ございます。山梨県

で とれたものは山梨県で使お うではないか という、

要するに県産材志向というのがあるわけですけれ

ども、私 はちょっとそ この辺が私 的には違 って、

前 にも流域協議会の方たちにも話 をしたんですけ

ども、要す るに圏域 というか市場でやるのな ら、

や は り相模川は相模川の圏域の圏産材 という形で

お世話 いただいた方が非常 にうま くいくのではな

いか という感 じがする。

例 えば私 らのところにも今、甲斐東部材 という

市場が ございます。もうこれは、桂川 。相模川の

皆様 に本当にご協力いただいて、何 として も神奈

川県の皆様 に使っていただ こうというような形で

今やっておるわけで ございますが、お互いに神奈

川県 と山梨県が手を結んで、例えば山梨県の森連

さん と神奈川県の森連さんが組めば、非常 に流域

単位での圏産材愛用になるのではないか と。

そ ういう感 じが してお りまして、私 らは大月林

務環境部で ございますので、首都圏に隣接すると

いうことで、若千甲府のところと考え方が違 って

もいいのではないか という感 じが してお ります。

私 的な意見で ございますが、そんな ところで、今

や つてお ります。よろしくお願いします。

○糸長	 どうもありがとうございました。

では、その次に中村さん、お願いいた します。

○ 中村	 皆 さん、こんにちは。いちばん山梨県の

東の端 にあ ります上野原町 というところか ら参 り

ました。よろしくお願いいた します。

今回は横浜市の方々にお話するということで、

皆様がお飲みになっている水 に関す るということ

で、私 は山梨県が行っている下水道事業 について

少 しお話させていただこうと思ってお ります。
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資料 の 2枚 目に、上野原町 を含んだ桂川流域下

水道の地図があるんですけども、本当に山、山、

山の中の集落が沢山ある。そ こを一つに結 んで排

水処理 を しようという計画があ りまして、それ に

対 して、 どれだけの費用がかか って、 どうなって

いるのか というのを、ち ょっと上野原町 を中心に

お話 させていただき、一つの小 さな自治体 の現状

をお話 しなが ら、水をきれいに してい くことの一

つの方策 ということでお話 させていただ こうと。

まず富士吉田市の一部か ら、西桂町、それか ら

都留市、大月市、上野原町 と、その 3市 2町 にま

たがる事業 でございま して、それぞれ に処理区が

た くさん、都留市では14カ 所の処理区に分かれて

お ります。大月氏は21カ 所。上野原町は 7カ 所。

富士吉 田市 と西桂町は 4カ 所 なんですけれ ども、

これの総延長 をち ょっと計算 してみます と、全部

で55k	mに な ります。大月市の方では笹子川幹線

というのが、	1号 幹線、 2号幹線 とあ って、それ

に笹子川幹線がプラスされて、全部で55k	mの 総

延長にな ります。

これ に対 し予算が750億 円かかるとい うことで

進め られてお りま して、平成 5年 あた りか ら計画

されて、 7年 か ら工事が始 ま り、平成 14年 度では

どれ くらい整備 されてるいか というあた りで、流

域下水道の方は県の事業ですので、私は上野原町

に住んでいて町の行政だけではわからない もので、

山梨県の方へ伺 ってお話を聞いた りもしてまい り

ま した。

それで 1号 幹線、 2号幹線、 これは本流 の所、

桂川 に沿 った幹線ですけども、それが流域下水道

の方ではで き上が りつつあ ります。

あと本体 の最終処理場、その内外の整備 だ とか、

そ してまた処理場が上野原町 よ りも高い ところに

あ りま して、ですか ら上野原町の汚水 はポ ンプア

ップ して処理場へ持 ってい くという、非常 に人 口

が少ないか ら上野原町 も入 っては しい とい う辺 り

もいろんな思惑 もあ って上野原町は入 っているん

ですけれ ども、かな りの費用 をお互いに出 し合わ

なければな らない現状です。

そ して、工事の進捗状況ですが、全体の計画が

2,799ヘ クタールのうち、今回認可された838ヘ ク

タールが工事の対象になってお りま して、その中

の605%が 現在 で きてお ります。507ヘ クタール

が現在で きていて、来年、平成 16年 に供用開始が

され る予定 にな ってお ります。

各、それぞれの行政地域か らの汚水量 の比率に

よって桂川流域下水道の方へ、例えば上野原町か

らは21%支払わなければいけない、負担金 を出さ

なければいけない ということで、平成 5年 か ら14

年までに支払われ ま した上野原か ら出ているのが、

30億 円出てお ります。

そ して上野原町の公共下水道工事の進み具合は、

当初計画が817ヘ クタール、変更され ま して704.6

ヘクタール。その うち開発地域 も含んだ認可面積、

それが300.8ヘ クタールです。 ここの区域 は比較

的住宅地が密集 しているところで、仕方がないと

言った ら申 しわけないんですけれ ども進めている

状況です。

平 成 7年 か ら 14年 まで 町 で整備 した面 積 は

1024ヘ クタール、対象人 口が7,740人 です。 これ

に対 しての費用が34億 円かか りま した。流域への

負担金30億 円を足 します と、 これまでに下水道 に

対する町が繰 り出 した り、借金 した りして出 して

いるものが64億 円にな ります。一般会計 における

借金が上野原は大 きいんですけれ ども、その他 に

下水道関連の借金 と して50億 円の借金があると。

小 さな町で貧乏 なんですけれ ども、なるべ く自分

たちの責任で川 をきれいに していこうとい う趣 旨

で行われている事業です。

大 きな金額 と時間をかけてなかなか完成 しない

下水道のわけですけども、今年 3月 に朝 日新聞に

合併処理浄化槽 に切 りかえてい く自治体が増えて

いるという記事があ りま した。私 も行政 に随分、

合併処理浄化槽の方が安 く早 くて自己完結できる

んだという話を してたんですけれ ども、なかなか

そのように 目を向けて くれないのが現状で して、

しか しその朝 日新間の中では しっか り取 り組んで

いる所が 日本全国に増えて きたよと、 コス ト的に

も物す ごく安 くな っているよという辺 りが しっか

り書かれてお りま した。

ちなみに、お隣の (神 奈川県)藤野町の事例 を

ち ょっと勉強 させていただきましたら、藤野町は

津久井の流域下水道 に入 られていると思 うんです

けれ ども、公共下水道費用 には21億 5,900万 円、

流域下水道の負担金 として 10億 4,700万 円、合計

32億 6,000万 円かか ってい ま して、供用 開始 して

いる世帯が323戸 。 これ を 1軒 当た りに割 り返 し

ます と993万 円かか っていると。

同 じく藤野町ですが、合併処理浄化槽の設置 も

や ってい らっしゃるんです。その設置費用が 1億

6,900万 円。幾つの合併浄化槽が設置 されたか と

いうと、 127基 です。 1基 につき割 り返 します と
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133万 円。 こんなに、 コス トと して開 きがあ る。

やは り、流域の飛び地 になっているこういう所 を

大 きく ドー ンと 1本 に持 ってい くというや り方が

当初はよ しとして国か らも交付税バ ックがあるよ

とか、そ ういうことで進め られて きて、 もう77%

本体 もで きていると。そ ういう状況で、 もうゼ ロ

に戻す ことはできませんので、 これ以上進めてい

くということは、ち ょっと見直 してい くことを し

て欲 しいな と私は思 ってお ります。 日本全国でそ

ういう所が沢山あると思 うんですね。

安 田先生がお っしゃられ ました 日本人 と水 との

つき合い方、それを見てい くと、本当に山間部 に

家 々が並ぶ、そ こが 日本人の郷愁 というんですか、

命の もととい う思いを私 は持 ってお ります。 どう

ぞ合併処理浄化槽 を見直 していただいて、行政 の

方 々も、 「これだけお金 をかけちゃったんだか ら、

もう取 り返 しつかないよ」ではな く、 これ以上余

りお金 をかけないように、減縮工事 に しても、費

用 に して も、少ないお金で何 とかとどめて、あ と

は合併処理浄化槽でやれ るようなことを考えてい

って欲 しい と思います。そうす ることで早 く生活

雑排水 が きれいにな って、川 もきれいになってい

く。そ して皆さんと、上流 と下流 とお互いに胸張

っておつ き合いできるのではないかと思 ってお り

ます。

〇小宮 (平 塚の自然を守る会)私 は昨年、こう

いう俳句を読みました。「上流は桂川なり初スス

キ」。いま中村さんもおっしゃった通 り、川か ら

上流を見る郷愁というのは、下流の人たちは絶え

ず持 ってお ります。

本題 に入 りますが、資料は2枚 、 4ペ ージです。

最初は、平成 10年 に当時の建設省京浜工事事務所

から試案 として提示 していただきましたものです。

これは、川の大さで水量を表わ しております。

相模ダムで19ト ン、毎秒でございます。そ して、

最下流の寒川堰下流では何 と2.24ト ン、毎秒でご

ざいます。丸印がちょこっとしてぁるんですが、

上から読みますと、水道水に使われている量で、

いずれ も毎秒 トンです。 14.43、 次が008、 そ し

て横須賀水道 に0.68、 最終的に寒川堰で15.98。

これ らを トータル しますと何と31ト ン以上取 って

おります。

それに対 して、この当時は2ト ンほどしか川 に

水が流れてない状況が最下流のところです。現状

は著 しく変わ りま して、 2ト ンが 8ト ンになって

お ります。 これが河川維持流量 と申 しま して、 8

トン以上で ございますか ら、間違いな くそれよ り

多 くなった とい うことで ございます。それ と同時

に相模大堰 という問題があ りますか ら、	 トータル

で取水する量 というのは、そ う変わ りあ りません。

維持流量 を毎秒 8ト ンと します と年間 2億 5,000

万 トン、 こうい う数字にな ります。

次のページは、昨年の水資源環境 シンポの際 に

出 していただいた資料 をここに添付 してお ります。

わか りやす く言えば、 この中で相模川水系の60%、

これが上流か ら流れ込む水量でございます。それ

をまず頭に置いていただきま して、水道事業給水

量 というのが、平成 13年 で ございますが トータル

でい きます と12億 1,900万 トン、年間です。 隣は

1日 330万 トン。 これの内訳 を見ます と、横浜が

379%、 県営水道が33%、 川崎、横須賀、その他

がそれぞれのパーセンテージで示 されています。

要す るに、上流か ら流れて くる水 というのは12

億 トンの中の60%、 約 7億 トンという数になって

お ります。先 ほ どの河川維 持流量の2.5億 トンと

比べま して も、かな りの水量 を川 か ら吸い上げて

水道管 を通 して私たち市民に使われてお ります。

御存 じのように水道管 を走 る水は、生態系 とは

全然関係ないんですね。魚 もお りません。河原 に

あ ります植物、それ らも全 くな く、ただ機能的に

管を伝わ って皆 さんの手元 に来ておるわけです。

そ うい ったことを考えていただ くための資料をま

とめま した。

その次は相模湖 ダムに流入する量。 これは単位

が 100万 トンですか ら、平成 14年 は 12億 トン流れ

込んでお ります。 この表 の中で著 しく低いのが、

平成 8年 、 9年、 これは年間 8億 トン余 りです。

それに対 して寒川堰から下 に流す水、 これは残念

なが ら平成 8年 は著 しく少 な くて 3億 7,000ト ン。

それ か ら平成 9年 は 2億4,000万 トン。 こういう

数字です。雨の降 る年は、割合に上流か ら流れて

くる数字 と下流 に放 出す る数字 とが大体同一か、

少 し多い時 もあ った りす るんですけども、極端 に

少ない年は川の下流部では、あるいは中流域でも

そうだと思いますが、相 当に生態系を損ねた状態

になっていたのではないか と思います。

参考 までに、平成 13年 の実績で水道の使用量。

7億 9,800万 トン、年間使 うと、	1人 当た り256リ

ッ トル。 これは家庭 で使 う水です。ですか ら、皆

さん方が外出 しま して食事 を した り、公衆便所ヘ
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行 った り、い ろい ろす る水 を加 えます と大体300

リッ トル になると思います。300リ ッ トル という

のは、年 間 1人 で幾 らになると思います か。 100

トンなんです。驚 くべ きことに 1人 100ト ン年間

使 っているんです。 この数字 を見ていただいて、

水 というものを大事 に有効に使 っていただ きたい、

そういう趣 旨であえて この数字 を記載 させていた

だきま した。

これ は、水道料金の比較表 を行政当局 にお願い

しま してつ くりま した。現時点では多少の移動が

あるか も しれませんけれ ども、 15年 4月 1日 現在

ではこういうことで、	1家庭あた り、大体 1人、

20立方 メー トル以下 になるはずなので、真 ん中の

値段 を見ていただ きたいと思います。

神奈川 県が20立 方 メー トルです と、 1,921円 。

以下、そ ういう数字が並びますが、その隣の括弧

で示す数字、 これが大事 なんですね。神奈川県を

100と します と横浜市は127.9と 相当な負担 を して

いると思います。横須賀市 も同 じくらいで、川崎

市はどういうわけか、まあまあ安いというように

とられ る数字で ございます。小田原、秦野、座間、

この辺は市独 自で湧水や伏流水 を利用す る関係上、

値段が安 くなってお ります。津久井もその近 くだ

ということで、 こういう数字 になるのではないか

と思います。

が1,500億 円。その中には雨を貯留す るが324億 円、

洪水防止が439億 円、水質浄化が746億 円。あるい

は土砂の流出が1,800億 円、土砂の崩壊防止が300

億 円、あるいは保健休養 には1,400億 円、大気保

全が63億 円、	 トー タルで5,186億 円の評価 になる

そ うで ございます。

これ を人 口でいきな り割 ります と、 日本の国の

場合 は67兆 円を 1億 2,300万 人で割 ります と 1人

当た り54万 7,000円 の価値 があ るそ うです。それ

に対 して県は、	1兆 6,000億 円を860万 人で割 り算

します と5万9,000円 です。 この辺、 よ くこれ を

頭 に入れていただ きたい。神奈川県は、先ほどの

60%は 山梨県か ら流れて くる水、その山林の価値

を加えるということに しても 1兆 円には届かない。

日本国中どこへ行 ってもそ うですが、都市化 され

た県は、いわゆる森林の持つ公益的価値が非常に

少ない。 こういうのが現状で ございます。

そ して、先ほどの「上流は桂川 な り初ススキ」

とい うのは、平塚の場合は「上流 は桂川な り相模

り||」 と言 ってお しまいなんですけれ ども、今 日の

表題の ごとく「上流は桂川 な り水道水」、 これが

現実です。 これをよ く分か っていただいて、 この

桂川 。相模川 を、やは り賢 く利用 してい く方法 を

皆さんと一緒 に考えていこうではあ りませんか。

それが私の願いで ございます。

これはいわゆる森林のもつ公益的な価値、 こう			 ち ょっとダブ リますけれ ども、富山和子 さんと

いった ものを単純 に金額で表示 しました。順番に		 いう方がおられ ます。草 っ原 に雨が降 ります と、

行 きます と、水源涵養、 これ については全国では		1時 間あた り 1ミ リの貯留 しかで きません。肥え

27兆 1,200億 円。 その中で雨の貯留、 これが 8兆		 た山林ではこれが 100ミ リか ら150ミ リ貯留 します

7,000億 円。洪水 の防止、 5兆 5,000億 円。水質の		 と、 こういうふ うに言われてお ります。

浄化、 12億 8,000億 円で、合計が27兆 1,200億 円。			 この富山和子 さんが、万葉集か ら紹介 していた

それか ら土砂の流出防止、 これが28兆 円あま り		 だ く和歌がございます。万葉集をつ くられた方は

あるようです。それか ら土砂の崩壊防止、 これ も		 かな り古いんですが、その古い方が言 っているん

8兆 円あまりあるというように評価 されています。	 です。

そ して、私 どもが楽 しむ森林 と して、保健休養は				 いに しえの人が植えけむ杉の枝に

2兆 2,500億 円 と評価 してお ります。それ か ら、								 かすみたなび く春は来ぬ らし

大気の保全、 これは炭酸 ガスの防止 ということで、		 日本人は、安 田先生の講演 にもあ りま した通 り

森林が蓄 える費用 と しま して、	1兆 2,000億 円を		 非常に 自然を大切 にする民族で して、万葉の歌人

考えておるようで ございま して、	 トータル67兆 円。	 が「いに しえの人が木を植 えています よ」 と教え

この当時の国の予算が大体80兆 円と理解 してい		 て くれてお ります。そうい ったことも合めて、私

ただ くとわか りやすいのではないかと思います。		 どもは、やは り水な らば水の先にある山林 という

わずかにこの評価額 のほうが下回 りますけれ ども、	 ものを大事に してい こうと、 こういうのが今 日の

相当額の森林の価値 というものをここで私 どもは		 テーマではなか ったかと思 う次第でございます。

認めざるを得ない という状況 に日本の国はあると			 これで終わ らせていただ きます。

思います。

それ に対 して神奈川県、 これは順次、水源涵養
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○岸 (鶴 見川流域ネ ッ トヮーキ ング代表)	 こん

にちは。私は、鶴見川流域で流域活動、ネッ トヮ

ーキ ング活動 をや って今年で 12年 目になりますが、

三浦半島の小網代 とか多摩・三浦丘陵 という広が

りで、いるか丘陵ネ ッ トヮークというものもや っ

てお りま して、行政区画ではな くラン ドスケープ、

地べたのでこぼ この構造 に沿 った都市の再生 とい

うのを、いわばライフワークに してお ります。

本職 は、慶応義塾で生物学の先生 をや ってお り

ますけれ ども、 こちらは、生物学 の先生 と同時 に

環境主義 とかあるいは環境倫理の基礎論のような

ことをこつ こつや ってお りま して、 き ょうお招 き

をいただいたのは多分 2つ 理 由があ って、鶴見川

流域の、 とくに神奈川県部分は飲み水 のかな りを

桂川 。相模川水系に依存 している。だか ら水道流

域の下流 という位置づけかと思 うんですが、ただ

鶴見川 は源流が東京都内にあ って、私 は今、東京

都の町 田市に住んでお りますけれ ども、鶴見川 の

源流域の人たちは利根川の水 を飲 んでいて相模川

の恩恵 にはあずか っていな くて、逆 に相模川の水

を神奈川県か ら川崎市に引 くために源流域に巨大

な トンネルをつ くられて源流の水 を切 られてお り

ますので、源流の鶴見川源流の人たちか らすると、

相模川 の水のおかげで鶴見川源流の水がな くな っ

た とい うのも実はあるので、なかなか単純ではな

いんです。

それ ともう一つは、多分、 日本では、先ほどバ

イオ リージ ョナ リズムの話があ りま したが、バ ィ

オ リー ジ ョナ リズムを自分の課題 と して考えて、

なおかつ活動につなげるという学者 は余 りいない

んだ と思 うんですけれ ども、私 も古 くか らのバ イ

オ リージ ョナ リス トで、糸長 さんが親近感を感 じ

て くだ さっているのかなとも思 うんですね。

ただ しいろんな理由でバ イォ リージ ョナ リス ト

と言いません。外国人 と話する ときはバィォ リー

ジ ョナ リス トと言いますけども、生態文化地域 と

いう言い方を して授業をや りますけれ ども、生態

文化地域主義、地域生態文化論 という授業をや り

ます。バ ィォ リージ ョンと言 って、 アメ リカ的 に

なることをち ょっと嫌 っているとい うことがある

か も しれ ません。

きようは、相模川 の問題 について、鶴見川か ら

どうい う貢献 をというお話 を直接 はいた しません。

また、鶴見川流域 ネ ッ トヮーキングの中で、 この

相模川水系の水源の問題 をどうす るか という議論

をまだちゃんと してお りません し、そ うではな く

て、流域 という枠組みで環境の回復 を図るとか、

都市の回復 を図るというのが、どうい う広が りが

あつて、 どんな可能性があるのか と。相模川だけ

で語ると多分見えないか もしれない、そ ういう話

を提供す るのが私の役 目かなと思 って参 りま した。

OHPが 何枚かあ りますので、紙芝居 のようにさ

せていただ きます。

いま映 ってい るのが鶴見川の水系 と流域図です。

東京 と神奈川の間を流れています。長 さ425キ ロ

だか ら、桂川 。相模川の 3分 の 1ぐ らい、流域 も

桂川 。相模川の 6分 の 1ぐ らいの小 さな流域です

が、下流部 には都市施設が集中 していますので、

もちろん 1級 水系、国土交通省直轄の川です。

流域の形が斜め左後 ろか ら見たバ クの形 とい う

ことで、先ほどアニ ミズムの話があ りま したが、

地域の文化の中に大地の地図をアニ ミステ ィック

に組み込む というのが私 の古 くか らの思想でもあ

つて、いろんな ものを動物 にするんですけれ ども、

鶴見川 の流域はバ クの形、バクの形の流域 として

広報活動 をず っとや っています。

この流域は幾つか重大 な特徴があ って、一つは

流域の85%が もう市街化 されていま して、語るに

足 る量の森や農地はもうあ りません。 だか らこの

地域の流域の中心課題は、環境の回復 とか都市の

再生 ということにな ります。 もちろん水道利水 は

あ りません。そのかわ りに洪水の危機がず っと続

いてお りま して、 どうや って水循環 を破壊的に し

ないか、 どうや って洪水 を阻止するか というのが

最大の課題 にな っている川 です。

それ と同時 に、去年の 8月 25日 にタマちゃんが

来て、私が草刈 りをや っている鶴見川の下流の草

っ原のす ぐ脇 に来て、同時 に汚い川だ と。 日本で

二番 目に汚いと去年言われて大変困 ったんですけ

ども、今年はついに日本一汚いと言われているん

ですが、 これは実は大間違いで、今 日ここで詳 し

くは言いませんけども、 日本には 1万3,000本 の

1級 河川があるんですが、その中か ら国土交通省

が色んな都合で 166本選んで測 った ら、 たまたま

一番汚い値が出たというだけで、 しか も鶴見川 の

下流の五 カ所の測定点の平均値ですので、 日本に

ある数十万本の川の中では、都市の川 ではかな り

きれいな川です。 アュもいます し、 ゥナギもいま

す し、 この辺 りはこれか ら汚名挽回 というか誤解

克服 とか、来週、慶応義塾の 日吉キャンパ スで、

「鶴見川が 日本で一番汚いは本当か」 と国交省の

京浜河川事務所所長にも参加 してもらって、それ
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は大間違いとい うシンポジウムをや ります。

12年 ほど前か ら、鶴見川流域 ネ ッ トワーキング

というネッ トワーク活動が進 んでいます。多分、

相模川のネッ トワーク活動 とち ょっと違 うのは、

完壁にグラスルーツで組み上げたネ ッ トワークで

あ りますので、行政が主導 して、行政 と連携 して

立ち上が ったネ ッ トワークではないんですね。

ここに図が書いてあって、いま私 は鶴見川流域

ネッ トワーキングのNPO法 人の代表 とネッ トワ

ーク組織全体の代表 と兼ねていますけども、法律

とうま くす り合 うようにす るために、NPO法 人

と しての組織 と、それか ら連携TRネ ッ トという、

連携任意団体三十数団体で構成 しているのと両方

重複 させ る非常 に難 しい、複雑 な組織の運営 をや

ってお ります。

次 に、 どういうことをや っているかというと、

日常的には、流域の各地、源流の町田か ら川崎、

横浜に至るまであちこちで持 ち場活動 をやる団体

があ りま して、いま緑地だ とか水辺で定期活動 を

やる、そういう場所が20カ 所ほどあ ります。 もう

ち ょっと多いか もしれません。

そ こで市民公開型の例えば子供 のお世話をす る

とか、雑木林の管理 をや るとか、水循環再生を小

規模 なやつでや るとか、り|1辺 で生 き物調査をやる

とか、 というふ うにず っとや るわけです。そ こに

行政 も来て ください、子供 たちもおいで、教育の

お世話 を した り、いろんなことをや ります。図に

あるのは、ふた月に 1回 出 してい る通信に載 って

いる定例活動拠点の位置です。

また、流域全体でまとまって色んなことをや り

ます。 もうそろそろ終わるんですが、流域全体で

ク リー ンアップ作戦 というのをや ります。80団 体

か ら100団 体 くらいが参加 します。 そのお世話 を

やるんですね。 これ には行政その他 も参加 を して

いただいて、鶴見川全体の流域 に親 しむ活動で、

む きになって ごみを拾わない。 ク リーンアップ 。

プラスワンと言 うんですけれ ども、	1時間30分 の

企画だ った ら、 ゴミ拾いは30分 でやめる。あとは

子供たちと虫をとるとか、魚 をとる、川 に親 しむ

という、そ ういう不思議 なク リー ンアップをや っ

ています。

調査 などもや ります。水系の鳥の調査は、 もう

10年 目、全域にも入 りま した し、各地でいろいろ

なことをや りますが、川ですのでお魚の調査では

これは、左端 に上か ら下 まで魚の種類数、 50数
種類あ ります。河 口か ら源流 まであ って、黒丸は

いるということです。鶴見川 というのは、本当に

地獄の川 と勘違い してる人がいっぱいいるんです

が、た くさん魚がいます。

アユはた くさんいます し、先週の土曜 日、綱 島

という中流の駅の脇で地元の釣 りのお じさんたち

と18人 で、私 もメンバーで、 1日 ハゼ釣 り大会 を

や って、午後 しか参加できなかったんです けども

9位 で、 17人 で釣 ったのが695匹 。みんなそれ を

てんぶ らに して食べるんですね。ボラとかセイゴ

は脂身が多いので生物学者 としては食 うなと言う

んですけども、ハゼはほとんど横紋筋の塊 のよう

な魚ですので、そこそこ大丈夫で、私 もよ く食べ

ます。私 もい っぱい食べ ま した。

下 に水質改善 目標が小 さな文字で入 ってます。

読めな くて も結構なんですが、どうい う目標値 を

作 って、ただBODで 扱 うんではない、そ うい う

ばかばか しい水質論議か らいかに抜け出すか とい

うようなことを必死でや っている水系、そ うい う

のをネ ッ トワークの中で議論 を しなが ら進めてい

ます。

この鶴見川流域の最大の課題は、先 ほども言い

ま したように洪水なんですね。流域の85%が 既 に

市街地化 されて しまっていますので、雨が降 ると

一気に川へ出てきます。 しかも、 これが1960年 代

ぐらいか らの40年間に一気 に70%ぐ らい市街地化

が進む とい うとんでもない川であ りま したので、

なかなか通常の治水が間に合わない。

どういうことを したか というと、川 だけで洪水

を阻止す るということがで きな くなったので、流

域にめちゃくちゃに池を掘 りました。 よ く調整池、

洪水調節池 と言 った りしますけれ ども、都市計画

の中で宅地開発要綱 とセ ッ トで、開発 した ら池 を

つ くって水 をためて くだ さい と。現在3,000カ 所

か ら4,000カ 所 の大小の池 があ りますが、 と同時

に緑地 を守 る、農地 を守 る、 というようなことを

河川管理者が言 う不思議 な川です。

総合治水 という特別の治水対策、県が絡む川 と

しては、引地川 と、それか ら境川が総合治水対応

ですけれ ども、唯一徹底的 にモデル的 にや ってる

のは全国で も鶴見川流域だけかと思います。 どう

や って洪水 を阻止するか、 これを市民 も協力 して

や りま しょうという川。 1980年代か らそ ういうり||

です。

洪水 をどう阻止するか、 これを市民 と行政 とが

連携 してや る。いろいろな形で連携 しま しょうと

いうのが鶴見川流域ネッ トワーキングのスタイル
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でず っとや ってきたんですが、それだけではな く

実は鶴見川流域ネッ トヮーキングは川 の活動だけ

や つているわけではないので、福祉問題 まで手を

出 しますので、安全 と安 らぎとそれか ら自然環境

回復 と福祉 を川・水系・流域 とい う枠組みで工夫

して都市再生す るというのが ビジ ョンの団体です

ので、 これ にある意味では河川管理者の方が近づ

いてきて くださって、 ここ数年、鶴見川流域水 マ

スタープランというのをまとめています。

これはどういうのか というと、洪水 を阻止す る

ために、川 だけで考 えるのではな くて流域全体で

考えるとい うのを20年 や ってきた と。普段流れて

いる水 をもっときれいに して、上源流の水の減 り

を抑えると。 これ も流域で考えなければいけない。

さらに、 自然環境の保全 というのは行政区画 じゃ

な くて、尾根で囲まれた流域 という枠組みでやる

のが一番いいだろう。だか らそれ を総合的 に流域

でやろうと。

それか ら住宅密集地が中・下流 にあ りますか ら、

大災害、大地震があ ったときに、 どういうふうに

してそ こか ら逃げるか、災害の拡大 を防 ぐか と。

川 を利用 してやろうというので、川辺 に海路で物

資集積がで きるような防災広場 をつ くるとか、緊

急時に川の水で初期消火ができるようなピッ トを

つ くるとか、そんなこともやる。

さらに、地域の文化 というのは、 これはバ イォ

リージ ョナルな思想 をそのまま生かす という形 に

なるか と思 うんですけれ ども、行政区画文化では

な くて、行政住所ではな く流域住所に即 した流域

ベースの地域文化をつ くろうと。洪水阻止、平常

時の水 の管理、それか ら自然の保護 と防災 と文化

づ くりの 5本柱で、総合的な計画 を河川管理者が

中心につ くっていいのか というようなものをつ く

って、いま最終的な PI(パ ブ リック・ ィンボル

プメン ト)に かける段階に入 っています。それぞ

れのステ ップで、また今後のステ ップでも鶴見川

流域ネ ッ トヮーキングと河川管理者 との連携 とい

うのが軸 になっています。

以前か ら鶴見川流域 ネ ッ トヮーキングは、 こん

な連携 を構想 していま した。鶴見川の流域 に流域

交流のセンターがあ って、プランチがあぅて、で

市民と企業 と河川管理者 と自治体、河川管理者 と

自治体 を分けるのは、実は河川管理者 というのは

川 を管理す るというので 自治体枠 を超 えた連携が

つ くりやすいんですね。例 えば同 じ横浜市で も、

河川管理 をや っている所 と農地をや っている所の

距離 というのはかな りでかいわけで、国の河川管

理者 と横浜の河川管理者のほうが近いということ

があって、河川管理者は河川管理者で一 くくり、

四者連携 と言います。市民、行政、河川管理者、

企業、 この四者が連携 をするセ ンター・プランチ

構想 というのがず っとTRネ ッ トの中心にあって、

それが少 し実現 し始めています。

この 6月 15日 に鶴見川 の洪水阻止のための最大

の仕掛け、新横浜の多 目的遊水地 というのがオー

プンしま した。 ヮール ドカップをや った国際競技

場 もその中に入 っている84ヘ クタールの巨大な池

ですけれ ども、そ こに流域センターというのがス

ター トしています。 これ は遊水地 を管理す る施設

なんですけれ ども、そ こに同時に流域交流のため

の流域センターというのが くっついていて、流域

環境教育のセンターです。行 くと、床 に流域図が

あって、壁 にも流域図があ って、部屋 じゅうバ ク

の絵 と流域の地図だ らけ。 コンピューターはい っ

ぱいあるんですけれ ども、覗 くと流域情報がい っ

ぱい流れていて、広報の女性職員 とTRネ ッ トの

若手の職員がひ っついて、鶴見川でさっき採れた

ばか りの大 きさ50セ ンチのナマズが泳いでいるよ

うな水槽 を管理 した りして、いま子供たちがい っ

ぱいや ってきます。

ここで子供 を中心 と した流域交流が今、急激 に

広が りつつある。 ここを基盤に して、 うま くいけ

ば水マスタープランを推進する流域協議会のよう

なものが、 この先に構想 され る。相模川のほうは

流域協議会がまずぽこっとあるわけですけれ ども、

我 々はグラスルーツで じゅくじゅくじゅくじゅく

つ くってきた、そういうステップにあ ります。

で思想はどういう思想か というと、流域思考 と

いうんですけれ ども、流域 というのは実は非常 に

面 白い地べたの構造で、入れ子構造 にな ります。

横浜市の港北区、神奈川 区 と同 じように、鶴見川

流域 というのは支流あるいは本川 の区間で細か く

どんどん割 っていける。 ここにあるのはまず八つ

に割 った図で、下は76の 小流域に分けた図です。

河川管理上、必要な区画です。鶴見川流域 ネッ ト

ワーキングは、 この八つの枠組みに沿 ったサブネ

ッ トワークがで きてぃて、サプネ ッ トヮークごと

にその地域 を管理す る自治体 とかその地域に係 る

河川管理者 との意見交換会 というものを進めてい

ます。

ここには絵 になっていませんが、 こういうもの

が組み合わ さると、実はいるか丘陵になった り、
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日本列島になった りす る。 日本列島の大地は全部

入れ子構造の流域が細胞の単位 になる。ジグソー

版 のピースになる。流域の枠組みで、自然 と共生

す る地域をつ くっていく。特にとりわけ都市再生

を図る。都市で形成 される文化 とか都市で育って

いく子供たちが、都市だか らもう自然のことを考

えたってだめだ と見捨てるのではな く都市だか ら

こそそ こで環境問題 をしっか り体験的に学ぶよう

な文化 に触れる。そ ういうことをあ りとあ らゆる

地域で、 この流域の入れ子構造 をベースにしてや

りたいと思っています。

いずれ、鶴見川 も次のステ ップで安定す ると、

桂川 。相模川の流域協議会 との連携 というよ うな

こともテーマに挙がって くるのかなと思つていま

す。

○安田	 今 までいろんな取 り組みを拝見 しまして、

私は京都 に住んでお りますが、幾 ら京都が変わっ

ても、なかなか 日本は変わ らないんです。 しか し

首都圏が変わ ります と、 日本は変わ りますので、

今 までお話 を伺 いました この流域 の水循環 を守ろ

うという、 こういう大変優れた取 り組み、きょう

お集ま りになった方が恐 らく日本の最先端 をいっ

ているというふうに考えていいと思います。

この首都圏の流域の水管理 システムというもの

をきちんと発展 させていっていただくということ

が、 日本を変えるまず原点ですね。東京 にい らっ

しゃるとそんなに思 つてい らっしゃらないか も知

れないけれ ども、い くら京都が頑張って も東京は

変わ らないんです。 しか し、東京、首都圏が変わ

れば京都は変わるんですね。 これは日本の不思議

なところですけれ ども。

ですか ら、 ここをまずモデル にして、今 日お話

になった先生方の取 り組みが恐 らく、そ して皆様

の取 り組みがまず再出発の原点です。 これ を日本

に広めていただいた ら日本は大変よくなるのでは

ないかというそ ういう思いをいた しました。

(以下、質疑応答の部分は割愛 しました。)

○糸長	 それでは、ちょっと時間的な都合 もあ り

ますので、それぞれ最後 に一言、二言な りをいた

だ くというふ うにしたいと思います。

○上甲	 横浜市の水道局です けれ ども、横浜市は

道志村 の水源 を100年 近 く守 ってきて いるんです

けれ ども、面積的 には2,800ヘ クタールです けれ

ども、	 トー タルで年間 3億 円ほどの費用がかかつ

てお ります。そ ういった ことを考えると、民有林

はその倍近 くあるわけですか ら、当然財源 をどう

す るか、というのは非常 に大きな問題だ と思 うん

ですけれ ども、私は水道局 とか横浜市 を代表 して

言 うわけにはいかないんですけれ ども、水源税 は

森林税 という観点も必要ではないか というふ うに

考えてお ります。

○寺沢	 山梨県 も同 じで ございまして、先ほども

里山の話が出ましたけれ ども、私たちやは り大月

林務管内も里山は放置状態で、先ほ ど北都留森林

組合か らもお話があ りましたように、不在地主 と

いうか地主 さんがいな くなって しまって山が荒れ

放題 という所があ ります。

そんな中で一つの光明 として学校林 というか、

子供たちが もう少 し自分たちの裏山を見直そ うと

いう形で、学校林、 これは森林組合も入 ります し、

オイスカという全国組織 のそ ういうボ ランティア

活動の方 もいらっしゃいますが、そんな方たちが

協力 し合ってもう少 し学校 に目を向けようという

形で動きが徐々に出て まい りました。そんな とこ

ろが一つの光明かなという感 じはしてお ります。

それ と、やは り林業 というか森林は切つて植 え

て、また育ててまた切 っていく循環型 というもの

に、もう一回原点に戻 らなければいけないのでは

ないか。それには、やは り木 をどういう形で使 い

なが らという形のときに、先ほどもお話 しました

ように、県産材 というか、その県内だけで どうの

こうのというのではな くて、流域で見直 していた

だけるというか、考えて いただければ、よ リー層

効果が上がっていくのではないか、という感 じが

してお りますので、よろしくお願 いしたいと思 い

ます。

○ 中村	 上野原町には、いまおっしゃって くださ

ったように上野原小学校 に学校林があるんですね。

それ を今、	1・ 2年 生はそ こで遊ぶ。 3・ 4年 生

は染色をするためにそ こへ行 って、そ こに生えて

いる草花をとってきて染色の原料にする。 5年生

はそ この整備 を、先生方 と一緒にする。 6年生は

卒業記念 に植林 をして いくと、そ ういう小学生の

1年生か ら6年 間 トータル して、八重山という名

前がついているんです けれ ども、そ こを舞台に、

自然 と共生できる自分、命 を感 じるという動きを

校長先生 も本当に頑張 つて くださった り、先生方
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も一緒 にな ってや って下 さる。 オイスカの方々も

協力 して下 さっていると。

将来的 にはそ こを町民すべての憩いの場 という

ふうに校長先生 もお っしゃっているし、私たちも

考えているんですけれ ども、やは り教育か らこつ

こつと、遠 回 りのようです けれ どもそ ういう感覚

でや っていかなければいけないな、 と痛感 してい

ます。

○小宮	 い ま森林についていろいろお話があるん

ですが、戦前か ら戦後 にかけて 日本の国のあ り方

としま して、市民が こうい うことに携わ る、いわ

ゆるステー クホルダー、利害関係者、 当事者意識、

こういう社会ではなか ったんですが、 ここに来ま

してそうい う非常に民主的 な、私 どもの考え方が

どうだとい うことが表面 にで る世の中になってき

たと思います。

そこで、神奈川県の方 に先般伺いま して、ボラ

ンティアをや る人は何人 ぐらいいるんですか、と

聞いたところ、漠然 と約6,000人 だそうです。860

万人 もいて6,000人 とい うことは、ち ょっと私 も

考えて しまうんですが、 この辺、流域協議会は幾

らでも皆 さん とご一緒 してや りますので、ボラン

テ ィア活動 については、 ち ょっと寂 しい数字でな

く、頑張 って皆さんの応援 をいただきたい と思い

ます。そ して、森林をどう した らいいのか という

ことを、その最終末端の消費者が決めてい く世の

中に していかなければ、私 は、 これは前 には進 ま

ない問題だ というように思 ってお ります。

こういうことは、2200年 前 に、中国の偉 い人が

ちゃんと言 ってお ります。流域協議会が今 日こう

いう活動をす るだろうとい うことで予言 した人が

い ます。 「知者 は水 を楽 しみ、仁者 は山 を楽 し

む」。 こう言 った偉い方がお ります。孔子です。

この方の歌 をよく味わ っていただいて、 き ょうの

私 の最後 に したいと思います。

この仁者 というのは、 これ は人の心を思いやる

人だそうです。流域協議会の皆さんは、大体 こう

いう方ばか りです。 どうぞ ご心配な く入 っていた

だいて、応援 していただ きたい と思います。

○岸	 水源環境税の委員会の委員 もしていたので、

ち よっと感想 を言う筋かな と思います。

途中か ら専門委員のような形 でまざりま した。

本筋 と違 うことを言うように という期待があって

呼ばれたと思いま して、ず っと異論 。反論 を言い

続 けて、県の担 当の方は随分 うるさい先生 を入れ

て しまったなと思 ったと思 うんですか、最終的に

私の意見は余 り入 りませんで した。

今回の環境税 については、僕 は基本的なところ

で疑間があ って、水道水源環境 を守 るという形の

森林保全 というのは、僕はあ り得 ない という主張

だ ったんです。森林 というのは、水道水源だけの

機能 を果た しているのではな く、洪水 を阻止す る

治水 も果たせば、土壌を形成す るという仕事 も果

たせば、総合的に評価 しなければいけないのを、

なぜ水道水源森林 とやるんですか。

しか も、その森林保全が専 ら生物多様性保全 に

傾いていた、な。僕 は生物多様性論が本職であ り

ますので、それが嫌 というのではないけれ ども、

ち ょっと筋が違 うのではないの、 と。繰 り返 し、

繰 り返 し毎回言 ったので、随分嫌われたと思 うん

ですけれ ども、最後 まで言いま した。今 もおか し

い と思 っています。 これは水道料金の上に載せ る

ということあ りきで、そういう議論になって しま

ったんではないか。今回、一般税 にのせるという

話 も出たので、 もう一回議論で きるのではないで

しょうか。

僕は、基本的には下水道 とか、洪水 を阻止す る

河川管理者 とかいうのは大好 きで、生物多様性論

のきれいごとよりは、土木で都市 をつ くり、下水

をつ くって、河川 にがんがんコンク リー トを入れ

ざるを得 ないような人たちとしか、 日本列島は、

よい 自然 と共存す る列島にならないと信 じている

ので、そ ういうのを無視 した枠組み というのは、

やは りち ょっとまつれ なヽと。いまもそう信 じてい

ます。

もう一回、総合的 に森林のことを考え直す枠組

を出すべ きで、それ は協議会か ら出せばいいでは

ないですか。森林は トータルな機能 を果た してい

るんです よ。水について言えば、森、森 と言 うん

だけれ ども、洪水の上でも、よい水 をつ くる上で

も、決定的 に重要なのは土壌の厚 さなんです。木

その ものではないんですよ。土壌 をよく形成す る

ような森林をつ くらないとだめ というのが、森、

森、生物多様性 と言 っていると見えな くなる。

先ほどか ら話があ りますけれ ども、森林管理 を

や つている方が もうかるメカニズムをぜひ作 って

欲 しい。 もうか らなければ、学生が アルバ イ ト代

で応援 に行 くということも難 しいです。 日本社会

は、 1,000人 に 1人 しか公共的 な ことについては

動かない社会 と思 った方がよろ しゅうございます。

イギ リスは人 口6,000万 ぐらいで、 ナシ ョナル

トラス トが250万 人い ます。20人 に 1人 ぐらいが
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年間5,000円 、6,000円 払 うんですけれ ども、 日本

は、全国の 自然保護組織 の トップ 5、 6団体がや

った って 10万 前後です ので、 きっち り1,000人 に

1人 しか動かないんですね。

鶴見川流域 ネ ッ トワーキ ングの活動家は200人 。

中心 は20人 ぐらいで流域 の人 口180万 人ですか ら、

1万 人 に 1人 、10万人 に 1人 しかいないんです。

一気 にこれが上がるとは幻想 しない こと。上げる

ためには、学生がアルバ イ トを しないで、交通費

をもらって手伝いに来 られ るメカニズムをつ くる。

そのために税金 をどう使 うかとい うことを、森の

人は必死で考えて ください。

○糸長 	 どうもありが とうござい ます。残 りとい

うかオーバー して しま ってるんですが、ち ょっと

まとめをさせて頂いて終わ りに したい と思います。

きのう私、 この会議 とは別に、神奈川県での、

いわゆるバ イオマスエネルギー化 をどう しようか

という、森林資源をいかに有効に活用 しようかと

いうのでエネルギー検討 を、 これは県の別の部局

と一緒 にや ってきたんですが、その中で神奈川県

というのは、林業で言 うと日本の都道府県の中の

ケツか ら2番 目です。一番下が沖縄です。沖縄 と

いうのは森がほとんどあ りませんので、実質的に

は神奈川 が一番下です。 ということは全然、森を

使 った経済 を起 こしていないんですね、そういう

意味で言 うと。

ですか ら、流域の管理 とかとい うことを考えた

ときに、先ほど岸先生が最後にお っ しゃったよう

に、経済的にも食 っていけるとい うか環境 と社会

の活力を維持す る、あるいは保全す るために経済

をどう回すのか、環境的 な経済 をどう回すのかと

いう視点での本格的な取 り組みがない といけない

だろうと。それに対 して有効な税金 を使 うという

のは、筋 と しては合 っているわけですね。

ですか ら、 日本は、そ ういう意味で言うと有効

需要 と しての新 しい意味での労働、ボランティア

も労働 ですか ら、新 しい意味での労働 をどう流域

という単位 の中で生み出 してい くのか と。それを

今 までは行政がや っていたけれ ども、行政だめ、

国 もだめ、 もっと市民ベースで新 しい業態、ある

いは新 しい労働形態を生み出 してい くかと。そこ

ら辺が ヨー ロッパは非常 に、逆 に言 うとうまい。

牧畜の文化は非常にうまいなと。

日本の文化は、水 に流 して しまう文化だから、

どうもヌエ的で、なかなかそこに対 しては ぐっと

重い腰 を上げないで、のほほん と暮 らしていけた

と。逆に言 うと、ヌエ的であるがゆえに自己反省

な しに生 きているから、いつの間にか戦後が終わ

ったのか、何 とか総括 しないまま行 って しまって

いるところもあるわけで。 ちょっとそれは文明論

になって しまいますけれ ども。

そういう意味で流域を通 してもっと足腰の強 い、

新 しい組織体 をつ くってい く、そのための母体 を

もっともっと市民サイ ドか ら、あるいは行政や、

企業 とのネ ッ トワークを組みなが らや ってい くと

いうことだ と思 うんですね。

午前中の安 田先生のお言葉を使わせて頂けれ ば、

植物の文明 と動物の文明、その両方が共生 した森

と水の文明を 日本が しっか りとつ くり、それ を相

模川流域か ら発信 していただいて、首都が変われ

ば京都 も変わ り、 日本 も変わ り、 アジアも変わ り、

世界 も変わ るというス トー リーをぜひ、これ をス

ター トに してや っていただけるとあ りがたいと思

います。

どうもパ ネラーの方、長い間あ りが とうござい

ま した。皆 さん もあ りが とうございま した。

【シンポジ ウム 2003ア ッピール】

桂川 。相模川流域協議会は、「アジェンダ21桂

川 。相模川 」の基本理念 と趣 旨にの っとり、市 民、

事業者、行政 は共通の認識 に立 って流域の独 自性

を尊重 した協調 と連携 を通 して新たな行動 を起 こ

す ことを確認 いた します。

1)豊 かな水源 を涵養 し、多様な生物 をは ぐくみ、

地球温暖化 を緩和 し、治山治水に役立ち、そ して

心身の健康 と楽 しさを与 えて くれ る流域の森林や

里山を大切 に します。 この森林、里山の多様な公

益的機能 を損傷 した機能 の回復 も含めて次世代 に

向け引き継 いでいきます。

2)水循環 の重要課題で もある水質・水量 を確保

す るために水資源の有効活用、浄化・排水の循環

システムの構築 を進め、 また、上流 。中流部での

水質保全のため、生活排水処理施設の設置などを

応援 してい きます。

3)水源涵養林から発生す る間伐材 。木材の活用、

地産地消の促進、農山村 の活性化、廃材によるバ

イオマスエ ネルギーの活用 などに関 して、森林の

恩恵に浴す る都市市民、環境ボランテ ィア団体、

教育・研究 関係者などの参画を得て交流・連携 。

協働に努力いた します。

4)こ のたびのシンポジウムを契機 に、都市部 を
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中心 とした流域外 に暮 らす市民の身近な活動の場

として横浜地域協議会 (仮 称)を 発足 させ、各地

域協議会及び環境ボランテ ィア団体 と連携 して桂

川・相模川流域の 自然環境の保全 を推進 します。

都市市民 と して、楽 しさを味わいなが ら流域環

境 を観察 。体験学習 し、 また森林・里山づ くりと

環境美化 に汗 を流 します。

(以 上、拍手 をもって参加者全員一致で確認)

【閉会の挨拶 流域協議会代表幹事 桑垣美和子】

きょうは、山梨県にお住 まいの方、神奈川県に

お住 まいの方、 また流域外 といっても、流域圏 と

言 った らよろ しいんで しょうか、横浜市民の方 々、

また京都か らは安 田先生 においでいただきま して

あ りが とうございま した。

いかがで したで しょうか、 このシンポジウム。

私はたいへん、 自分で言 うのもおか しいんですが、

よ くできていた と。それ は、牧島 さんをは じめ と

す る実行委員会の皆さんのおかげです。本当に、

きょうはあ りがた く思 ってお ります。

いろいろな課題が流域 にはあるということを、

きょうはパネラーの方 々に出 していただきま して、

私 たちはどんなふうに取 り組んでいった らいいん

で しょうか ということ。 ヨハネスプルグサ ミッ ト

では、事 を起 こせ ということが合い言葉にな って

いたそ うです。流域協議会では、 もう6年 ほど前

か ら事 を起 こす準備 を して、いま着 々と起 こ して

いるところなんですが、それは私たち一人一人が

みずか らできることを してい くということが とて

も大切 なのではないか と思 っています。

きょう、来 る電車の中で、実は若いお母 さんが

赤ちゃんがむずか って大変困 っていたんですね。

そう した らお父 さんが上着 を脱いでかけてあげて、

何 をす るのかなと思 った ら、お乳を飲んでいたん

です。それで私 は、何か こういう光景を久 しぶ り

に見て胸が じ―ん として しまったんですね。やは

り、 これか ら生 きてい く、生 まれて くる子供たち

のために清 く豊かな川 を私たちが残 していけるか

どうか というのは、 ここにお集 ま りの皆さん一人

一人の力にかか っていると思います。水源環境税

のお話 も出てお りま したけれ ども、 よく考えて、

どんなふうに してい った らいいのか、今 日のシン

ポジウムのお話を聞いて、おうちへ持 って帰 って、

課題 と して考えていただ きたぃと思います。今 日

は、 どうもあ りが とうございま した。
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(5)上下流交流事業

1	 事業の目的

森 。川・海のつながりの大切さを知ってもらい、流域の環境保全への意識啓発と上下流住民の
交流と連携を図ることを目的として実施した。

2	 実施内容
「道志村 ウオッチング&体験」

日	 時 	2003年 7月 25日 (金)

場	 所	 山梨県南都留郡道志村

参加人数		 山梨県側	37人 			 神奈川県側	62人 合計	99人
●道志水源かん養林の話……………横浜市が管理する水源かん養林の役割について、水源管

理所担当者から説明を受けた。 (水 源の森 :音 楽堂に
て)

●「ギャラリー水源の森」見学 ……・道志の自然や村の文化を紹介 したパネル展示コーナーな
どを見学 した。

●そば打ち体験 。試食………………水源の森内の「そば打ち教室」で 6人 グループごとに体
験 し、切 り分けたそばを、すぐ試食 しました。

●道志川クリーン作業・水生生物の話……。道志川の様子を見ながら美化活動を行い、道志川に
おける水生生物を見ながら県担当職員から話をきい
た。

※施設受け入れの関係、3班 (乗車バスごと)に 分かれて、体験 しました。
※上記体験実施後、事業費の一部で、環境看板 (5枚 :協議会名入り)を作成 し、道志川に設

置 しました。
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下流事業「川で学ぼう !遊ぼう !」

日	 時 	2003年 8月 25日 (土 )

場	 所	 相模原市大島

参加人数		 山梨県側	12人 			 神奈川県側	54人 			 合計	66人
2003年 8月 25日 、上下流交流事業の下流事業「川で学ぼう !遊ぼう !」 が神奈川県相模

原市大島で実施されました。

●水生生物観察・・・・・午前中は、水生生物観察を行い、会場でのゴミ拾い、り||の 水の簡易

水質検査を行った後に、水生昆虫、淡水魚などを観察 しました。参

加者は、水生生物の観察は初めてという方も多く、川の生態系の豊

かさ感 じたり、思ったより水質がきれいだと感想もった方も多かっ

たようです。

●カ レーライスづくり・ 。今回は、初めての試みとして、相模川ビレッジ若あゆにてカレーラ

イス作 りを実施 しました。薪でカレーライスを作り、青空の下で昼

食をとりました。

●水面試験場見学・・・・・午後には、神奈川県水産総合研究所内水面試験場の見学を行い、谷
戸池でのホ トケドジョウの観察、生態試験池や希少魚保護試験室で

絶滅が危惧されている耐水魚の保護の研究などを見学しました。
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駅ギ週Ⅸ撻＝８ＲＩ撻＝８Ｐ

（ＷＳ〓ミ條彙十ヾ馬熙ヨ）ヾ震【

彙最使野絆　回い一吹８←Ｓ民

「“熙畷興郷黒」ヽ卜赳＃Ｓ民

（ヾ震熙ヨ十Ｎ馬〓ミ嵌葦）Ｎ導【

選ヰど駆郵黒　Ш∞一瞑〓せ８Ｒ

「瘍堰枢」環卜撻せ８民

（ヾ８一熙ヨ＋Ｎ８献ヨ）押器【

Щ雙撻雲ヽ株　回一瞑一←８Ｒ

「部せ翼ぶ響」ヽ卜楓せ８民

Ｎ８一ミ

Щ壇讐曹ふ株　回寸駅ｏ一せ８２

「悠せ熙悪増」薫卜圏←８８

（Ｎ８熙ヨ＋やあ献ヨ）Ｎ８】
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Ｋ虚、撻駅К　口崎Ｎ駅いせ一８Ｎ

「ぐ爆枢」薫「留＃ＳＲ

（Ｎ８熙ヨ十ヾ８ニミ嵌■）Ｎ８一こ

Ｋ斌橿駅К　回゛瞑∞よ８２

「部せ０ズ糾卜」ヽ「圏＝８２

（ＷＳ熙ヨ＋ＮＳミ嶺葦）響お【
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「部せ蝶せ雄埋」露「楓せ８Ｒ
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(6)流域の魅力再発見事業

はじめに

昨年度に引き続き、桂川口相模川流域に住まう人々が魅力に感じる“とつておきの場所"を募集する、流域の魅力再発見

事業を行つた。

魅力再発見事業は、これらの“とつておきの場所"を桂川・相模川流域協議会で情報として把握し、流域の環境保全に役

立てていくことを目的としている。この募集の中で、桂川・相模川流域協議会の活動をより多くの人々に知つてもらい、新たな

参加者・協力者を募るというねらいや、流域という地域に住みながらも自分たちの地域に自分たちの地域を見直してもらう機

会にしてもらおうという期待もこめられている。

方法

今年度も昨年度と同様にチラシ作成、配布し、それを事務局宛に FAX、 郵送してもらうという形式で募集した。募集は、行

政・市民口事業者を通じて広報した。また、広報誌「あじえんだ H3J、 桂川・相模川流域協議会ホームページでも周知をおこ

なつた。募集期間は8月 下旬より、12月 末日であつた。

昨年度と異なる点の一つには、一部で市民部会に所属する大学生が積極的にチラシの配布をおこない、様々な施設口店

舗に設置してもらう試みをした点があげられる。自分たちで製作したチラシ回収ボックスを設置してもらう事例もあり、新しい募

集形態が一つ生まれる結果となつた。

募集項目は、単に有名な名所・1日 跡だけでなく、むしろ個人的な主観や感性に忠実に好きな場所、魅力がある場所、大

切にしたい場所であり、これらを推薦してもらう形式をとつた。イメージを広げてもらうため、例として、『場所景観・風景・町並み。

水辺環境、湧水、温泉。 自然・森・公園。遺跡・歴史・城跡。神社・仏閣。文化施設・イベント。伝統行事。伝統的

産業』など様々な項目をチラシに記載した。

結果

募集の結果、右ページの図のように7件の情報が寄せられた。応募された方のその場所に対する様々な思いが伝わつてくる。

これらの情報は、今年度はパソコン上の地図に落とす試みもなされている。このように大切に把握・整理し、この流域の魅力

再発見事業の目的である、流域の環境保全に役立てていく。

しかし、方法に課題が残ることも確かである。募集では、大学生が配布したチラシの状況からみると、興味はあり、チラシは無

くなるのだが募集にまでつながつていないということである。ここからは、住民への実施内容の説明不足や募集までの通信手段

への課題がみてとれる。今後は、これまでにあげられた課題をまとめ、来年度に活かしていくことが求められる。

とはいえ、この魅力再発見事業は昨年度の開始から2年が経過し、様々な住民の方々へこの魅力再発見事業が認識され

徐々に理解度があがつてきている。桂川・相模川流域協議会がこの事業を通じて認識されてきている。このような活動はすぐに

成果がでるものでもないため評価が難しいが、今後の魅力再発見事業に期待がもてることは確かである。

鑽 序
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■山梨県西桂町

『新発見 ?相模川に第二の滝』
相模川の本流には 2つの滝があること

が知られている。都留市の田原ノ滝、忍
野村の「鐘山の滝である。ところが、これら
のちょうど中間に写真のような滝がある。
これが、滝として認知されているかはわ

からないが、一見の価値はある。

■神奈川県綾瀬市

『三地蔵の脇の湧き水』
綾瀬市城山公園下、海に向かつて舌状

に延びる座間丘陵崖線の南端付近。
水が本の根本の祠からわき出ているよう

に見え、最も印象的で

桂川。相模川流域マップ

★

★
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(7)環境調査事業

2003年 度

(ホ タル調査)

桂川・相模川流域のホタル生息調査結果まとめ

2003/5/15	22:25相 模原市磯部 (松川義彦撮影)	2003/6/1	21:22相 模原市磯部 (松川義彦撮影)

2003/7/4	22:40相 模原市磯部 (松川義彦撮影)		2003/5/23	23:14相 模原市磯部 (松川義彦撮影)
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環境調査事業 (ホタル生息調査)

2003年度 桂川・本目模川流域のホタル生息調査結果

はじめに

桂川 。相模川流域協議会 (1998年 1月 20日設立)は 、1998年 1月 31日 に、桂

川 。相模川流域の□―カルアジェンダ21として、「アジェンダ 21桂川 。相模川」を策定

しました。

桂川。相模川流i或協議会は、「アジェンダ21桂川。本目模川」を推進することにより性川・

相模川の流域の環境保全を図 り、もって、持続可能な発展を基調にした環境保全型社会を

築<ことを目的とし、この目的達成のために様々な活動に取 じ組んでいます。その活動の

ひとつとして、「アジェンダ 21桂川 。相模川」の基本理念 (1999年 9月 14日策定)

に基づき、本事業は実施されました。 以下枠内は基本理念かり 抜粋

(1)私たちは、清く豊かに流れる桂川・相模川の恵みの下で、健康で安全かつ文イヒ的な生活を営む権利を有する

ととJこ、この川の恵み刻薔来にわたって子孫とすべての生物が公正に受け引 な う継承す嶺 務がある

(2)私たちは、流1或 に関わるすべての人々の社会経済活動や生活様式が桂川・相模川に大きな負荷を与えている

ことを認識し、これらを環境の視点から見直し、豊かで多様な生命を育むことができる、環境への負荷が少ない

持続可能な発展を基調とした環境保全型社会を形成す凛 う行動す乙

桂川 。相模り|1流域協議会の環境調査事業は、1999～2001年度はコイのメス化調査を

実施し、2002～2003年度は、ホタル生息調査を実施しました。このまとめは、環境調

査事業における2003年度の活動の様子や調査の結果をまとめたtので、ご協力いただい

た皆様ひとうひと りの地道な努力と熱意の成果です。調査の結果や皆様から寄せ られたご

意見を,舌かし、流域の環境がよりよいものになるよう、また、このような調査が皆様方に

根付き充実したtのとなるよう、このまとめをご活用いただければ幸いです。

ホタル生息調査について

(1)調査期間

設定 :2003年 4月 24日～7月 31日 → 績 :2003年 4月 12日 ～7月 12
(2)調査方法
。2003年 4月 24日 桂川・相模川流域協議会の全会員に「ホタル調査用紙」を送付

全会員に一度は調査に出かけていただき、「ホタル調査用紙」に調査結果を記入後、神奈川

県・山梨県事務局に郵送か FA× でお送 じいただ<ようお願いしました。(市民個人会員

181、 市民団体会員 18、 事業者個人会員 33、 事業者団体会員 4、 行政会員 28→ 計

264部配布)

。2003年 5月 6日 桂川 。相模川流1或協議会の行政会員である25市町村の担当課長

に「ホタル調査用紙」を50部ずつ送付

「ホタル調査用紙」を、環境保全関係団体への送付ならびに市町村窓□、その他公民館 、

図書館、学校などの窓□に置いていただけるよう、25市 町村の担当課長に協力をお願い

しました。(25市町村×50部=1250部 配布)

・2003年 5月 1日～7月 9日 会員でない一般の方に「ホタル調査用紙」萄配布

会員の方から

「

般のお知 り合いの方に生息調査をお願いしていただきました。「ホタル調査

用紙」を公民館、博物館などの窓□に置いていただけるよう、市民会員の方から協力をお

願いしていただきました。環境保全関係団体への送付ならびにクリーンキャンペーン会場

などでの配布をおこないました。(834部配布) 〔総配布部数 :約 2350
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などを記録していただきました。その他にホタルを見つけた場所に関して、ホタル保護の取り組みや現状

の問題などの記入をお願いしました。

ホタル生息調査結果について

(1)ホタル調査結果の連絡状況
・調査結果の連絡件数:109件

・調査日:45日 (2003年 4月 12日 ～7月 12日 )

・記録者:11名 (個人:9、 団体:2)

・調査地:9市町村(愛甲郡愛川町 1、 厚木市 1、 綾瀬市 2、 相模原市 44、 座間市 1、 津久井郡城

山町 31、 平塚市 2、 大和市 1、 横浜市 26)

(2)ホタルの種類と個体数の確認状況
・ゲンジボタル(成虫):3151匹

・ゲンジボタル(幼虫):197匹
・ヘイケボタル(成虫):59匹
・クロマドボタル:5匹

(3)まとめ

調査結果より、桂川・相模川流域では、ゲンジボタル、ヘイケボタル、クロマドボタルが確認されました。
ほとんどがゲンジボタルで、その多くが湧水や用水路、幅の狭い川に生息していることがわかりました。また、
ゲンジボタルの成虫確認日については、5月 下旬から7月 初旬で、6月 初旬から6月 中旬が最盛期で

あつたことが推定できます。

詳しくは、「桂川。相模川流域の
″
ホタル″生息調査結果(1)・ (2)」 一覧表および「桂川・相模川流

域の
″
ホタル″生息調査結果 ゲンジボタリレ(成虫)」 調査日と個体数の関係グラフを参照してくださ

い。

文献によると、ゲンジボタリレの成虫出現期は、生息地によつて著しい差があり、気温や水温、地温など
の連いによつて大きく影響を受け、年によつても一週間ほどの開きがあるとのことです。関東地方では6月

中旬のようです。調査用紙と一緒に送付いただきました日本経済新聞の記事によると、ホタルが光を発
する姿が初めて確認される「初見日」が、ここ数年、全国的に平年より早まつている。中には観測記録を
更新した地点もあり、専門家(大場信義氏)は「地球温暖化の影響かもしれない」と指摘している。「地
球温暖化との関係を示すには長期調査が必要だが、南方に生息するはずの昆虫が北上しており、気
温上昇がホタルなど虫に及ぼす影響は大きい」と話している。
今回は上流の桂川流域(山梨県)からは、調査用紙は集まりませんでした。しかし、断片的な情報を

つなぎあわせると、都留市などでもいくつか生息地があるようです。富士河口湖町のように行政がホタル
やカワニナの増殖をしている所もあります。都留市の場合、ゲンジボタルの最盛期は 7月 初旬とのことで
すので、神奈川県内よりは、少し遅い傾向がうかがわれます。また中には、桂川支流の湧水で発生する
ゲンジボタルが、過去に8月 下旬に成虫が観察されたこともあるそうです。
桂川・相模川流域協議会では、当初よリホタル生息調査事業は2年間と決定しており、

予定通り今年度限りとなりますが、上記記事の様に、調査は継続して実施していく事も重
要であり、今回ご協力いただいた皆様は、桂川。相模川流域協議会の事業よりも前から、調
査されていた方々が多いようです。今後も調査を継続していただきたいと思います。
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桂川・相模川流域の
″
ホタル″生息調査結果

ゲンジボタル(成虫)

カワニナ(和名)Sem、uた os■ ra‖ bettha‖bettha(学 名)カワニナ科(科名)中腹足目(目 名)

3～ 5cmぐらいの塔状、あるしヽま丸みをおびた巻き貝で、厚い暗灰色の殻をか′Siつてぃる。ふたは角質で、殻頂は

侵食されているものが多い。わが国で最も′5、つうにみられる淡水産の巻き貝で、水のきれいな川や湖沼にすみ、日

や小さな池にはすまず、ゆるやかでも水の流れるところにすんでいる。流れのゆるやかなところよりも急なところ

に集まる性質がある。小さくて細長い巻き員を、一般にニナとよんでいるが、カワニナ(111)、 ウミニナ(浅海)、 イソ

ニナ(磯)などがある。これらのなかで種類が最も多いのはカワニナの類で、世界各地にいる。冬は石の下などについ

ていて、ほとんど動かず、春になると浅いところに出てきて活動をはじめる。朝 8時ごろから石の上に出て食物を

あさり、日没前後の16～ 20時ごろに最も盛んに活動し、21時ごろになると石の下へ入つて朝まで休む。卵胎生

で、母貝内の子員は500を超えることがある。1年 じゅう子員をうんでいるが、5～ 10月 が最も多い。ウナギ釣

りのえさにすることがある。食用にもなるが、ジストマの中間宿主となるので、十分に煮なければならない。肺臓

ジストマの中間宿主である。肺臓ジストマは、主として四国、九州、韓国、台湾などの山間地方に多い。ホタルの

幼虫が好んで食べる。食物はおもに泥を食べ、そのなかに多く含まれているケイソウ(ミズアかをとる。そのほか昆

虫、ミミズ、エビ、ドジョゥゃ同類の肉まで食べ、雑食性である。寿命はふつう1～ 2年である。

新訂 図解 動物観察事典(地人書館)よ り引用

ホタルの保護・復元事業における移植の三原則

I生物地理学上、本来生息していない地域へは移植しない。

I数を増やすために他地域から移植するのではなく、本来生息しているホタルを保護していく。
llI自生のホタルが絶滅し移植を試みる場合は、最も近い水系のホタルを導入する。

侵略とかく乱のはでに 一移入生物問題を考える―(神奈川県立生命の星・地球博物館)より引用
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桂川・相模川流域の
″
ホタル″生息調査結果(1)

T--
I!t i fifif.i R.,il.aE 論 rヽ名許|そ硼No	l				 調査日時

Ｉ
Ｆ
Ｉ

1		12003/4/121		19:00-20:20

10	2003/5/23						23:10

'1[I_Jtt■
[

斜 ■ ]十二―――
__■ 1_二___	_

神奈川県1	 相模原市

神奈川県

,1__30Q]∠9/61_	?Plp__上 __			__■原正 ____	_
1		 湘南ほたるの里を守る会

33	2003/6/71			1)50		1						 池原正

3412003/6/71		2020								 松川義彦

湘南ほたるの里を守る会

池原正

湘南ほたるの里を守る会

湘南ほたるの里を守る会

湘南ほたるの里を守る会

512093/6/12__20:∞ __上_

神奈川県1	 相模原市 	|
神奈川県1津久井郡城山町

相模原市 	1		 道保川公園

翼署冊―蝙

神奈川県1津久井郡城山
叫

神奈川県1		横浜市		|
神奈川県1		横浜市		|
神奈川県1津久井郡城山町 i

神剰 l県 1	 横浜市

~[

横浜市		1		 天王森泉公園

神奈川県1		横浜市 天王森泉公園

鞭 ¨

神奈川県1津久井郡城山町

再罰両可
~~穫

頂〒 天王森泉公園

神奈川県1	 相模原市

神奈川県1	 相模原市

横浜市

神奈川県

神奈川県

綾瀬市

大和市

城山公園

靱 ___藤木Å _

神奈川県1		横浜市

神奈川県

神奈川県1	 相模原市

神奈川県1		横浜市
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桂川日本目模川流域の
″
ホタル″生息調査結果(2)

N。 | 調査日時	|~ず希
~~ 調査地

県 	 前 村 1	 馴 松 園

ホタルの種類と個体数

カ リ

『

瑞
ド上型墜生坐 二_2里°_4____松 川義彦 神奈川県1津久井郡城山町1			 藤木沢

一
一
一

一
一
一
　

一

■
　
　
一　
　
．|ル11畑」 証 F

蜆昌じ藉諦―晶
≡ _I[豆 二

圧 両 蓉 芦 山
/AN面

1彗 燿翠誓1斗___~	 コ___菫 塑整 神奈川県1		 綾瀬市		1			 城山公園

Ч■翠里整型l二型Jユγ21■01__ 神奈川県1津久井郡城山町1			 藤木沢

Ql	l?2里型4二_:哩0～21ЮO	I		 湘南ほたるの里を守る会 神奈川県1津久井郡城山町1			 藤木沢

眈 翌|

神奈川県1津久井郡城山町| 藤 末 沢

藤 Ii頂積薪画面 | 藤木沢

堕 墜 山 II亜≡亘蚕面
ノ112003/6/19			20:20		1						 小田勇 神奈川県1	 相模原市 	1			 道保川
72 2009/6/19 20:25 小田勇 憂巨亜上三亜亘亘EII~~~道保l‖

翼悸:器霧:■淵 ―■―弓器――
神奈川県1	 相模原市 	1			 道保川

一上
　
・
上嶽卜# 道保川

道保川

道保川

耕 [餃垂神奈川県1	 相模原市 道保川

lJ二

層酔
_三

1選:′ζ針_丑1」「二―田 :■II: 神奈川県1	 相模原市 	1			 道保川

虹 					 菊i

神奈川県1	 相模原市 	1			 道保川

神奈川県 | 相模原市
~■~~~孫

轟動|

■
神奈川県1	 相模原市 	1				 違1:|

面 i赫 而
――

|― ― 礁 7而

菫:選 	#
≡

|

神奈川県

「

相模原市 1~諭

神奈川県|_塑模原市 	|			 八瀬川

神奈川県1津久井郡城山町1			 藤木沢l平
]

神奈川県											_肇 木沢
神奈川県1津久井郡城山町 藤木沢

神奈川県1津久井郡城山町|~ 藤木沢

出笙笠土三墨――■―――讐牌願

神奈川県瞬久弄蔀城山面
「

~~~~顧
萩

…

瓢

…肝―裳争	|

耳母 モ
1

聴き取り調査により、ホタルの
生息が確認された場所

器「喜菫瓢 平II	T
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樹 ||。 相榔 |1流域の

ホタル科全種の分布について調査結果

小西	―郎

ホタル科

クシヒゲボタル亜科

・ムネクリイロボタル

lex.,津久井町西志田山北麓,2003.6.16,小 西 ;

lex.,津久井町名手,2003.6.19,小 西 ;

3exs.,津久井町仙洞寺山,2003.6.27,小 西 :

lex.,津久井町城山,2002.6.2[潮

lex.,津久井町伊勢沢林道,2002.7.9[辛判

lex.,津久井町峯薬師,2002.6.30[潮

lex.,津久井町神ノ川矢駄沢出合、2002.7.H[津]

lex.,津久井町荒井林道,2001.7.4[潮

lex.,津久井町早戸川伝道,2001.5.30[津]

lex.,津久井町名手,2001.6.13[潮

lex.,津久井町城山荒久登山口,2002.6.23[潮

lex.,津久井町西志田山北麓,2001.6.9[潮

lex.,津久井町西志田山北麓,2000.6.17[潮

lex.,城山町竜籠山,1997.6.16[現

lex.,城山町竜籠山,1998.6.5[現

2exs.,城山町竜籠山,1998.6.8[別

2exs.,厚木市上依知宝泉寺,1995.6.7[厚相]

lex.,厚木市猿ヶ島相模川河原,1995.6.7園]

lex.,厚木市山際,1995.6.7圃 ]

lex.,潮 |1村塩水林道,1994.7.13[丹 測

lex.,相模原市塩田,1988.5.27[相昆]

2exs.,相模原市滝,1989.5.29[相昆]

lex.,相模原市大島河原,1989.6.6[相昆]

2exs.,相模原市大島河原,1989.6.26[相昆]

2exs.,愛川町高取山,1995.7.9[劇

lex.,愛川町志田山,1994.6.17[刺

3exs.,愛川町三栗山,1998.6.12[劇

lex.,愛川町角田,1995.5.4膠臼

lex.,到‖哺 沢,1998.6.12[】 受]

lex.,座間市谷戸山,1989.6.3回
lex.,座間市谷戸山,1990.5.20□
lex.,座間市谷戸山,1990.6.2回
lex.,座間市谷戸山,1990.6.9□
lex.,綾瀬市深谷,1996.6.16[纏

lex.,鰤刷 ‖,1997.6.3[細

lex.,鰤刊 ‖,1997.6.13囲
2exs.,茅ヶ崎市芹沢大谷,1997.5.28[茅]

lex.,茅 ヶ崎市堤清水谷,1997.5.18[茅]

・カタモンミナミボタル

lex.,山梨県大月市真木桑西,2003.7.18,小 西:

lex.,津久井町鳥屋松茸山,2003.6.22,小 西 ;

lex.,津久井町仙洞寺山,2003.6.27,小 西:

lex.,津久井町神ノリ‖広河原,2002.7.1辟 判

let,彰ひ 町開 澱 植 ,2002.7.16[潮

lex.,津久井町仙洞寺山,2002.6.4[津]

lex.,津久井町三ヶ木田ん|ま 2002.6.14[潮

lex.,津久井町荒井林道,2001.7.4[津]

lex"潔u町 卿 馴 道 ,2002.6.26[潮

lex.,津久井町奥野林道,2001.7.14[津]

lex.,津久井町水沢橋,20007.9[津]

3exs.,津久井町犬越路 トンネル,2001.7.12[津 ]

lex.,津久井町日蔭沢新道大室山,2000.6.19[潮

2exs.,厚木市上依知宝泉寺,1995.6.7EMB]

lex.,清川村堂平～,1993.730[丹 測

2exs.,愛川町高取山,1993.7.30[州

lex.,愛川町仏果山,1994.7.10[刺

lex.,愛川町経ヶ岳,1994.7.3[州

2exs,,愛り|1町三栗山,1998.6.12[州

lex.,綾瀬市刊 ‖,1996.6.16胸

lex.,茅 ヶ崎市赤羽根,1998.6.2[剤

ホタル亜科

・ゲンジボタル

lex.,相模原市望地川原,2003.5.30,小西:

l♂ ,厚木市上依知河岸段丘,1996.6.21[厚相]

l♂,厚木市棚沢河岸段丘,1996.6.21[厚相]

1♂,厚木市棚沢市島山,1996.6.27圏]

1♀ ,相増熟歩煮動 ,1990.6.8開周

lL,津務J押鴨莉暁沢(串りID,1991.2.21開ン劇

lex.,愛川町志田山,1994.7.19[州

lex。 ,愛川町八菅山,1994.7.2[州

8exs.,座間市谷戸山,1989.6.3幽

2exs.,座 間市谷戸山,1990.6.2□

10-20exs.目撃,座間市谷戸山,1991.6.16□

lex.,座間市谷戸山,1991.6.7□

2exs.,座間市谷戸山,1991.6.29□

10-15exs.目撃,座間市いっぺ窪,1991.6.16□

lex.,翻姉 早り||,1998.6.4断陵目

。ヘイケボタル

1♂,厚木市棚沢訓 附,1996.8.30膊相]

2exs,,愛川町館山,1994.7.2[州

lex.,愛川EI1/■菅山,1996.7.16[州

lex.,座間市谷戸山,1991.7.19□

lex.,座間市谷戸山,1991.8.17□

・ヒメボタルミナミボタル亜科
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lex.,津久井町神ノリ|1林道頭上,2001.7.12[潮

マドボタル亜科
・クロマドボタル

lex.,津久井町城山根小屋地区,2003.7.3,小 西:

2exs.,津久井町越路峠,2002.6.28[潮
lex.,厚木市荻野川市谷,1994.6.17[冽

lex.,厚木市荻野川市谷,1994.6.26[測

lex.,愛川町高取山,1995.7.10[翅

lex.,愛川町仏果山,1994.7.12[州

。オオマドボタル

2exs.,愛川町高取山,1995,7.9[州

。オオオバボタル

2exs.,山梨県大月市真木桑西,2003.7.18,小 西:

lex.,津久井町鳥屋越路峠,2003.6.16,小 西;

lex.,津久井町神ノ川矢駄沢上,2002.7.20[津]

lex.,津久井町越路峠,2002.6.14[潮
4exs.,津久井町越路峠,2002.6.28[津]

lex.,津久井町越路峠,2001.7.1[7判

lex.,津久井町大平→黍殻山,2001.6.25[潮
lex.,清川村堂平,1995,7.28[丹 測

lex.,愛川町仏果山,1994.7.3[劇

。オバボタル

lex.,津久井町鳥屋奥野林道,2003.6.10,小 西 ;

lex.,津久井町犬越路周辺,2003.6.26,小 西 :

lex.,津久井町仙洞寺山,2003.6.27,小 西:

2exs.,津久井町神ノ川→地蔵平,2003.6.30,小 西
lex.,津久井町三ヶ木田ん|よ 2003.7.2、 小西:

lex.,津久井町東南林道,2002.6.9[辛判
lex.,津久井町城山,2002.6.2[潮
lex.,津久井町伊勢沢林嵐 2002.7.9[辛判
lex.,津久井町神ノ川矢駄沢出合,2002.7.H[潮
lex.,畝押 丁ォ銀 橋,2002.7.19[潮
lex.,津久井町越路峠,2002.8.2[津]

lex.,津久井町′Jヽ倉林道三増峠,2002.6.19[潮
lex.,津久井町松茸山,2000.7.15[潮
lex.,津久井町奥野林道,2001,7.14[潮
3exs.,津久井町伊勢沢林道,1999.8.4[津]

lex。 ,津久井町青野原寺入沢,2000.6.30[潮
lex.,津久井町長者舎鐘撞山,2001.7.5[津]

lex.1津久井町神ノ川→源蔵新道,2002.7.8[津]

lex.,津久井町神ノ川→源蔵新道,2001.7.H[津]

lex.,津久井町犬越路 トンネル,2001.7.12[潮
lex辟玖 却 噛 Fガ 1関師 吐 ,20017.13[潮
4exs.1津久井町神ノリ1旧蔭沢橋,2000.7.13[潮

3exs.,津久井町長者舎,2000.7.22[津]

lex.,津久井町明日原→小倉林道,2000.5.25[津]

lex.,津久井町城山荒久登山口,2001.6.13[津]

lex.,津久井町峯薬師,2000.6.4[潮
lex.,城山町竜籠山,1998.7.8[周

2exs.,城 山町中沢,1999.5.31[瑚

lex.,厚木市猿ヶ島相模川河原,1995.5.26[厚相]

lex.,津久井町鳥屋,1993.8.19[丹 測

lex.,津久井町早戸川,1993.8.19[丹 測

lex.,愛川町半原,1995.7.8[州

2exs.,愛川町高取山,1995,7.9[州

2exs.,剛 1町鰈 山,1995.6.18[州

lex"刺 1町断 ,1995.8.2[州

lex.,愛引1町応 田山,1995.6.11[州

lex.,愛川町幣山,1995.6.3[知

lex.,愛川町八菅山,1994.7.2[州

lex.,座間市谷戸山,1990.6.2幽

lex.,座間市谷戸山,1991.6.8幽

lex.,座間市谷戸山,1990.5.20囲

lex.,茅ヶ崎市甘沼長谷,1997.5.19[剤

・スジグロボタル

lex.,城山町中央公園,1998.6.1[堀

◎	該当する情報が掲載されていた文献は、以下の

通りです。[	]は リスト内での略記です。

[剤 :茅ヶ崎の甲虫類鶴:一弘他	2000年 3月 )

茅ヶ崎市文化資料館調査研究報告8
脇ヨ:綾瀬市史調査報告書2(データ集 /甲虫綺

(平野幸彦	2000年 3月 )

□ :座間市の動物/座間市の甲虫目

(西川正明他	1998年 3月 )

[州 :愛川町の動物 (藤田裕他	1999年 3月 )

愛川町郷土博物館展示基礎調査会報告書第8集
[測 :厚木市荻野の甲虫 (第 2紛

厚木市荻野の動物 Ⅱ(平野幸彦他	1996年 3月 )

[厚相]:厚木市相模川の動植物

(平野幸彦他	1998年 3月 )

[相剌 :相榔 ‖水系の水生昆虫 I

(守屋博文	1994年 3月 )

llE園 :相模原の昆虫 (守屋博文	1991年 3月 )

相模原市産昆虫類目録 第2報

[丹沢]:丹沢大山環境総合調査報告書 (1997年 3月 )

囲 :城山町のコウチュウ (守屋博文 2002年 3月 )

相模原市立博物館研究報告第 H集
[潮 :津久井町の昆虫I(守屋博文	2004年 3月 )

津久井町史編集委員会

小西:今回の調査で小西一郎が採集。確認しました。
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桂川日本目模川流域のホタル科全種の分布について

自然の実態調査は、情報収集から始めます。

聞き取り調査や文献調査などです。

今回のホタル調査でも流域のホタル科全種

についての文献チェックに着手しましたが、

山梨県側の該当文献を入手することができま

せんでした。

神奈川県内の市町では、市史や町史編纂等

で教育委員会が中心となって自然調査が行わ

れている所がありました。他にも『丹沢大山

自然環境総合調査報告書』等も参照しました。

ホタルの仲間は、全世界で 2000種、日本

全体では約 50種が生息しています。神奈川

県には 10種が分布、相模川流域でもそれら

10種が確認されました。

この 10種は、ムネクリイロボタル、カタ

モンミナミボタル、ゲンジボタル、ヘイケボ

タル、ヒメボタル、クロマ ドボタル、オオマ

ドボタル、オオオバボタル、オバボタル、ス

ジグロボタルでした。

このうち、ゲンジボタルとヘイケボタルは

強く光り、群飛することで、昔から里の昆虫

として親しまれてきました。しかし人口増加

等による生息場所の減少で、その数はかなり

少なくなってしまいました。

ヒメボタルもよく光り、全国ホタル名所の

中にもヒメボタル観察スポットは数多くあり

ますが、神奈り|1県内では、箱根と、丹沢では

高い所でしか確認できていません。

このヒメボタルを含めて、クロマドボタル、

オオマ ドボタル、オオォバボタル、スジグロ

ボタルは、調査リス トでも 1例から数例ずつ

しか確認されていないように、これらは簡単

には見つけることができません。

ヒメボタルは、黍殻山避難小屋 (標高約

1100メートル)での観察会等で、タイミングが合

えば、丹沢の森での幻想的な群飛に出会える います。
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lヽ 西	 ― 良β

かも知れません。

ゲンジボタル、ヘイケボタル以外で誰にで

も見つけられるホタルの仲間は、大場信義先

生 (横須賀市立博物館主任学芸員)が「森の番人」

と言っておられましたムネクリイロボタルと

オバボタルです。またカタモンミナミボタル

も、相模りll流域ではそれなりに分布していま

す。

ムネクリイロボタル				 オバボタル

ムネクリイロボタルは全体黒色、まるい胸

の部分だけが赤褐色をしています。日中に、

林床や林縁の草の葉に止まっていたり、低く

飛んでいるのを見ることができます。

ムネクリイロボタルの幼虫は強い青黄色の

連続光で光りますが、成虫は微弱にしか光リ

ません。陸に棲んで、オカチョウジガイなど

の陸員を食べています。

オバボタルも幼虫期は光りますが、成虫は

ほとんど光りません。日中、林床や林縁の草

の上を低く飛んでいます。胸の左右の凹んで

見える部分だけ透明な赤色で、他は全体黒色

です。

光ではほとんどコミュニケー トができない

これらのホタルは、ゲンジボタル等と比べて

目が小さく、代わりに触角が大きく発達して

(相模原市	市民)



(8)ホームページの紹介

アクセス件数について

流域協議会のホームページは2001年 9月 に開設してから2004年 3月末までに31ヶ 月が経過

しました。2004年 3月末のアクセス件数は10,315件を数えるに至っています。3月 8日 の夜に

10,000件を突破しました。昨年の2003年 3月 31日 のアクセス件数が5049件を数えるに至って

いますので、年間5,266件増えたことになります。月当り439件となります。昨年度のアクセス

件数は月当り354件でしたので、増加して比率は124%となり、まずは順調に増加しているとい

えます。

伸びた理由は、メールマガジンに掲載されたことではないかと推察しています。これからも情

報発信の内容の充実を着実に図ることによって、桂州。相榔 ‖流域の環境保全に関心を持つ方々に

アクセスしていただけるように努力したいと考えています。また協議会の存在と活動をご存じな

い人々に文字どおり広報するための方法としても工夫していきたいと考えています。

情報発信力の強化lこついて

今年度のホームページにおける労作は、年報のダウンロードを可能にしたことです。PDFのフ

ァイルを使うことによって、可能となりました。今後もPDFの活用によって、大量の情報の提供
が可能となっています。

更新回数は、14回になりました。月に1回以上の更新となります。2003年度においては主と
して活動予定を中心に行っていて、できるだけ迅速にアップロードするように心力ヽすています。
会員の手元に情報が配布されるのと同時に近く、遅くとも2～ 3日後にはホームページにも掲載
されているようにしています。地域協議会の活動予定も掲載されるようになりました。

特記事項としては、事業者部会のホームページヘのリンク集も始動し始めたことです。

課題解決に向[すて

今後とも、皆様とともに流域協議会の一つの顔としてもホームページをなお―層発展させてい
きたいと思っています。また、市民・市民部会のさまざまな想いをどのようにホームページから
発信させるのか、また活動の予定は掲載されても、実際の活動はどのようなものなのか、アジェ
ンダ21たり|卜 相模川の推進にどのような効果をもたらしているのか等々00・ 次々と発生するこ
うした課題にも丹念に対応する仕組みを皆様とともに工夫していきたいと思っています。
また、年度末の市民部会の会議において、今後の予定ですが、地域協議会においても、ホーム

ページの中身に参画したいとの要望が出てきていますので、WEBマスターの役割機能の強化を図
らなければならないと考えています。

なお、現在まで、市民部会メンバーの山本、桑垣、氏家、小宮、加賀谷、松川、多賀の諸氏に
は制作企画、点検作業と更新作業において、特別な協力と助言をいただきました。今後とも皆様
のご協力を重ねてお願いいたします。
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第 1

(9)	 会報誌等の発行

桂川 。相模川流域協議会の活動状況やアジェンダの推進状況について、広く会員等に周知するた

めに会報誌『あじぇんだ 113』 を発行 しています。2003年 度については、2003年 10月
と2004年 3月 の2回発行 しました。

今年度は、編集委員に新 しい方も加わ り、流域シンポジウムも考慮に入れた「テーマ随想」、

「流域ウオッチング :み なさんの飲み水はどこから」や、様々な活動団体の紹介 。参加者の感想を

盛 り込んだ事業報告記事などを企画掲載いたしました。今後も環境に関する情報・流域の話題など

お届けしたいと考えています。

く今年度発行分の内容〉

1号	2003年 10月 30日 発行

● テー マ随想 「命の水、母 なる川」
。いるか丘陵の飲み水事情		 天内康夫
・横浜の創設水道と相模川取水に想うこと	横浜市水道局
。第3回世界水フォーラムに出席して	 河西悦子

●流域ウオッチング「みな
説
ん
2飲

み水はどこから」

●事業報告
・定期総会
。上下流交流事業「道志川ウオッチング&体験」、

「川で学ぼう !遊ぼう !」

・環境調査事業 :

桂川 。相模川流域のホタル科全種の分布について

●シリーズ生亨劣み勢2諏3り秀」lゝ口哲一
●流域活動報告

日本大学生物資源科学部研究室	糸長浩司
都留文科大学 “水と生きるまちフ

゜
ロシ

゛
ェクト"実行委員会

2号	2004年 3月 31日 発行

●テーマ随想「各地における川づくり」
・小出川に親 しむ会の活動		 丹沢久子
・鶴見川ネットヮーキング活動報告紹介	 牧島信一
・The	East	Asian	Sealll::な

矯ぜだ
(東

り
会議)

●環境関係情報 :「 マイアジェンダ制度」が開始

●流域の活動団体紹介 :北都留森林組合

:I;:璽 会

'見

|ね言警≦
兌蟹男

′
怯晶哲一

・ 蒻 ポジウム	・第18,19回 ツアー&ゥ オッチング
・流域の魅力再発見事業

●流域紀行 	「釜淵の乙姫さま」道志村伝説
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(10)地域協議会

桂川 。東部地域協議会活動報告

■ 2003(平 成 15)年 度の活動概要■

総会・役員会等の開催

①総	 会・環境啓発体験 (5/18)
富士女性センター	(都留市)

総会においては、今年度も桂川流域の環境保全を図り、地域に根ざした持続可能

な循環型環境保全社会を築 くことを目的として様々な里山体験や環境学習会をとり

行っていくことが決定されました。

また総会開催時、地域の人々により多く、桂川流域の環境保全活動に理解と認識

を持ってもらい活動に積極的に参加 してもらうため、竹駕籠の名人 。鈴木寛雄氏を

講師に迎え、参加者に『竹細工の「い 。ろ 。は」から駕籠作 りまで』という内容で

駕籠づくりを体験 してもらいました。

②役員会開催 (4/25、	10/3、	11/30、	1/14、 3/31)
その他打ち合わせ会	 数回開催。

(総会 :勝俣会長のあいさつ)

イベント

①クリーンキャンペーン

6/1	 」R大月駅前において、大月市職員と合同でチラシ等の環境啓発物

品を配布する。環境保全の意識啓発やゴミ減量化推進を図る。
6/3	 スーパー岡島都留食品館前において、都留市職員と合同でチラシ等

の各種啓発物品を配布する。環境保全の意識啓発やゴミ減量化推進を

図る。

②環境学習会

11/30午 後、流域協議会の第 19回 ツアー&ゥ ォッチング「葛野川揚水発電
所見学と、電力の水利用に関する勉強会」参加者も参加 して、学習会を実施 した。
(総勢32名 )

「東京電力葛野川 PR館」において、東京電力 (株)山梨支店大月支社の大川孝
明氏より、『桂川における電力の水利用の現状について』と題 して講演いただいた。
続いて『桂川の水質検査結果について』の内容で山梨県県大月林務環境部職員の
永井氏にも話 していただき、それぞれ質疑応答も数多 く出された。午前中は葛野
川ダムの見学をし、午後は当協議会の学習会に参加する会員もいた。

‐87

(参加者による駕籠づくり体験)



③里山保全活動の体験ツアー

水源地上流部としての里山保全活動を理解 し実践するために、昨年に引き続き「炭焼

き体験ツアー」、「きのこ植菌作業体験ツアー」を実施。

012/14	 炭焼き体験ツアー

大月市七保町奈良子地区において「奈良子炭焼き体験塾」と連携し、水源地域

における森林の役割とその活用について学ぶ体験研修を実施。短時間で焼ける簡

易竹炭造 りに挑戦、その他内容も盛り沢山でした。

(小 形の ドラム缶を土に埋め、完全に火がついた

ら蓋をして土をかぶせ竹炭ができるまで 2時間ほ

ど待ちます。その間、流域協議会会員の天内康夫

氏から「生き物とその謎について」の話を聞き、

自然豊かな地域の おもしろさを再認識 しました

また、竹細工の風車 を作るイベントも大変好評

でした。参加者43名。

(炭焼き体験ツアー)

0	3/7		 しいたけ植菌作業体験ツア‐

都留市四日市場の民有地でキノコの植菌作業を体験 した。講師の山梨県

林業指導員からキノコの生体や効用などの講話を聞いた後、今回2種類の方

法で椎茸の植菌を行った。また、木工を組立て、巣箱、小椅子、マスコット

チェアーを作成、会員で北都留森林組合の中田無双氏による森林についての

講演も実施 した。参加者45名。

④桂川支流のクリーン作業の実施

3/13・ 14	 都留市夏狩地区での不法投棄ゴミの撤去作業。	13日 は東桂中学校生

徒先生86名 と共に実施、14日 は地域協議会関係者、地域住民で実施。

延 120名の参加により14ト ンもの大量のゴミをかたづけることがで

きました

⑤環境保全のための啓発パネル展

当会の活動状況を広く知ってもらうと共に、環境保全の大切さを訴えた。

(5/18桂 川・東部地域協議会総会、3/7椎 茸植菌体験ツアー)

(し いたけ植菌作業体験) (ク リーン作業実施)
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相模川 湘南地域協議会 2003年活 動報告

1.市民団体交流会の記録

(テ ーマ :講師 :時 :会場 :参加数 :概要)

1-1「 都留市観察会」篠 田授樹氏 (桂川

をきれいにする会)OH	15.5.150都 留市内

018名 (14年度事業)

今回の観察会では、神奈川県民の水がめで

ある相模川の水源域の姿をみることにより、

その環境を保全する活動を精力的に行 ってい

る人々と出会うことを主な目的としました。

都留市は、江戸時代に開削された水路、家

中川が街を縦横に走 り、市全体が水と深い関

係を保ちながら生活 してお り、今回の視察 目

的に適切な場所として選んだものです。

当日は、相模川本流最大の滝である「田原

の滝」、十 日市場湧水群、家中川市民水力発

電所計画地、また管野川水源地等を見学 しま

したが、特に十 日市場湧水群では長年の市民

の湧水との深い係わ りを見聞でき深い感銘を

受けました。(佐伯記)

2.ク リーンキャンペーン

OH	15.5.25	0茅 ヶ崎市内、相模川河口左岸

025名
美化財団と協力 して、茅 ヶ崎市内相模川河

口左岸で同財団の職旗を立てて海岸清掃を実

施 しました。

開始当初から参加予定者のみならず、当日

同河口に来ていたサーファー等が、 10名以

上積極的に参加 してくれました。約 2時間清

掃を行い、不燃ゴミ・可燃ゴミそれぞれ 50
袋以上回収 しました。

昨年に比べて、不燃ゴミ・可燃 ゴミ共に大

型ゴミが増加 しており、ゴミが全般的に著 し

く増加 している状況をまのあた りにし、強い

印象を受けました。 (佐伯記)

3.学習会の記録

3-1	 アォバ トの日 (こ またん)

OH	15.7.270大磯町照ケ崎07名
地域内の活動団体との交流を図るために、

交流会にお招 きする活動は、既に試みている。

昨年行 った上流部との見学・交流会 (5/15
)の 結果から、こちらから出かけて見学 。交

流の方向を探 ってみたいと考え、大磯を中心

として活動 している「こまたん」がアオバ ト

の公開探鳥会を行っているので、これに参加

することとした。PR不足、日程等の問題で

参加が少なか ったが、「会則なし」、「参加者

は会員と見なす」等の特異な運営を続けてい

るこの会の強みは「目的が明確」であること

を学習 した。 (赤羽記)

3-2緑 化事業 (平塚市内)

OH	15.8.310多 目的アリーナ敷地内013名
平塚市が建設中の多 目的アリーナ(体 育館)

に緑化事業を市民参加型で実施するよう要望

していたところ、各業者が出会い丁場 となる

完成間近に草花を植えることとなった。残暑

厳 しい日の作業となりましたが、当協議会か

ら3名 、地元住民約 10名 の参加をえて行わ

れました。近隣の市民にとっても身近で愛着

の生まれる緑化事業になることを目指 して行

いました。 (小宮記)
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3-3ワ ークショップ (洗剤学習)

飯田、片平 (石 けんグループ しゃぼん湘南)

OH	15.10.40茅 ヶ崎市民ギャラリー012名
透明の水槽に 10Lの 水を入れ、これに小

さなコップにはいった土、農薬、酸性雨、環

境ホルモン、ヘアカラー、洗浄剤、残飯等を

次々と投げ入れ、汚染 してい く様子を参加者

の目前で実演 した。

これと同時に、紙芝居「おさるのつぶやき」

を報告者が読み上げながら進行 した。

石けんと合成洗剤の違いについて

合成洗剤にはかなり増白剤が入っているの

で、洗濯物は白くなりきれいになったように

見えるが、その実態は青い物質で自く染めて

いる状況で、発ガン性物質 も含んでおり洗 っ

ても落ちない。

フキンで肉まんを包むと青 くなる。

石けんと洗剤について、環境美化のため一人

でできることとみんなでで きることについ

て、参加者全員が各 自の体験や意見を発表 し

た。(佐伯記)

3-4水 辺の楽校

015.10.18	0平 塚市馬入015名
馬入水辺の楽校は、毎月 1回観察会を平塚

博物館の浜口先生のご指導によって催 してい

ます。そ して年 1回秋祭 りを開催 しています。

子供たちと親が一緒になって、約 400名 以上

が参加 し1日 を楽 しみました。

自然を楽 しむ音楽の企画も催 され、草笛、

オカリナ、そ して今年度は平塚の女子コーラ

スが加わり、会場を盛 り上げる工夫も行われ

ま した。(小 宮記)

3-5水 源の環境保全「県民集会」

OH	15.10.230平塚MNビ ル01o名
桂川・相模川流域協議会が根源的問題とし

て取 り上げてきたテーマの一つである「水源

の環境」についての県民集会が平塚MNビ ル

で開催された。参加者は会場一杯となり、熱

心かつ活発な討議がなされた。参加された皆

さんの関心度は高 く、水源環境保全について

は何 らかの負担 もやむを得ない雰囲気であっ

た。 (小官記)

3-6新 港背後地植樹会

OH	16.2.80千 石河岸	 新港駐車場南側

015名
平塚の新漁港建設は数年前から進められ、

港や堤防は完成 したが、その背後地は砂埃の

立つ海浜となったままである。何回か市担当

と協議 して用地を確保 し、湘南行政センター

の斡旋により苗木「とべ ら」50本 を植樹 し

た。

毎年当地で実施されているクリーンキャン

ペーン(15.H.23)の 際、 この植樹の意義 を説

明 し、砂防、緑化など海浜の環境の更正の必

要性 を地元住民の方 々に呼びかけていたた

め、当日積極的に協力 していただいた。 この

活動を今後 も継続 して、海浜の環境保全に役

立てたい。 (小 官記)

4	 講演と地域交流の集い

OH	16.2.21	0ひ らつか市民活動センター

076名
「海を、川を、森をもっと身近に、もっと

豊かに」をテーマに、相模川湘南地域協議会

第三回シンポジウムを開催 しました。

第 1部 :講演

演題 :「海から森と川を考える」

講師 :元中央水産研究所研究室長 松川康夫

松川氏の報告は、北海道でこんぶ漁民が海
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岸に松を植えて、漁場を豊かにした話から始

まり、昔からの日本人の知恵として「魚付き

林」に代表されるように山、川、海を一体と

して捉えていたこと、あらゆる水面が食料生

産の場 として重要であること、これ らの豊か

な生産の場が埋め立てと化学物質汚染によっ

て極度に破壊されてきたこと、その原因は異

常な産業構造と物質循環にあること、これら

の問題を解消するためには産業構造を改め、

地産地消の自治社会に向かう必要があること

を豊富なデータを示 しながら話された。

西出氏は、「海洋、湖沼の自然バランス」

と題 して、 日本の各河川における鮭の放流は

鮭の生産を復活させたが、これ らの鮭が回遊

の過程でアラスカなどの川から出てくる紅鮭

など高級な鮭の稚魚を食い尽 くすことが日露

間の国際問題にまでなっていること、ソ連時

代の灌漑による綿花増産政策がアラル海の水

位低下、海面面積の減少、果てはアラル海そ

のものの消滅をもたらそうとしていることを

指摘 された。

勝呂氏は、豊富な写真をパワーポィントを

使いなが ら説明され、堰によって魚たちの自

然な上下間の行き来が妨げられて しまってい

ること、最近では河川関係者の間で協議 して

工事を進める習慣が育ってきていること、魚

たちの保全のためには魚ばかりでなく周辺の

植物、昆虫、動物 も視野に入れた山全体の生

態系を理解する必要があること、支流や谷戸

の大事さ、川ガキも絶滅危機種であると会場

の笑いを誘うような話もされた。

第二部では環境デザインセンターの佐々木

貴美江氏が長野県などの自治体での廃水処理

の実績、日比谷公園での循環に徹底的に配慮

した庭園管理、新潟県能生町での米作 りと民

家の復活、山岳 トイレの浄化などの活動を報

告された。「こまたん」の金子典義氏が「ア

オバ トの輪」と題 して鳥を捕まえたり傷つけ

たりせずに追跡 と観察だけで鳥たちの生態を

知る方法を紹介され、丹沢山塊の奥から大磯

の照ケ崎海岸にやってくるアオバ トの生態を

詳 しく話された。「こまたん」には会則が無

く言い出した人がやる「言い出しっぺ→イー

ダーシップ」の原則 というユニークな運営方

法の紹介も面白かった。(井上記)
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c情報交換

4	 地域協議会 。運営委員会等の開催記録 			 第 9回平成 16年 3月 8日 茅ヶ崎市本庁舎

平成 15年度、相模川湘南地域協議会運					7階 	 第 2会議室

営委員会の開催状況														a平 成 16年度事業計画について

第 1回平成 15年 4月 18日 	 茅ヶ崎市分庁舎				b平 成 16年度予算について

5階A会議室																	c平 成 15年度活動報告について

a14年 度事業報告、同収支報告及び 15				d平 成 15年度収支報告について

年度事業計画案、同予算案について						e情 報交換

b「上流団体との交流会」について						5	 平成 15年度、相模川湘南地域協議会 総

c来年の協議会でや りたいこと									 会の開催状況

第 2回平成 15年 6月 12日 茅ヶ崎市勤労市 			 平成 15年 5月 25日 	 相模川流域下水道

民会館 3A会議室														 柳島管理センター会議室

a15年 度会計担当について										a平 成 14年度活動報告について

b公開学習会 (洗剤学習)に ついて							b平 成 14年度収支報告について

c市民団体交流会について											c平 成 14年度監査報告について

第 3回平成 15年 7月 3日 ひらつか市民活動				d平 成 15年度事業計画 (案)に ついて

センター研修室																	e平 成 15年度予算 (案)について

a公開学習会について													f「 申し合わせ」について

bバ ー ドマップについて

c植樹について															6平 成 15年度運営委員連名	50音 順

第4回平成 15年 8月 28日 	 茅 ヶ崎市役所本 		 市民

庁舎	7階大会議室A											 赤羽興三郎 《二宮》:石井君江 《茅 ヶ崎》

a公開学習会のうち洗剤学習について				 井上駿 《平塚》:桑垣美和子 《茅 ヶ崎》

b市民団体交流会について									 小宮昇 《平塚》:田 端裕 《大磯》

第 5回平成 15年 10月 9日 	 茅ヶ崎市勤労 			 宮崎栄子 《寒川》:山本康雄 《藤沢》

市民会館 3A会議室												 平田孝一 《茅 ヶ崎》:下條惇夫 《茅 ヶ崎》

a市民団体交流会について									 行政

b植樹について															 湘南地区行政センター環境部環境保全課 :

c水源環境保全「県民集会」について				 平塚市環境政策課 :茅 ヶ崎市環境保全課 :

第 6回平成 15年 H月 20日 茅ヶ崎市本庁舎 		 寒川町環境課

7階第 2会議室															(役 割分担)

a市民団体交流会について											 会計 :下條惇夫		 監査 :寒川町環境課

b湘南地域協議会「申し合わせ」について				 代表 :赤羽興三郎

c情報交換

第 7回平成 15年 12月 18日 茅ヶ崎市分庁舎			2003年 度の活動を振 り返って

5階A会議室																	 運営委員会はいわば「少数精鋭」での運営

a市民団体交流会について									 でぁったが、その割には活動は多彩だったの

b申 し合わせについて											 ではないだろうか。シンポジウムで 9名 の新

c次期代表の選任について									 会員の加入があったことは、私たちの活動に

d情報交換																	 寄せる市民の期待も大 きいものがあると考え

第 8回平成 16年 2月 14日 	 ひらつか市民活 		 て良いだろう。会員や運営委員の皆様のご協

動センター	 研修室													 力に感謝 したい。(赤羽)

a第 3回 シンポジウムについて

b2003年 	 活動報告作成について
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(11)その他の事業

① 〈市民活動フェア2004(横浜市)～水と森の恵みの展示口販売と、洗剤対策の説明～〉

かながわ県民活動サポートセンターで開催された“市民活動フェ

ア2004"0004年 3月 13～14日 )において、昨年に引き続いて、桂

り||。相側 ‖流域協議会が出展し7に 主として、流域協議会の活動の

ポスター紹介と口頭による案内で、現在、よこはま地域協議会の設

立準備をしている牧島、天内、根 田中、小泉、宮本(敬称略)、 つま

り、横浜等のメンバーが協力して、取り組むことができ,t

また、同時に洗剤対策と水の恵み。森の恵みもデモンストレーシ

→礼しながら説明をした ミヨシ石鹸さん鮮喋堵割会会動から粉石

鹸とともに、石鹸工業界のパ〃 レットの提供を受けて、200人余の

方々に、小袋に分けた洗濯1、 2回分の粉石鹸を手渡しして、節水と

水質向上を訴えた 同時に、山梨県大月市の笹―酒造さん(事業差

部会会動から提供を受けた“お酒のもとになる笹子の源水"10リットル入りのボトルで 10本和 ップで小分け
して市民に試飲していただき、水道水との違いを理解していただいた

同時に“よこはま水と森の会"、 および“大月森つくり会り らヽ出展と販売があり、水と森の恵みと豊かさが横浜

市民のみならず川崎市等のここを訪れた市民に広報し、普及啓発につながった 具体的には“よこはま水と森の

会"からは、藤野町篠原の里設置準備委員会からは最近里山おこしの事業としてつくられた炭焼き釜から出た

炭・木酢液、そして流本人形等の脱 同町の環境系企業“エコ

ロ"からの竹材による“かぐや眉'(常測のの出展、また横浜市緑

区の“ログハウス"から様々な工法の建物の写真提供と実物大の

組合せサンプルの提供を受けて、来訪者に角虫つも らうことがで

きた

“大月森つくり会"からは、同会の佐々沐さんと大月短大生グル

ープ。森つくり会の小山さんが2日 間、略 |」用の時計、地域

企業の開発商品の説明と販売を担当し、また、大月在住のアー

ティストとの協働によるランプ等の出展・販売、北都留森林組合か

らの炭等の展示販売、また甲斐東部製材協同組合からの間伐材
の提供等があつた また、流域協議会の河西代表(大月森つくり会)をはじめとして、多数の山梨県の仲間が激励
に訪れた

流域協議会の自然・水の保全活動の展示紹介、また水と森の恵みの紹介・販売などを通して水源の恩恵に浴
する都市部の市民には水源域の大切さが感じられた毅 なった なお、2日 間の間に昨年に増して総勢延ベ

6,254人が入場したとの公式報告がありまし,に ご協力をいただいた皆様へ、この場をお倒 してお礼をさせてい
ただきます。

流域協議会の加盟団体と交流団体

も幅広く紹介 (写真提供 :牧 島信一)

水源地域の森の恵みを展示・即売

(写真提供 :牧 島信一)

顔ごF由
11■ ャ
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② 洗剤対策活動報告 (相模原市)

平成 15年度桂洲・相側 ‖流域協議会の洗剤対策は例年通り、相模原市消費生活展に参加しま

した。場所は橋本駅のシティ0プラザはしもと多目的スペースにて生協組合の団体をはじめとし

て、8団体と共に「暮らしと環境」のテーマで展示参加をしました。

3月 13日 (土)、 14日 (日 )の二日間513人の来場者があり、本年度も源流 (相模湖)の水と

水道水の飲み比べを	お茶を使って実施しました。

全く同じ条件で入れた二種類のお茶を飲んでもらい、違いが判るか実験してもらいます。どち

らが美味しいか、いつも飲んでいる味、どちらが好きか嫌いか、何でもよいのです。違いがどこ

からくるか説明をして、安全でおいしい水を得るためには負荷の少ない石鹸を使ってもらうよう、

試供品を渡して勧めました。特に石鹸と合成洗剤の違いや換気扇の汚れ落としに、石鹸が簡単で

よく落ちる、使い方の話には、たいへん関心を示してくれました。もっと、石鹸の特質を知らせ

る機会が必要に感じました。

報告者		 倉橋満知子
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③	 上野原森づくり事業

上野原里山林体験エリア 0第 2区画

報告

10区画の借主それぞれが自主的に里山林

との付き合いを始めて2年 目になりました。

15年 12月 に上野原町経済課が企画した

伐木体験場所は上野原小学校の学校財産区付

近でした。

子供さんも2人参加しての体験になり、北

都留森林組合の方から注意事項などを伺い、

それぞれに伐木する木を選定 し、切り倒 し作

業をしました。

縄掛けの練習も結構楽しくて、子供さん方

も嬉々として参加 していました。

14年夏に植菌 したしいたけのほだ木から

収穫された生 しいたけをお土産に頂いて帰宅

しました。

3月 には流域協議会が借 りている第2区画

に行ってきました。

現地に行く途中にはいのししのヌタ場が2

箇所もあり、いのししの姿を想わせるような

状態でした。

しいたけのほだ木も木漏れ日がちらちらと

こぼれている所に組み立てられていて、今後

の収穫が楽 しみです。

なかなか手が付かない現地ですが、里山林

に関する様々な体験が期待できるのではない

でしょうか。
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④	 懸垂幕作成事業

当協議会員の多くの方々には、回の事業や運営に積極的に協力いただいております。

しかしながら、その会員数は、流域の市民等の総数に比べ非常に少ない状況です。この

ことから、流域全体の方々に協議会の存在を知ってもらい、また関心を持ってもらうため、

山梨県大月市にある県北都留合同庁舎 (行政事務局 :大 月林務環境部在所)の 玄関付近に、

「清 く豊かに川は流れる一―桂川 。相模川流域協議会」と記 したスカイブルーの懸垂幕 (長

さ約6m)を 掲げました。
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⑤	 外部等	 交流 。連携・波及効果

O	The	East	Asian	Seas	COngress	2003(東 アジア海洋会議2003)

プトラジャヤ		2003年 12月 6日 (土)か ら13日 (土 )

参加者	 事務局	 神奈川県環境農政部大気水質課	 千葉礼子

行政の立場から見た桂川 。相模川流域協議会についての発表するために標記参加 しま

した。会議は、マレーシア科学技術環境大臣が出席するオープニングセ レモニーから

始まり、学識経験者などが会議の方向性を導くためのテーマ A(4つ のワークショッ

プー海洋輸送・陸地汚染 。漁業と養殖 。生物多様性―)に 分かれて行なわれ、生物多

様性のワークショップに出席 しました。テーマBに ついても4つ のワークショップ (ロ

ーカル管理と連携、統合沿岸管理の実施・技術及び専門知識 。財源、投資及び共同責

任 。国家的海岸 。海洋政策及び地方の協力的取 り決め)に 分かれて行なわれました。

流域協議会についての発表は、テーマ Bで、12月 10日 (水 )の 朝 9時頃に行ないま

した。

○海洋フォーラム特別セッション_ワ ークショップ「森 。川 。海 。空のパー トナーシップ」
主催	soF海洋政策研究所

日時	2004年 2月 9日 PM	13:30～ 17:20	会場	 日本財団	 大会議室

河西悦子氏 (代表幹事)は 、森 。川の連携「清く豊かに流れる桂川。相模川」と題 し
てパネリス トとして紹介、報告。

○パネルディスカッション「アジア水問題への日本 (神 奈川)の 貢献を考える」
主催 	(財)地球環境戦略研究機関 (IGES)

日時	2004年 2月 29日 (日 )14:00～ 17:00	会場	 パシフィコ横浜会議センター

桑垣美和子氏 (代表幹事)は、「清く豊かな川 。森・海」の表題でパネリス トとして
「ローカルアジェンダ21桂川。相模川」を紹介・報告。

○相模川川づくりのための土砂環境整備検討会 (国 土交通省 京浜河川事務所)

氏家雅仁氏 (事務局)は標記委員会委員として出席。

この検討会は、平成 15年 12月 から2～ 3年程度を予定して設置され、相模川の健全
な土砂環境を目指 した取り組みの実施方針の提案及びその対策効果の検証を行うとと
もに、今後の土砂環境改善に向けた具体的な方策について、市民、学識経験者、関係
機関、行政の方々が一堂に会 して議論を深めることにある。

○神奈川県バイオマスエネルギー活用具体化検討調査委員会 (企画部科学技術振興課)

牧島信一氏 (幹事)は、標記委員会委員として出席。
この検討会は、平成 15年 8月 より平成 16年 3月 にかけて設置され、かながわ新エネ
ルギービジョンに基づき、県内の地域特性を応 じたモデル事業として、県西・北部に
おいて、間伐材など地域に賦損する木質バイオマスエネルギーなどを活用 した新エネ
ルギー導入の具体化に向けた検討調査を行った。

マ レー シ ア

9̈7



○福島市来庁

2004年 2月 10日 	 神奈川県事務局

福島市では、阿武隈川水系水質汚濁対策連絡協議会 (阿武隈川沿川の市町村、消防、

警察及び福島県、宮城県、国土交通省、通産省で構成)で流域環境保全に取 り組ん

でお り、桂川。相模川流域協議会の取 り組みについての取 り組み状況を参考とするた

め、神奈川県事務局を訪問 しました。
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2003年度予算等



1	 収入の部

2	 支出の部

2002(平 成 14)年 度 収 支 決 算

艶8繋⊇:彗謄号ζ曽(Aillj電Jl)"叩%円 M)03(平 成 15)年度に繰越]

項 		 目 予	 算 	 額 決	 算 額 差 引 額 備 考

負 	 担 	 金 3,960,000円 3,960,000円 0円 国土交通省京浜河‖1事務所	250,000円
山			梨			県			750,000円
神	奈	川	県	2,250,000円
市(人口	10万人以上の6市)

300,000円

(人口	10万人未満の3市)

90,000円
町村(16町 村)			320,000円

ハ

=
費 1,882,000円 1,827,000円 55,000円 市民(団 体)		267,000円

公営事業者(6事業者)	950,000円
その他事業者				610,000円

賛 	 助 	 金 5,000円 0円 5,000円

参 	 加 	 費 240,000円 205,400円 34,600円

繰 	 越 	 金 415,018円 415,018	円 0円

雑 	 収 	 入 763円 20,085円 △ 19,322円 預金利子等

合		 計 6,502,781	 円 (A)6,427,503円 75,278円

項 	 目 予	 算 	 額 決	算	額 差 引 額 備 考

会 	 議 	 費 882,000円 705,192円 176,808円 会議室使用料				74,177円
総会講師尉胤				21,280円
市民交通費				375,890円
議事銅側蹟				96,670円
専門部会専門蒙謝礼			64,000円
地域協議会運営経費			60,000円
資料印刷経費等				13,175円

事	 業 	 費 4,962,331	 円 4,663,567円 298,764円

盤L鱚
ツアー&ウオッチング				77,389円

曇
i]:]il見事業

			lil::li:

綸 憫
事	 務 	 費 558,450円 566,350円 △ 7,900円

:]∬I:|		:!1‖]
予 	 備 	 費 100,000円 100,000円 0円 ポスト作厳			loo,o00円

合		 計 6,502,781円 (B)6,035,109円 467,672円
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2

2003(平 成 15)年 度 予 算
1	 収入の部

項 		 目 予算額 前年度予算額 差引額 備 考

負担金 3,960,000円 3,960,000円 0円 国土交通省京浜河川事務所	250,000円

llli	10万人以上;61;8::::目
300,000円

(人日	10万人未満の3市)

90,000円
町村(16町村)		320,000円

会費 1,857,000円 1,882,000円 △25,000円

IIキJ:l:!業
者)	〔阜illll言

賛助金 0円 5,000円 △5,000円

参加費 112,000円 240,000円 △ 128,000円 上下流交流事業						102,000円
ツ7-&ウ オチング			10,00o円

前年度繰越金 392,394円 415,018円 △22,624円

雑収入 20,085円 763円 19,322円 預金利子等

合		 計 6,341,479円 6,502,78i円 △ 161,302円

支出の部

項 	 目 予算額 前年度予算額 差引額 備 考

会議費 878,800円 882,000円 △3,200円

普‖‖言::掌
経費

		::|:::民

事業費 4,677,869円 4,962,331円 △284,462円
lll鷺

II彗11(」)%:|:::日
lT流)582,000円

シンホ
・シ・ウム					880,000F司

ホームヘ・―シ・運営事業180,000円

事務費 684,810円 558,450円 126,360円

予備費 100,00o円 100,00o円 0円

合		 計 6,341,479円 6,502,781円 △ 161,302円
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監査の結果について

2002年度 (平成‐14年度)の桂川・相模川流域協議会の会計及び会務執‐

行について、関係書類を審査したところ、適正に処理されていることを認めま

す。

20o3年 (平成 15年)5月 13日

桂川・相模川流域1協議会

監事	 石田	 幸
⑦

監事	天野	堅コ蓬雪)
監事	滝口	 武司

C塁)
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桂 川 ・ 相 模 川 流 域 協 議 会 規 約

(名 	 称)

第 1条	 この会は、桂川・相模川流域協議会(以下「流域協議会」という。)と いう。

(目 	 的)

第 2条	 流域協議会は、桂川・相模川の流域(河 川において地表に降つた降水を集水する地形
的な範囲をいう。以下同じ。)の行動計画である「アジェンダ21桂 川・相模川」を推進することに
より桂川・相模川の流域の環境保全を図り、もって、持続可能な発展を基調にした環境保全型
社会を築くことを目的とする。

(事	 業)

第 3条	 流域協議会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。
(1)「アジェンダ21桂 川・相模川」の策定、推進、評価及び見直し
②	桂川・相模川の流域の環境保全を図るための事業
③	流域協議会の会報誌の発行
④	その他流域協議会の目的達成のために必要な事業

(会 	 員)

第 4条	 流域協議会の会員は、正会員及び賛助会員とする。
2	 正会員は、桂川口相模川の流域の市民、事業者(公 営企業を含む。以下同じ。)、 行政 (地
方公共団体(公 営企業を除く。)及び国をいう。以下同じ。)、 桂川・相模川の水を水道水とし
て利用している者、その他流域の環境保全に関係する者で、本会の目的に賛同する者とす
る。

3	 賛助会員は、本会の目的に賛助協力する者とする。
4	 流域協議会の会員は、会費、負担金、賛助金(以下「会費等」という。)を納めるものとする。

5	 会費等は、年額とし、毎年 4月 1日 から5月 31日 までに納入しなければならない。
6	 会員は、流域協議会が行う事業への優先参加並びに流域協議会が発行する会報誌及び
図書の優先配布を受けることができる。

(入会及び脱会)

第 5条	 流域協議会の入会及び脱会に関する事務は、事務局 (第 15条 に規定する事務局をい
う。)が行う。

(役	 員)

第 6条	 流域協議会に、次の役員をおく。
(1)代 表幹事 	5名
②	幹事			 主体 (市 民、事業者及び行政をいう。以下同じ。)別 部会毎に5名 以上10名

以内

地域協議会(第 11条の規定により地域に設置された協議会をいう。)毎に 1

名

③	 会計			1名
141	監事 			3名
2	 役員は、会員の中から、幹事は各主体別部会、地域協議会が推薦した者について総会に
おいて承認し、役員は総会で選出する。

3	 代表幹事は、幹事の互選により定める。
4	 役員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。
5	 役員が欠けた場合における補欠役員の任期は、前任者の残任期間とする。
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(役 員の職務等)

第 7条	 代表幹事は、流域協議会を代表し会務を総理する。

2	 幹事は、流域協議会の運営について協議する。

3	 会計は、流域協議会の会計事務を担当する。

4	 監事は、流域協議会の会計及び会務執行を監査する。

(総	 会 )

第 8条	 総会は、定期総会及び臨時総会とし、代表幹事が招集する。

2	 定期総会は、会計年度終了後、毎年 1回 、開催する。

3	 臨時総会は、代表幹事が必要と認めたとき、又は、幹事会若しくは監事の要求があつた場

合に開催する。

4	 総会の議長は、その総会において選出する。

5	 総会は、次に掲げる事項を協議口決定する。

(1)規約の制定、改廃

② 会計及び監事の選任並びに幹事の承認ト

③ 事業計画及び収支予算に関する事項

K41事 業報告及び収支決算に関する事項

(Dその他幹事会が必要と認める事項
6	 総会は、会員の現在数の 2分の 1以上の出席(委 任状を含む。)がなければ開くことがで
きない。

7	 総会の議決は、流域協議会が流域環境保全の合意を形成するための協議の場であるこ

とに鑑み、正会員の合意をもって行う。
8	 総会において議決に至らなかつた事項については、総会において、各主体から5名 以内の
会員を選出して、協議機関を設置し、協議口決定するものとする。この協議機関における協議
決定事項は、流域協議会の総会の議決とみなす。

(幹事会)

第 9条	 役員は幹事会を組識し、幹事会は総会で議決した事項を執行する。
2	 幹事会は、必要に応じ代表幹事が招集し、幹事会の議長は代表幹事の中から選出する。
3	 幹事会は、流域の環境保全の取組みに関し合意を形成するための協議の場であり、「ア
ジェンダ21桂川・相模川」の達成状況の評価、見直し、流域協議会の取組み等について協議
する。

4	 幹事会は、総会に付議すべき事項を協議・決定する。
5	 幹事会は、事務局長及び事務局員について、協議・決定する。
6	 幹事会は、協議に必要な会員の出席を求め、その意見を聞くことができる。

(主体別部会)

第10条	 流域協議会に主体別部会を置く。
2	 会員は、主体別部会にそれぞれ所属する。
3	 主体別部会は、「アジェンダ21桂川・相模川」の達成状況の評価、見直し、流域協議会の
取り組み等について協議する。

4	 主体別部会は、流域協議会の運営を行う幹事を選任する。
5	 主体別部会の運営については、主体別部会がそれぞれ定める。

(地域協議会)

第11条 	 地域における桂川・相模川の流域の環境保全の取組みを推進するため、地域協議会を
設置することができる。
2	 地域協議会は、流域協議会の運営を行う幹事を選任する。
3	 地域協議会の運営については、地域協議会が定める。
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(専門部会)

第12条 	 幹事会に、流域の環境保全に閑し専門的に検討するため、専門的な事項別に、専門部
会を設置することができる。
2	 専門部会は、専門的な事項に関係のある主体で構成し、検討結果を幹事会に報告する。

(会	 計)

第13条	 流域協議会の活動に要する経費は、会費等、補助金その他の収入をもってあてる。
2	 流域協議会の会計年度は、4月 1日 に始まり、翌年 3月 31日 に終わる。
3	 会費等の規定については、別に定める。

(委 	 任)

第14条	 この規約に定めるもののほか、流域協議会の運営その他必要な事項は別に定める。

(事務局)

第15条	 流域協議会に事務局を置く。
2	 事務局には、事務局長及び事務局員を置くことができる。

(附	 則)

1	 この会則は、平成10年 (1998年 )1月 20日 から施行する。
(附	 則)

1	 この会則は、平成10年 (1998年 )1月 31日 から施行する。
(経過措置)

2	 流域協議会の設立当初の会計年度は、第13条の規定にかかわらず、設立の日から3月 31
日までとする。

3	 流域協議会の設立当初の役員の任期は、第 6条第 4項の規定にかかわらず、設立の日か
ら平成10年 (1998年 )度に開催される定期総会までとする。
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桂 川・相 模 川 流 域 協 議 会 の運 営 に関す る細 則

平成10年 (1998年 )1月 20日 制定

平成11年 (1998年 )5月 29日 一部改正

桂川・相模川流域協議会規約第14条の規定に基づき、桂川・相模川流域協議会(以下「流域協

議会」という。)の 運営に関する細則を次のとおりとする。

1	 桂川・相模川の流域の環境の保全に向けて、「アジェンダ21桂川・相模川」を推進するととも

に、市民、事業者、行政(以下「主体」という。)は継続した協議を通じて相互に理解を深め、合

意を形成する。

2	 流域協議会を開かれたものとするため、必要な情報は共有する。
・流域協議会の議事内容は公開とする。
日会員は、幹事会、地域協議会、専門部会に参加することができる。

3	 流域協議会の会員は、桂川・相模川流域の環境保全の取組みについて対等な立場で提案し、

協議を行う。

4	 各主体は、「アジェンダ21桂 川・相模川」及び流域協議会の合意事項を尊重するとともに、実

効性のある環境保全のための方策を推進する。

5	 各主体は、必要に応じて、学識経験者口専門家の出席について合意し出席を要請する。

6	 幹事は、必要な場合は、代理者を立てることができる。

7	4月 1日 から定期総会が開催される日までの間の流域協議会の事業の実施については、幹
事会において決定し、会計はその経費を支出することができる。
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桂川・相棋川流域協議会役員及び役割分担 (2002～ 2003年 度)

1	 役員

(1)代表幹事

○市民……・河西悦子 (大 月市)、 桑垣美和子 (茅 ヶ崎市)

○行政……・山梨県 (富士北麓・東部地域振興局大月林務環境部)

○事業者……・欠員

(2)幹事

○市民 (10名 )

河西悦子 (大 月市)、 中村道子 (上野原町)、 西依三徳 (都留市)、

長田五月 (忍野村)→天野栄策 (忍野村)

桑垣美和子 (茅 ヶ崎市)、 小宮昇 (平塚市)、 牧島信一 (横浜市)、 八木伸 (座間市)、

倉橋満知子 (相模原市)、 熊澤峻子 (横浜市)

○事業者 (5事業者)

東京電力 (株)(大月市)、 笹―酒造 (株)(大月市)、 横浜市水道局 (横浜市)、

国土環境 (株)(東京都世田谷区)、 ミヨシ石鹸 (株)(東京都墨田区)

○行政 (9機関)

国土交通省関東地方整備局京浜河川事務所 (調査課)、

山梨県 (富士北麓 。東部地域振興局大月林務環境部環境課)

富士吉田市 (企画部企画課)、 忍野村 (環境課)

神奈川県 (環境農政部大気水質課)

相模原市 (環境保全部環境対策課)、 座間市 (環境経済部環境保全課)、

寒川町 (町民部環境課)、 相模湖町 (産業建設部産業環境課)

○地域協議会 (各 1名 )

桂川 。東部地域協議会……・勝俣藤久

相模川湘南地域協議会……・赤羽興二郎

(3)会計

神奈川県 (環境農政部大気水質課)

(4)監事

○市民……・石田幸彦 (相模湖町)

○事業者…・津久井郡森林組合 (天野賢二)

○行政……・西桂町 (住民福祉課長	 滝口武司)

2	 事務局

〇事務局長	 神奈川県環境農政部大気水質課長

事務局員	 氏家雅仁 (相模原市)、 小西―郎 (相模原市)、 松川義彦 (相模原市)

武井篤美 (山 梨県富士北麓 0東部地域振興局大月林務環境部環境課)

菊地俊行、千葉礼子、村田千裕 (神奈川県環境農政部大気水質課)
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市民会員		193名
市民団体会員	17団 体

カーカネットの会

おおつき女性交流会

大月森つくりの会

大月ライオンズクラブ

朝日川を愛する会

桂川相模川ネットワーク

藤野相模湖ライオンズクラブ

平塚の自然を守る会

「生きのこれ川」の応援団

鳩川・縄文の谷戸の会

‖・水辺の森の会

自主調査研究グループ「菜の花」

よこはま水と森の会

湘南華の会

帝京科学大学環境マテリアル学科

。津久井湖等の水質保全を求める連絡会

‖キャンプインシンポジウム

桂川 。相模川流域協議会会員名簿

神奈川県企業庁水道局

横浜市水道局

神奈川県内広域水道企業団

国土環境 (株 )

地域交流センター

ミヨシ石鹸 (株 )

共生食品 (株)

第一印刷 (株)

北都留森林組合

事業者団体会員	4団体

相模り||を きれいにする協議会

厚木愛甲地区相模川水系をきれいにする会

相模川流域下水道事業連絡協議会

相模原の環境をよくする会

事業者会員	32団 体

フォレス トファーム

一酒造 (株)

口湖精密 (株)

‖漁業協同組合

山英建設帥

電力 (株)山梨支店大月支社

同組合coopや まなし

士燃料(株)

旭ファイバーグラス (株)湘南工場

富士コカコーラボ トリング (株 )

日鉱金属 (株)倉見工場

(財)神奈川県都市整備技術センター

津久井郡森林組合

(財)北里環境科学センター

神奈川県治水砂防協会

(財)かながわ海岸美化財団

(財)神奈川県下水道公社

(財)宮 ヶ瀬ダム周辺振興財団

(財)神奈川県公園協会

JA神奈川県中央会

神奈川県企業庁利水局

横須賀市水道局

川崎市水道局

行政会員	26団体			(	)内 は担当室課

山梨県 (富士北麓 。東部振興局大月林務環境部環境課)

富士吉田市 (環境政策課)

都留市 (地域振興課環境保全室)

大月市 (環境課)

村 (環境課)

道志村 (住民健康課)

桂町 (住民福祉課)

忍野村 (環境課)

山中湖村 (環境衛生課)

富士河口湖町 (環境課)

上野原町 (環境課)

川県 (環境農政部大気水質課)

平塚市 (環境部環境政策課)

茅ヶ崎市 (環境保全課)

相模原市 (環境保全部環境対策課)

厚木市 (環境総務課)

海老名市 (生活環境部環境保全課)

座間市 (環境経済部環境保全課)

寒川町 (町民部環境課)

愛川町 (民生部環境課)

清川村 (住民課)

城山町 (民政環境部環境防災課)

相模湖町 (産業建設部産業環境課)

藤野町 (ま ちづくり課)

津久井町 (環境福祉部環境防災課)

国土交通省関東地方整備局京浜河川事務所
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※ ご意見、ご感想がありましたら事務局までお寄せください

編集発行

事務局

2(X)4年3月発行

桂川・相模川流域協議会

山梨県大月林務環境部環境課
〒401-0015
山梨県大月市大月町花咲1608-3
電話0554-22-7838

神 奈 川 県 環 境 農 政 部 大 気 水 質 課
〒231-8588
神奈川県横浜市中区日本大通 1

電話045-210-4127


